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「その赤いクリップと豪ごう邸ていを交こう換かんするなら、付き合ってもかまわない、だと？」


　ちょっとした冗じよう談だんのつもりだった。


　なのに。


　日ひ射ざしのきらめくオープンカフェのテーブルに座ったウィリアムは、まるで気の利きいた冗談を返すように、俺に向かって涼すずしげな青い瞳ひとみを細めたのだ。


「いいだろう。すぐに手配しろ」


　……マジかよ!?








　眩まばゆいほどの夏の日射しに目を細めながら、沢さわ村むら靖やす史ふみは待ち合わせたカフェの扉とびらを開けた。


　そのとたんに、いつも通り、あふれるような陽ひの光と緑に迎むかえられて、満足のため息を漏もらす。


　この店の値段は手て頃ごろらしいが、靖史にとっては通えるものではない。いわばご褒ほう美びのように使っている場所なのだ。


　店内はこぢんまりとしているけれど、通りに面した南側一面のガラスが自然の光を十二分に取り入れ、活いき活きとした観葉植物がふんだんに置かれているから、開放的で爽そう快かいだ。


　さらにダークブラウンの床ゆかに白とベージュを基調としたインテリア、洗練された従業員などが、上品な海辺のリゾート・ホテルを連想させる。まさに『アンジャルダン・オン・メディティラネ』、地中海の庭という店名にふさわしい。


「遅おそいよ」


　ウエイターに案内されたオープン・テラス席では、坂さか本もと壱いちがすっかりふてくされていた。


　壱本人には悩なやみの種でもあるらしいが、男っぽい爽さわやかさというよりは、可愛かわいらしい甘さが滲にじむ顔立ちだ。そうしていると、同じ男といえども、ますます可愛らしく見える。


　だからつい、靖史は謝るどころか、微笑ほほえんでしまった。


　靖史自身も、女の子からは甘い顔立ちだとよく評されるが、その前には必ず、男らしく爽やかだからそれが色気になっているのだという賞賛がつくし、壱よりは身長も高く、肩かた幅はばもある。ここまで可愛いのも珍めずらしいよなあ、などと思うと、なんだかつい、頰ほおが緩ゆるんでしまったのだ。


「悪い、悪い」


　付き合いの長さで気安く謝ると、靖史は、ウエイターが渡わたしていったメニューを開いた。


「お前、もう頼たのんだ？」


「飲み物だけ。食べるものも決めたけど、どうせお前が遅おくれるだろうと思ったから、そっちはお前と一いつ緒しよに頼もうと思って。今日もまた、画が廊ろうに寄ってて遅れたんだろ？」


　同じ高校、大学に通い、唯ゆい一いつの親友である壱には、すっかり行動を把は握あくされている。


　靖史は苦く笑しようして頭をかいた。


「悪かったって。ほんのちょっと覗のぞくだけと思ったんだけど、今日に限って特集っていうか、同じ画家の他ほかの絵も飾かざられてたから、つい夢中になっちゃってさ」


　あの絵どころか他の絵も見られたなんて、今日はすげえついてるのかも。


　そんなことまで考えて、靖史はわずかに浮うかれた。


　他人に話せば意外に思われるだろうが、実は靖史には、絵画を熱心に眺ながめる趣しゆ味みがある。


　といっても、絵の勉強などをしているわけではないし、実際、知識などはほとんどない。


　熱心に観みるのは、ある画家の作品だけ。


　それは早くに亡なくなった父親が好きな画家だったからだ。中でもその代表的な作品には、熱愛するほどの特別な思い出がある。


　しかし画家自身の存在が、日本ではあまり知られていないため、代表作といえども、ほとんど目にする機会がない。


　だから、数ヶ月前に、偶ぐう然ぜん、その画廊に飾られているのを見つけたときには、信じられなかった。しばらくは毎日通い、こっそり外から眺めていたくらいである。


　すぐに売れてしまうかもと心配だったけれど、日々をなんとか暮らしている靖史にとって、どう逆立ちしても、絵を買う余よ裕ゆうなんてない。


　ただ見るだけにしても、いかにも老舗しにせらしい画廊の、重じゆう厚こうな雰ふん囲い気きのガラス扉を押し開ける勇気もなかった。


「でもそれ、展示会ってやつだろ？　そしたらその絵も、売れちゃうんじゃないの？」


　壱の言葉に、靖史は首を横に振ふった。


「いや、たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思う。あれは豪ごう徳とく寺じさんが好きで、趣味で買ったって言ってたから」


　豪徳寺とは、その画廊の主人である。あんまり頻ひん繁ぱんに通いすぎて顔を覚えられてしまい、ある日声をかけられたのだ。


　靖史ははじめ逃にげ出しそうに慌あわてたけれど、同じ絵を大切に思っていたこともあって、意気投合し、以来親しくさせてもらっている。


「ふうん」


　壱は頰ほお杖づえをついて、ふと思いついたように言う。


「じゃあいっそのこと、お前が買っちゃえば？　仲良くしてるんだし、ローンとかも融ゆう通づう利かせてくれるんじゃねぇの？」


「馬ば鹿かなこと言うなよ、そんな金ねーよ！」


　そこで靖史は改めて自分の暗い状じよう況きようを思い出して、頭を抱かかえた。


「つーか、マジ、今はそれどころじゃないんだって」


「どうしたんだよ？」


　壱は、たいしたことでは弱音を吐はかない靖史を良く知っている。


　靖史は頭を抱えたまま、心配そうに眉まゆを顰ひそめた壱に向かって、自分も顔をしかめてみせた。


「……今住んでるアパート、追い出されることになった」


「ええ!?」


「こないだ、大家のウメさんが亡くなっただろ」


　目を丸くした壱に、靖史は簡単に事情を説明した。


　大家のウメは、近きん隣りん一帯の大地主だが親切な人で、靖史たちの住んでいるアパートは、ほぼボランティア的な趣味で貸し出されていたものだった。


　だから、下町とはいえ都心だというのに、家賃はただ同然。


　今にも崩くずれ落ちそうなボロアパートだが、学費から生活費まで、すべてを自力で稼かせがなければいけない靖史にとって、非常にありがたい存在だったのだ。


　しかし、ウメの後を継ついだ義理の息子むすこには、そのようなボランティア精神など、まったく存在しないらしい。


　ウメが亡くなって数日もしないうちに、現在のアパートを取り壊こわして新しくすると言い出したのだ。流行のデザイナーズ・マンションに建て替かえる予定らしい。


　マンションが出来た暁あかつきには、一応、今の住人を優先すると説明されたが、当然家賃は部屋に見合ったものになると、しっかり釘くぎを刺さされてしまった。


　しかし、今の家賃だって、ぎりぎりで払はらっているのだ。どんな値段になるにせよ、靖史に払えるはずがない。


　……もう十分稼いでるくせに、これ以上まだ、金かね儲もうけしてーのかよ。だから金持ちなんて、嫌きらいなんだよ。


　いかにもこちらを思いやっているんだというふりだけをして微笑んだ新しい大家のことを思い出して、靖史は再び腹を立てた。


　壱はため息をついて、考えるように腕うでを組む。


「……そうだよな……引っ越こすって言っても、敷しき金きん礼金だけで、すごい金かかるもんな……俺も貧びん乏ぼうだから金は貸せないけど、困ってるならしばらく泊とめてやろうか？　お前、親しん戚せきとかもいなかっただろ？」


「ああ……まあな」


　靖史はふてくされたまま頰杖をついた。


　中学の頃ころに父親が事故を起こして死んでしまって以来、靖史はたった独りで生きているのだ。


　頼たよれる人など、誰だれもいない。


　母親はもっと昔に亡くなっていたし、祖父母や親戚などはいないと聞かされて育ってきた。


　父親を亡くして独りになって初めて、さすがに慌てて血縁を知る手がかりはないかと家中を探したくらいだ。


　しかし自分の記き憶おくはもちろんのこと、狭せまい家のどこにも、手がかりはもちろん、両親の過去を匂におわせるようなものすら、なかったのだ。


　幸い、近くに住んでいたウメの好意があって、住むところだけは確保できたから、あとはすべて、なんとか独りでやってきたのだ。


　八畳じようほどの和室に台所、風ふ呂ろ、トイレがついた靖史の部屋は、驚おどろくほど簡素である。


　けば立った畳たたみの上には、布ふ団とんとちゃぶ台ぐらいしか、目立つ家具はない。


　強しいて挙げるとすれば、好きな音楽を楽しむために貯金に貯金を重ねて買った小さなオーディオや、部屋の片かた隅すみに積み上げた大学の教科書、同じアパートの外国人からもらうペーパーバックくらいだ。


　だから靖史の部屋は、狭いというのにどこかがらんとしていて、寒々しい。


　そのせいか、慣れるまでは実際以上に孤こ独どくを感じてしまい、無む性しように寂さびしくなったものだ。


　けれど、今ではすっかりそれにも慣れてしまった。誰かと長い時間一緒にいると、落ち着かなくて苦痛に思うほどである。


　なので、壱の申し出はありがたかったけれど、今のところは丁てい寧ねいに断ることにした。


「泊めてくれるって言うのは、すげえありがたいけど、今んとこは遠えん慮りよするわ。一応、取り壊されるまであと二週間は猶ゆう予よがあるから。マジでどーしよーもなくなったら、頼む」


「わかった。……でも、猶予って、二週間しかないのかよ？」


　壱は呆あきれたように顔をしかめた。


「それ、酷すぎないか？　反対運動とかできないのかよ？　お前以外にも何人か住んでただろ？」


「何回かはみんなで抗こう議ぎもしたけど、そういう時は無条件ですぐ出て行くっていう契けい約やくをしちゃってるから、全然駄目だった」


　元々は、古すぎる建物だから、危なくなったらすぐ出て行かせるためだけにと交かわされていた契約だった。それを利用されてしまったわけだ。


　ウメは部屋を貸す際には人ひと柄がらだけを基準にしていて、そのせいか、住人には外国人や風変わりな人が多い。しかし彼女の人を見る目はきちんとしていたらしく、皆みな困ってはいたけれど、話し合いが終わった以上、妙みようなごねかたをする住人はいなかった。


「敷金礼金なし、家賃格安、風呂・トイレあり、冷蔵庫と洗せん濯たく機きが各部屋に備え付け……なんて破格の条件、もう絶対ありえねーよ」


　家賃は今が激安だから、もう少しくらい増えても仕方ないとは思えるけれど、すぐに冷蔵庫や洗濯機を買い揃そろえられるほどの財力はない。


　……最悪、洗濯は手でやればいいから洗濯機はいらねーけど、さすがに冷蔵庫は欲しいよな……。


　予想外の大きな出費に加え、これから先しばらくは自じ炊すいにも工く夫ふうが必要だと思うと、靖史はいっそうがっくりした。テーブルの上にへたりこむようにからだを倒たおしてしまう。


　すると壱の向こうに、自分たちと同じ歳頃の男女の姿が見えた。


　同じく学生のようではあったけれど、その雰囲気はずいぶん違ちがう。なんというか、華はなやかなのだ。


　こちらに横顔を見せて向き合うように座っている彼らは、女の子はもちろん、男の方も洒落しやれた格好をしている。着ているシャツ一枚とっても、靖史たちが日ごろ手にするものとは違ちがうことがひと目でわかる。セレクトショップで丹たん念ねんに選んだような、上質で、デザインの凝こったものだ。


　二人はどうやら恋こい人びと同士のようだったが、男の方ばかりが、このカフェでは少し悪目立ちするほどの大声で、さかんに自分の大学の話をしていた。どうやら金持ちの子女が集まる上に偏へん差さ値ちも高いことで有名な、私立大学の医学部に通っているらしい。


　そんな中でも自分は激しい競争にうち勝って選せん抜ばつ制せいのゼミに入ることができただとか、学部が学部だけに勉強で忙いそがしいというのに、誰もサークルを仕切れる者がいないから自分がやらなくてはいけないから参るだとか、要するにすべてが自じ慢まん話である。


　靖史たちにとっての日常であるアルバイトの話など、出てくる様子はみじんもない。親に買ってもらったという高価な腕うで時ど計けいを得意げに彼女に見せた様子からすると、そんなことはする必要がないのかもしれなかった。彼女の方も似たような育ちらしく、ごく当たり前のように男の話を聞いている。


　……頭もそこそこ、金もあって、ルックスもまあまあ。似たような恋人もいて、こんなとこで楽しくデートかよ。


　勉強の出来こそ自分たちと変わらないが、靖史と壱が通うのは、当然、国立大学である。中でも自分たちは貧乏な方であるが、周囲の友人たちもみな地味で、彼のようなタイプはあまり目にしたことがない。


　っとに、人生って、不公平にできてるよなあ。


　物もの珍めずらしさに軽いむかつきが手伝って、靖史は壱にその男の存在を教えてやろうと、からだを起こした。


　そのとき初めて、そんな気持ちなど紛まぎらわせてしまうように香かおる、ふわりとした柔やわらかい花の匂いに気づく。


　テーブルの中央に、白くて小さな陶とう器きのフラワー・ベースが置かれていたのだ。


　そこには明るいピンクや黄色の花が飾かざられ、お勧すすめだというデザートを記したカードが、心を誘さそうような鮮あざやかな赤いクリップで留められている。


　そのクリップを見たとたん、靖史はふとあることを思い出した。


「あー…。俺も、わらしべ長者になりてー」


「わらしべ長者？」


「ちょっと前にアメリカだかカナダだかであったじゃん。ブログかなんかで、最初はクリップを何かと交こう換かんしてくれって始めて、最後は一いつ軒けん家やが手に入ったってやつ」


　少し前に騒さわがれたニュースをあげて靖史はぼやいた。


「ああ、あれか。凄すごいよなー。たった一年くらいで手に入れたんだろ？」


「らしいな。あーでも、アパートは二週間で問答無用に取り壊されるし、そういう意味でも、無理か」


「……期間だけの問題じゃないような気もするけどね」


　壱が呆れたように軽く肩かたを竦めたのを区切りに、靖史は片手をあげてウエイターを呼ぼうとした。


　しかしその時、すぐに心得てやってくる彼の背後に目を奪われてしまう。


　ひときわ人目を惹ひくような、日本人の男と外国人の男の二人連れが店に入って来たのが見えたからだ。


　彼らはどちらも同じ男として刺し激げきされるほど背が高く、長い手足に広い肩かた幅はば、堂々と引き締しまったからだつきをして、成功している人間特有の落ち着いた自信を漂ただよわせている。


　二人ともとても魅み力りよく的てきだったけれど、靖史の目は、外国人の男の方により強く惹きつけられた。


　その男は、オリーブ・グリーンの上質そうなシャツの襟えり元もとをくつろがせて無造作に腕うでを捲まくり、ヴィンテージ風ジーンズにごつい銀のベルトと革かわ靴ぐつを合わせている。


　涼すずしげな浅黄色のジャケットを羽織って白のシャツを着こなしている日本の男とは、対照的にカジュアルだ。


　けれどもその格好は、彼の陽ひに透すけるような金の髪かみや、確固とした自信を浮うかべて艶つやのある青い瞳ひとみ、甘さを滲にじませた唇くちびる、逞たくましい首すじなどを嫌いや味みなく惹き立て、よりいっそう魅力的に見せていた。


　そしてただ歩くだけで、自然と周囲を魅み了りようし従わせてしまう、若き王のような精せい悍かんさと豪ごう奢しやさを漂わせている。


　そんな彼らの放つオーラのような魅力に、店内の客たちもすぐに気づき、わずかにざわめき始めた。


　しかし二人はそんなことには慣れきった様子で気にも留めず、平然として、ウエイターに応こたえている。


　すげえ、格好いい。


　もしかしたらハリウッド・スターと日本人のエージェントとか？


　靖史が呆ぼう然ぜんと見つめていると、ふと、外国の男がこちらを見た。


　真正面から視線がぶつかり合う。


　靖史は驚おどろいてしまい、息を呑のんだ。


　しかし彼は平然と視線を受け止め、見つめ返してくる。


　その眼まな差ざしは、まるで靖史のすべてを見透かしてしまうようにまっすぐで、強い。


　射い貫ぬかれたように感じてぎこちなく視線を逸そらそうとすると、ゆっくりと、そこに柔らかな微び笑しようが織り交ぜられた。


　……ええっ？


　強すぎたはずのそれは、一いつ瞬しゆんにして、とろりとした金色の、甘すぎる蜂はち蜜みつを連想させる。


　そんな視線に出会ったのは生まれて初めてのことで、どうしたらいいのか、わからなくなる。


　……いや、確か外国じゃ、目が合っちゃったときって、社交辞令で、ちょっと目だけで笑うんだったよな……？


　ようやくどこかで聞いたようなことを思い出し、靖史は社交辞令にしても硬かたすぎる笑えみをほんのわずかに瞳に浮かべた。


　とたんに、彼の眼差しが、濃こさを増したような気がした。


　靖史は慌あわてて視線を外そうとしたのだけれど、それはますます、まとわりつくように甘くなって、目が、離はなせない。


　……な…んだ、これ……？


　男だっていうのに、すげえ、惹き込まれる……気がするんだけど。


　そのとき突とつ然ぜん壱に名前を呼ばれ、靖史はようやく我に返った。


「靖史、お前は？」


　壱はいつの間にか注文を済ませてしまったらしい。


　靖史が慌ててウエイターに注文を伝えると、彼は礼れい儀ぎ正しく、にっこり笑って去っていった。


　入れ替かわるように別のウエイターが、先ほどの二人を靖史たちの近くのテーブルへと案内して来た。どうやら日本人とウエイターが知り合いのようで、親しげな会話を交かわしている。


　その声に誘われたのか、壱がちらりとそのテーブルに視線を向けた。


　そして驚いたように目を見開くと、すぐに靖史の方にからだを乗り出し、声をひそめる。


「なんか、すごい格好いい二人組じゃね？」


「ああ。同じ人間だとは思えねーよな」


　そんなことを囁ささやきあっていると、すぐ近くから、不ふ機き嫌げんそうな低い声がした。


「何、見てんだよ？」


　自分たちのことかとぎょっとして、靖史と壱がその声の主を探すと、先ほど自慢話を披ひ露ろうしていた男だった。


　そしてそのせりふは靖史たちではなく、向かいに座った彼女に向けられたものだということもわかる。


　どうやら彼女が、自分の話の途と中ちゆうにもかかわらず彼らに目を奪うばわれてしまったのが気に食わないらしい。


「あっ、ごめんね。でも、あまりにもすごいオーラだから……ねえ、あの外国の男の人の方って、有名な俳優とかモデルじゃない？」


　彼女はすぐに謝ったけれど、ぽーっとなり過ぎてしまったのか、ますます彼氏を逆さか撫なでするようなことを言い出した。


　それは見事に男の自尊心を傷つけたらしく、彼は機嫌を直すどころか、意地になったように舌打ちをする。


「知らねーよ。直接、本人に聞けば？　ま、お前の英語力じゃ通じねーだろうけど。あー、でも、大だい丈じよう夫ぶか。あっちが慣れてるだろうしな。お前みたいな奴やつばっかだろうから、女なんて、食い放題なんじゃねえの？」


　……うわ、こいつ、やっぱ最低だな。


　彼女うんぬんの前に、人として、その発言はないだろう。


　靖史が他人事ながら心の中で肩を竦すくめると、さすがに彼女の方もかちんと来たようだった。


「……ちょっと。そういう言い方ってないんじゃない？」


　それでもまだ冷静さは保っているようで、彼女は周囲を憚はばかり、低く声を押し殺した。


　けれども男はそれで優位に立ったと勘かん違ちがいしたらしく、余裕たっぷりに笑った。それからようやく、さりげなさを装ってちらりと彼らの方を見やる。


　靖史たちと同じくらいの距きよ離りしかない彼らのテーブルにも、聞こえている可能性が高いことにやっと気がついたのだろう。


　けれども外国の男は日本語を解さないのか、まったくの無関心さで英字が併へい記きされたメニューを眺ながめていた。連れの日本の男も、もし聞こえていたとしても、当然知らせるつもりなどないのだろう。同じような姿勢を貫つらぬいている。


　そのことで安心し、調子に乗ってしまったのか、男は椅い子すに反り返るようにして、さらに揶や揄ゆした。


「何言ってんだよ。忠告してやってんだぜ？　病気とかうつされたら、シャレになんねーから。あ、つーか、むしろホモかもしれないけどな。こんな店に、男二人で来てるってことは」


　……洒落しやれにならねーのは、お前だ!!


　靖史は思わず怒いかりに任せ、グラスが倒たおれそうになるほど強く、テーブルに手のひらを叩たたきつけてしまった。


　一瞬にして静まり返った店の中、怯おびえたような表情をしてこちらを見る男を、正面から容よう赦しやなく睨にらみつける。


「……どんだけ有名な大学の医学部に行ってるんだか知らねーけどな。その空っぽそうな頭に欠片かけらでも知性があるなら、外国人だから病気持ちだろうとか、くだらねー発言、してんじゃねーよ！　お前にはまったく無関係の、ステロタイプな戯たわ言ごとだとしても、そういうことで嫌いやな思いしたり、苦労してる人間が、この世の中には存在してんだよ!!」


　靖史の脳のう裏りには、同じアパートで暮らす外国の友人たちの姿が浮かんでいた。収入の面だけでなく、そういうくだらない偏へん見けんのせいで、住居が見つからずに困り、靖史たちの住むアパートに入る場合も多いのだ。似たような侮ぶ辱じよくを受けて帰ってきて、悔くやし泣きをした別の友人を慰なぐさめたこともある。


　そういうことに対する正義感、とは、また少し違ちがうのかもしれない。正直に言ってしまえば、靖史は、基本的に、他人事にはなるべく関かかわらないことにしている。そんな余よ裕ゆうなど、自分にはないからだ。


　けれど目の前の男が口にしたような、ステロタイプでくだらない反応については、つい、自分とも重ねて、腹が立ってしまうのだ。友人たちに比べればたいしたことではないのだが、自分にも、かつてよく、似たようなことがあったから。


　靖史が天てん涯がい孤こ独どくの身だと知ると寄せられる、とってつけたような同情や、想像力の欠けつ如じよした憐あわれみ。自分の境きよう遇ぐうに同情されたくないなんて繊せん細さいなことを言うつもりはないけれど、それらは時に、侮辱に近い気持ちを味わわされることすら、あったのだ。


　靖史は、一瞬たりとも怒りをこめた視線を逸らさず、鼻先で笑ってみせた。


　すると相手は何度か口をぱくぱくとさせたが、結局、言葉に詰つまってしまった。お育ちが良すぎて、気き迫はく負けしたのかもしれない。


　それでも彼は精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って、ふん、と肩かたを竦めて見せた。椅子を蹴け倒たおすようにして立ち上がる。


　なんだ、やるのか？


　暴ぼう力りよく沙ざ汰たは慣れてねーけど、こうなったら仕方ねーな。


　すっかり好戦的になった靖史は、腹を決めて立ち上がった。


　しかし相手は、彼女に八当たりをするように顎あごをしゃくると、さっさと店を出て行ってしまう。


　……なんだ。ほんとに、くだらねー奴。


　肩かた透すかしを食くらってしまい、靖史は舌打ちをしつつも、表情を緩ゆるめた。


　ゆっくりと座ろうとすると、相変わらずしんとしたままの店内が、一いつ斉せいにこちらに注目しているのがはっきりとわかる。


　靖史は、店内すべての客の顔をぐるりと見回してから、ぺこりと頭を下げた。


「お騒さわがせしちゃって、すみませんでした」


　最後に、フロアマネージャーらしいウエイターに向かっても、丁てい寧ねいに頭を下げる。


「すみませんでした」


　すると、いかにも世慣れたふうのそのマネージャーは、にっこりと笑って片目をつぶってみせた。普ふ通つうの男がすれば吹ふき出してしまいそうなその仕草も、女性客の目を奪うほど端たん整せいで甘く、洗練された彼の容姿のせいか、とても魅み力りよく的に見える。


「とんでもありません。なかなか良い啖たん呵かでしたから、むしろ胸がすっとしました」


　彼のとぼけたコメントに、店内のあちこちから小さな笑い声があがった。しんとしていた空気が、解ほぐれ始めたのがわかる。


「ほら、そう思う方は他にもいらっしゃるようですよ。……皆みなさん、私からも重ねてお詫わびいたします。大変お騒がせいたしました。それでは引き続いて、お食事や会話をお楽しみください」


　そこでマネージャーは、まるで舞ぶ台たいの終幕のように、優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをしてみせた。


　するとそれがすべてを拭ぬぐい去さってしまったかのように、店内は見事に、先ほどまでのくつろいだ雰ふん囲い気きへと戻もどっていく。


　靖史は椅子に腰こしを下ろしながら、綺き麗れいに場を収めてくれた彼に、改めて、眼まな差ざしだけで感謝を伝えた。


　そのとき、ふと、まだ送られてくる別の視線に気づく。


　何気なくそちらに目を向けると、例の外国の男だった。


　どうやら騒ぎの間に事情を知ったらしく、靖史同様、感謝の眼差しを送っているらしい。


　……いや、別に。


　俺が、勝手に腹立てただけなんで。


　靖史が小さく肩を竦めてジェスチャーだけでそう応こたえると、彼は笑いを堪こらえるような表情をして、ますます目を細めた。こちらを見ながら、日本人の男に向かって何かを囁き始める。


「……国際親善ってやつか？」


　靖史が壱に向かって笑ってみせると、呆あきれたようにため息をつかれた。


「何言ってんだよ。いつもはしれっとしてるくせに、お前、キレると激しすぎ。怒るだろうなとは思ってたけど、いきなりあれは、俺でもびっくりするっつーの。まあ今回は相手が悪かったんだし、店の人がうまく収めてくれたからいいけどさ」


「悪かったって」


　靖史が頭をかいたとき、プレートが運ばれて来た。


　二人は笑い合って気分を変えると、食事を楽しみ始める。


　そして靖史と壱がようやく食後のコーヒーまで辿たどり着いたところで、がたんと椅子を引く音がした。


　何気なく顔を向けると、例の外国の男が堂々とこちらに歩み寄って来る。


　その背後には、同席していた日本の男が、仕方ないなと言うように顔をしかめてため息をつき、彼を追いかけるように立ち上がったのも見えた。


　な、なんだ……？


　わざわざ、さっきの礼を言いに来るとか？


　靖史と壱がぎょっとしながら顔を見合わせると、男は靖史の前で立ち止まった。


　洗練された王おう侯こう貴族のごとく胸に手を当てると、人を惹ひきつけるような茶目っ気のある微笑ほほえみを浮うかべる。


　そして、男らしく端整な顔立ちにふさわしい、低く艶つややかな英語で紳しん士し的てきに話しかけてきた。


「いきなり不ぶ躾しつけで申し訳ないが、先ほどは、どうもありがとう。残念ながら私は日本語がわからないんだが、連れにすべて説明してもらったよ。君は素す晴ばらしい人だ。それで、もし許してもらえるのなら、君と話がしたいんだが、かまわないだろうか？」


　靖史は、思わず傍かたわらの壱を見やった。


　英語がわからないのではない。


　まったくの独学ではあるけれど、靖史は、将来よりいい条件で仕事を得られるように、同じアパートに住む外国の友人たちを相手にいつも練習しているのだ。日常レベルの英語にはほとんど不自由しない。


　だから彼の話した内容はわかるのだけれど、その意図がつかめず、戸と惑まどったのだ。


　しかし追いついた日本の男はそうは受け取らなかったようで、彼の言葉を手短に訳すと、連れの非礼を丁寧に日本語で詫びた。


「いきなり話しかけたりして、本当に申し訳ない。ちょっとしたお願いがあるんだが、彼の話を聞いてもらえないだろうか」


「はあ……」


　靖史が壱と顔を見合わせて曖あい昧まいに頷うなずき返すと、日本の男はほっとしたように微笑んだ。


　するとそこから察したらしい外国の男も、嬉うれしそうに笑って、当たり前のように靖史の隣となりに座った。彼のつけている香こう水すいの、爽さわやかでほのかに刺し激げき的てきな香かおりが漂ただよう。


「私の名前は、ウィリアム・ヒューズ。アメリカ人で、ＮＹに住み、投資を仕事にしている。よろしく」


「あ……沢村靖史です」


「坂本壱です」


　にっこりと微笑むウィリアムに求められるまま、靖史と壱がそれぞれ名乗って握あく手しゆを返すと、今度は日本の男の方が、二人にそれぞれ名めい刺しを差し出した。


「私は飛ひ驒だ雄たけ大ひろといって、コンサルティング会社を経営している者だ。企き業ぎよう経営や買収の仲ちゆう介かいなどを専門にしている。彼とは親しい友人なので付け加えるが、彼はアメリカでとても成功している有名人の一人だ。投資会社のトップをしていてね。今回は仕事で、私が仲介する会社に投資するかどうかを視察に来ているんだ」


「はあ……それで？」


　靖史は少し迷った後、日本語でそう返した。


　初対面のアメリカ人に自分の英語を試ためしてみたいという気持ちもあったけれど、このまま出来ないふりをしていた方が、相手の腹のうちが見えるだろうと考えたのだ。


　妙みようなことを狙ねらっている輩やからなら、こちらが言葉を解しないと思って何か口を滑すべらせるかもしれない。壱もあまり英語は得意じゃないはずだから、ちょうどいいだろう。


　いきなり声をかけてくる奴やつなんて、怪あやしくないはずがないもんな。


　靖史がウィリアムへと視線を移すと、彼は飛驒の通訳を聴ききながら、長い脚あしを組み替かえた。意味ありげな目つきをして、にやりと笑う。


「率そつ直ちよくに言わせてもらうが、君にとても興味があるんだ。だから今夜、私と一いつ緒しよに食事をしてくれないか？　もちろん、先ほどのお礼の意味も込めて」


　……はあ？


　靖史はあやうく、飛驒の通訳を待たずにそう返してしまいそうになる。


　さっきのお礼……っていうのはまだわかるけど、興味ってなんだ？


　俺、男ですけど？


　だいたい、俺なんて、さっきの喧けん嘩かで一いつ瞬しゆん、関かかわっただけじゃないか。


　まさか啖呵が気に入ったとか？


　なんだ、それ。からかってるのか？


　靖史はむっとして、日本語のまま、ウィリアムを睨にらみつけて言った。


「……さっきのことは、俺自身が我が慢まんできなくて、勝手にやったことだから。別にあなたのためじゃないし、礼なんて必要ない。むしろ、こうやってからかわれるなんて、迷めい惑わくだ。趣しゆ味み悪いぜ？」


　すると飛驒の通訳を聞いたウィリアムは表情を改め、青い瞳ひとみに真しん摯しな色を浮かべて、じっとこちらを見つめてきた。


「からかってなどいない。失礼な言い方だったとしたら謝るが、靖史、本当に君とゆっくり話がしたいだけなんだ。先ほどのお礼がしたいと誘さそおうかとも考えたが、あの後すぐの君の態度を見れば、必要ないと断られるだろうことは、簡単に推測できる。だから本当の気持ちをストレートに伝えた。それだけだ。今を逃のがせば君とはもう二度と会えないだろうし、いきなり友人とのランチに割り込みたいなどと頼たのむ方が、もっと無礼だろう？　違ちがうか？」


「……まあ、それはそうかもしれないけど」


　渋しぶ々しぶ靖史が頷いてみせると、ウィリアムは、こうやって成功してきたのだろうと思わせる、周囲を自然と従えてしまうような豪ごう爽そうな微笑みを浮かべた。


「では、夕食に付き合ってくれるな？　君の友達も一緒でかまわないし、美味うまいところに案内しよう。もちろん、君たちが行きたいところでもいい」


「いや、それとこれとは、話が別だろ」


　靖史が顔をしかめると、ウィリアムはいいことを思いついたというような表情をして、にっこりと大きく笑った。


「ならば、夕食に付き合うことと引き換かえに、君の望みを叶かなえてやるというのはどうだ？　これならお礼の意味だけじゃなく、私がどれだけ真しん剣けんなのかもわかるだろう？」


　……面おも白しろいこと、言ってくれるじゃねーか。


　いかにも成功した金持ちらしい言い草だと、靖史は反射的に意地の悪い気持ちになった。


　すっげー無理なこと、ふっかけてやる。


　そう心に誓ちかったものの、普ふ段だんの貧しい生活が身に染しみ過ぎているせいか、とっさに壮そう大だいな望みなど、思いつかない。


　骨の髄ずいまで貧びん乏ぼうかよ、俺。


　心の中でそう舌打ちをした時、ふと、鮮あざやかな赤が視界の端はしを掠かすめた。


　フラワー・ベースに留められているクリップだ。


　……あ。


　我ながら馬ば鹿かげたことを思いついてしまい、靖史はさすがに躊躇ためらった。


　……でも、まあ、いいか。


　どうせあっちが言い出したことだし、駄だ目めだとしたって、諦あきらめてもらえるんなら、その方がむしろ、ありがたい。


　もし叶うとしたら、それはそれ、宝くじ級のすげえラッキーってことで。


　靖史はそう思い切ると、通訳の飛驒は一いつ顧こだにせず、ウィリアムをまっすぐに見つめ返した。


「願いを叶えてくれるって……どんなことでも？」


　ウィリアムも生き真面目まじめな表情をしたまま、靖史だけを見つめ、誓うように軽く片手をあげる。


「もちろん。最大限、努力しよう。私の心を証明するためにね」


「じゃあ……」


　靖史は、フラワー・ベースからクリップを外し、ウィリアムに向かってかざしてみせた。


「このクリップと、都内の豪ごう邸ていを、交こう換かんしてくれ。そしたら、食事に付き合うよ」


「おい、靖史……！」


　壱が仰ぎよう天てんしたような声をあげ、飛驒もわずかに驚おどろいたように目を瞠みはった。しかし飛驒はすぐに展開を楽しむような表情をして、靖史の望みをすべて忠実に、英語へと訳す。


　しかしそれを聞いたウィリアムは、わずかに片方の眉まゆを上げただけで、平然と応こたえた。


「その赤いクリップと豪邸を交換するなら、付き合ってもかまわない、だと？」


　そして柔やわらかく値ね踏ぶみされるように、青い瞳を細められる。


「あのくだらない、カナダのジョークだな？」


　靖史は、内心ひやりとしたけれど、踏ふん張るようにしてにやりと笑い、頷いてみせた。


　するとウィリアムは、笑い出すのを抑おさえきれないというような表情を浮かべる。


「予想以上だな……面白い」


　そして靖史を見み据すえ、不敵とも見える表情で笑う。


「いいだろう。カナダのファンタジーを超こえてやろうじゃないか。……雄大、すぐに手配しろ。いくらかかってもかまわない」


　……マジかよ!?


　靖史はぽかんと口を開けたけれど、飛驒は彼の言葉を予想していたというように笑って頷き、携けい帯たい電でん話わを取り出した。


「もしもし。ああ、俺だ。今、いいか？　急で悪いが、いい話だ。すぐに都内の豪邸が欲しい。金に糸目はつけない。希望の条件は……」


　靖史が啞あ然ぜんとしているうちにさっさとどこかに電話をかけ始めてしまった飛驒は、そこで言葉を止めると、靖史に向かって間取りや雰ふん囲い気きなどの簡単な希望を訊たずねて来た。


　豪邸の基準なんて、映画から得た程度の、大げさすぎるイメージしかない。


　だから靖史は、すぐ暮らし始めるのに必要な条件と、適当すぎる想像を伝えた。


　しかし飛驒はあっさりと頷いて、それをそのまますべて電話の向こうに伝えてしまう。


　驚く靖史に対して、飛驒は問題ないとでも言うように、話を続けながらにっこりと笑ってみせた。


「……そうだ、俺のクライアントが買う。あのウィリアム・ヒューズ・レイフォードだよ。知ってるだろ？……わかった、頼む」


　おそらく相手が調べているのだろう。いったん電話を切ると、飛驒はウィリアムに簡単に状じよう況きようを教えた。靖史たちの視線に気づくと、にやりと笑う。


　すると壱が不安そうな表情をして、こっそりと囁ささやきかけてきた。


「靖史……なんか話がすごい勢いで展開してるけど……いいのかよ？」


　靖史にも不安はあったが、わざと軽く肩かたを竦すくめてみせる。


「あー…。つーか、ここまで来ちゃうと、もう、いっそ、どこまでいくのか見たくねえ？　それにただで家が手に入るなら、それはそれでラッキーだし」


「……また悪い癖くせが出てるだろ、それ……」


　壱の指し摘てき通り、靖史には好こう奇き心で済ませるには質たちの悪い、酔すい狂きようなところがある。


　しかも今回は驚きすぎたせいか、すでに腹も据すわりかけているようだった。


　やばいかもしれないけど……もうこうなったら、俺、止まんないしなー。


　靖史はどこか他人事のように構えかけたが、壱の心配するような視線に、さすがに相手の素す性じようくらいは知っておくべきかと考え直した。


　ウィリアムへと向き直ったとたんに、真正面から視線がぶつかり、柔らかく微笑ほほえまれる。


「何だ？」


「……あー……」


　どうやらこちらをずっと見つめていたらしいとわかって、靖史は思わず顔を赤くした。そんな自分に動どう揺ようしてしまい、靖史は慌あわてて、ウィリアムから飛驒へと視線を外す。


「……この人、具体的にどんな仕事をしてるんですか？」


「ああ、それは」


　飛驒が日本語でそう答えたとたん、靖史は脇わきから伸のばされた大きな手に顎あごを掬すくわれてしまった。


「私について聞きたいのだろう？　ならば、私だけを見つめてもらおうか」


　ウィリアムの男らしく整った容よう貌ぼうが、驚くほど、近い。


　形の良い唇くちびるには微笑みが浮うかべられていたけれども、その青い瞳はかすかな苛いら立だちを浮かべているように濃こく、彼の香かおりが再び強くなった気がした。


　それに気づいたとたん、突つき上げられるように、どくんと激しく、鼓こ動どうが響ひびく。


　う、…わっ……!!


　靖史は慌ててウィリアムの手を振ふり払はらった。


「何、するんだよ！」


　そんな自分をごまかすように声を荒あらげると、飛驒がウィリアムをたしなめ、先ほどの靖史の質問を伝える。


　ウィリアムは悪びれた様子も見せずに小さく肩を竦めると、靖史を試ためすように見やった。


「株式に対する投資については、知っているか？」


「ああ……うん。最近、日本でも流行はやってるから。俺はやったことないけど」


　妙みように照れ臭くささが尾おを引いて、靖史が敬語も使わずぶっきらぼうにそう答えると、ウィリアムは気を悪くするでもなく、可愛かわいらしいものを見つめるような眼差しをした。


「初めは私も個人として証券会社で働いていたんだが、しばらくして自分で会社を興おこしたんだ。何人かの大手顧こ客きやくからのバックアップも得られたし、試してみたいビジネスプランもあったからね。幸運にもそれは成功して、優ゆう秀しゆうなスタッフを多く雇やとえるようになった。だから今は、会社のトップを兼かねながら、単なる個人投資家のような仕事も増やしている。今回はそのために来日したんだ。自分の信念に適かなう企き業ぎようを探して株を買ったり、時にはアーティストや個人事業主に投資したり。そういうことが私の仕事だ」


「へえ……」


　それが本当のことだとしたら、凄すごいことだ。


　靖史は驚いてみせつつも、内心では慎しん重ちように呟つぶやいた。


　でも特に外国のことなら、話してることを確かめる術すべなんてないもんな。騙だまそうと思えば、こういうのって、いくらでも創つくれるわけだし……。


　そんな靖史の考えを見み透すかしたのか、ウィリアムは余よ裕ゆうたっぷりに微笑んでみせた。


　ジーンズの後ろポケットから革かわの名めい刺し入れを取り出すと、靖史と壱に一枚ずつカードをくれる。手て触ざわりで上質と分かる真っ白なそれには、会社のロゴらしき鮮やかなマークに彼の氏名、役職や会社の情報が記されていた。もちろんすべて英字のうえ、アメリカと明らかにわかる住所に電話番号、メールアドレスだ。


「私のビジネス・カードを渡わたしておこう。疑わしいと思ったら、いくらでもそこに確かく認にんしてくれてかまわない。あとは……日本のビジネス誌にも、私のインタビューが掲けい載さいされているはずだ。四年前くらいに取材を受けたのでね。残念ながら誌名は忘れてしまったが……」


　ウィリアムが首をかしげると、飛驒が代わって、いくつかのビジネス誌の名前とだいたいの掲載月を挙げた。そんな二人の様子から噓うそ臭くささは感じられないし、靖史でも聞き覚えのあるそれらの誌名には、やはりわずかに、興味をそそられてしまう。


　その変化に気がついたのか、ウィリアムは茶目っ気たっぷりに両手を広げてみせた。


「他には？　靖史がインタビューしてくれるのなら、プライベートなことにも答えよう」


「…じゃあ、何歳？」


「三十一歳だ」


「三十一!?」


　若そうだとは思ってたけど、そんな歳で、もう成功してるのかよ!?


　靖史がぎょっとすると、ウィリアムはおどけて片目をつぶってみせた。


「もっと年をくって見えるのか？　心外だな。靖史、君は？」


「俺は、二十一だけど……」


　見た目で言えば、ウィリアムは実際の年ねん齢れいより若々しく見える。けれども、その社会的地位の差は、たった十歳違ちがいとは思えない。


　靖史がわずかに口ごもると、ウィリアムはそれを中和させるように、明るく笑った。


「なんだ、たった十歳若いからって、差別しないでいただきたいね。二十一の君が想像するほど、三十一なんて、大人になってはいないんだぞ？……まあ、しかし」


　ウィリアムは一転、含ふくみのある目つきをして靖史を見つめると、唇の端はしをゆっくりとあげた。


「二十一歳の君を愉たのしませるには、十分、大人かもしれないけれどね」


「……!!」


　なんか、すげえエロさを感じるんだけど……俺の、気のせい!?


　ウィリアムの眼まな差ざしや言葉から妙な連想をしてしまい、靖史は必死で動揺を押し隠かくした。


　しかし助けを求めるように通訳している飛驒の方を見ると、彼は、くだらない冗じよう談だんをやりすごすように、ただ、苦く笑しようしている。


　……あれ？


　肩かた透すかしをくらったような気分で壱を見やると、壱も、どう受け止めて良いか戸と惑まどうように小さく肩を竦めてみせたものの、靖史ほどには感じていないようだった。


　なんだ……やっぱり、ただの、きわどいジョークか……？


　一番初めにウィリアムと目が合ったときもそうだし、なんか、俺、おかしくなってんのかな……。


　靖史が首をかしげると、ウィリアムがふっと笑って話題を変えた。


「では私の番だ。靖史、君は何をしてるんだ？　好きなものや、好きな人は？　恋こい人びとはいないのか？」


「えっ、俺？　俺は大学生で、専せん攻こうは、経済。好きなものは……音楽かな。あんま詳くわしくないけど、ジャズやボサノヴァとかが好きで、よく聴きく。好きな人、恋人？　とかは、今はいない……」


　矢や継つぎ早に繰くり出されるウィリアムの質問に靖史が目を白黒させながら答えていると、飛驒の携けい帯たい電でん話わが鳴った。


　飛驒は失礼と断ってテーブルに背を向けかけたが、すぐにこちらの注意を引くように片手をあげる。先ほどかけていた相手からのようだ。


「……わかった、ちょっと待って」


　携帯電話を耳元からわずかに離はなすと、飛驒はあっさりと靖史に確認してきた。


「候補物件が三つあるそうだから、まずどこから見るか、答えてくれ。どれも君の希望はすべて満たしているし、家具付き。だいたいの雰ふん囲い気きも似たり寄ったりだそうだ。それぞれの場所の暮らしやすさは私が保証する。所在地だけが違ちがうと考えて欲しい」


　飛驒があげた候補地は、もちろん都心で、靖史でさえ名を知っているような超高級住宅地ばかりだった。


　あまりに自分とかけ離れていたから、うまく想像すらできず、靖史は適当に最後に挙げられた場所を選んだ。








　タクシーで連れられたのは、鬱うつ蒼そうと木々が茂しげる、静まり返った大きな門の前だった。


　門は靖史たち一行を迎むかえ入れるように開かれていたけれど、木々に囲まれた道が伸びているだけで、邸やしきはもちろん、敷地の奥すら見通せない。


　加えてあたりには荘そう厳ごんな雰囲気が漂ただよっていて、とても一いつ般ぱん人じんの邸てい宅たくとは思えなかった。


　タクシーの運転手もそう感じたらしく、感心したような声をあげる。


「へえ、すごいところだね。個人のお宅かい？」


「……はい、たぶん」


　戸惑った壱に代わって、靖史が答える。タクシーに乗っているのは二人だけ。四人で一台は窮きゆう屈くつだと、靖史と壱だけで乗せられたのだ。


　てっきりここで降りるものと思っていたが、先を走る飛驒とウィリアムを乗せたタクシーは、当然のように敷地内へと乗り込んでいく。


「こりゃあ、邸までけっこうあるんだなあ」


　運転手が呆あきれたようにハンドルを切った。


　車は森のような敷地内を、ゆっくりと、弧こを描えがくように進んでいく。


「ぅわっ、すげえ！」


　壱の感かん嘆たんしたような声とともに緑が途と切ぎれ、靖史の視界もぱっと開けた。


　車がぐるりと回れるように設計された前庭と、白しら壁かべの美しいモダンな邸が、堂々と、広がる青空を背に目に飛び込んでくる。


　大きな邸は二階建てと階数こそ低かったけれど、建物全体としての高さはあった。天てん井じようがかなり高いのだろう。


　またアーチ型に張り出した部屋や大小の区別がある車寄せ、古いが雰囲気のある街灯などが、かつて日本にも貴族制度があった頃ころの風ふ情ぜいを漂わせていた。


　……マジかよ？　ほんとに……映画に出てくるような豪ごう邸ていじゃねーか……すげえ……こんな所、本当に日本に、現実に、存在してるんだ……。


　これまでの自分の人生からは実在すら信じがたい光景に、靖史はただ呆ぼう然ぜんとしてしまう。その間に、タクシーは滑すべるように立派な方の車寄せに止まった。


　そこには先に着いた飛驒やウィリアムとともに、二人の男が待っている。


　簡単な挨あい拶さつやウィリアムとの引き合わせがちょうど済んだところらしく、飛驒が二人を手て際ぎわよく紹しよう介かいした。


「こちらがこの邸を管理している不動産会社の桝ます川かわ隆たか秀ひでで、こちらは弁護士の西にし岡おか英えい嗣じだ」


　人当たりがよくがっしりした男前の方が桝川で、眼鏡めがねをかけた端たん整せいで理知的な方が西岡らしい。二人はどちらも飛驒と同年代で、親しそうに見えた。


　靖史たちが差し出された名めい刺しを受け取り、挨拶を返すと、桝川がさっそく邸の中の案内を始める。


　邸は、玄げん関かんからして立派すぎた。


　ゆるやかな車寄せの階段をあがると、玄関ホール前の床ゆかには、大きな円形のエキゾチックな幾き何か学がく紋もん様ようが、様々なタイルを使ってあしらわれている。タイルの色はもうだいぶ古びてしまっているが、それでもかつては鮮あざやかで色とりどりであったことがわかる。


　玄関の入り口は黒くろ枠わくがモダンで上品な磨すりガラスの扉とびらだったが、それもただのガラスではない。美しい羽根を持った天使の姿がガラスから浮うき出すように繊せん細さいに彫ほられており、それだけで一つの芸術品のようだった。


　これ……すごすぎねーか？


　靖史がごくんと息を呑のむと、その気配に気づいたのか、傍かたわらにいた桝川が説明を始めた。


　朗々とした声が静まり返った邸てい内ないに響ひびく。


　飛驒が低い声でウィリアムのために英語に置き換かえ始めた。


「この邸を建てた方は、もう随ずい分ぶん前に亡なくなられたんですが、時代が時代なら華か族ぞくだという方でした。そのせいか、ビジネスではもちろん、粋すい人じんとしてもとても有名だったそうです。しかし残念ながら家庭的には恵めぐまれませんでした。それで仕事から引退する時に、これまでの集大成としてこの邸を建てたんだそうです」


　桝川はガラス扉を丁てい寧ねいな手つきで開きながら、一行に向かって示してみせる。


「そのために、当時、自分が才能を見込んでいた無名の建築家や芸術家を多く使ったんですね。どの人も今では世界的に有名な人ばかりですが……特にこの扉はフランスの高名なガラス工芸作家の作品なので、その方が亡くなったときは、大おお騒さわぎだったそうですよ」


　その扉の向こうには、別世界に誘いざなうような大広間が広がっていた。


　広々とした床には足首まで埋うまりそうな豪ごう奢しやな毛もう氈せんが敷しかれ、正面中央には黒い大理石の暖だん炉ろがしつらえられている。暖炉の上には鏡が嵌はめ込まれ、天井にある照明を映し出していた。それはたくさんの電灯がブラウンの木枠で区切られたモダンなもので、それらが鏡に映はえるさまは、大広間にいっそうの華はなやかさを添そえている。


　暖炉の傍らには、座り心地ごこちのよさそうなソファやオットマンがいくつも置かれ、壁かべには風景を描いた高価そうな洋画がかけられていた。


　間取りを考えればそこが居間でないことぐらい、靖史でもわかる。けれど、広さといい雰囲気といい、そういわれても違い和わ感かんがない。


　……そりゃ、家具付きがいいとは言ったけど、まさかここまでとは……。


　靖史が再び呆然としていると、桝川は別の意味を汲くみ取ったようだった。


「もちろん訪問客を待たせる部屋は別にありますが、その方は特にこのスペースが気に入っていたそうなんですよ」


　その時、ウィリアムの呼ぶ声がした。


　彼はいつの間にか皆みなから離れ、大広間から左に続いた、小さなアート・スペースのような場所に移っている。


　そのスペースの中央には、上部が渦うず巻まき状になった白い磁器のオブジェが飾かざられていた。


　けっこう大きく、ウィリアムの胸のあたりまでの高さがある。


「これは何だ？　まさか香こう水すい塔とうか？」


「そうです、香水塔です」


　桝川も英語がわかるらしく、飛驒の通訳を待たずに日本語で答えた。


　オブジェの近くまで歩み寄って、全員を見み渡わたしながら詳しい説明を始める。


「実は照明も兼かねているんですが…この渦巻きになっている部分に香水を注いでおいて、照明器具として灯ともして温め、香かおりをあたりに漂わせるんです。このデザインは、日本のある美術館に飾られているものとほとんど同じです。本人がたいそう気に入っていたらしく、わざわざレプリカとして造らせたんだそうです。もちろん、使おうと思えば、まだ使えますよ。ちなみにこの邸には他にも、その美術館と似たデザインが施ほどこされています。当時の流行だったこともあるんでしょうね」


「……なんか俺、凄すごすぎて、美術館のツアーにでも参加してる気がしてきた……」


　感心を通り越こしたように壱にそう呟つぶやかれ、靖史も黙だまったまま頷うなずいてみせた。


　……こんなにすごい家が、本当に俺のものになるのかよ？


　どんどん現実感を失っていく靖史の隣となりで、ウィリアムは、飛驒の通訳を受けながら子供のように素す直なおに頷き、香水塔を眺ながめている。








「…つ、疲つかれた……」


　一通りの案内が終わって一階の居間に戻もどってくると、靖史と壱は、暖炉の前の大きなソファに倒たおれ込んだ。


　庭に面した窓のレースのカーテンを透すかす日ひ射ざしは、さすがに穏おだやかになっていたけれど、部屋はまだ、光があふれるように明るい。


　ウィリアムたちもそれぞれに座るのを見届けながら、だいぶ打ち解けた桝川が苦く笑しようした。


「これでもこの手の邸にしては、部屋数がずいぶん少ないんだよ。なにせ一人暮らし用に設計されているから」


「……それ、全然納なつ得とくできないんですけど……」


　靖史は華やかなシャンデリアや、流線型のレリーフが施された天井を見上げてぼやいた。


　凄すぎるのは、大広間だけではなかった。


　なにしろこんなに豪ごう華かな居間があるのに、二階にも居間があるのだ。


　こちらは人を招くためのもので、あちらはプライベートでくつろぐものだと説明されたけれど、まったくもって理解できない。


　それに、この居間の隣に続く食堂、キッチン、喫きつ煙えん室しつ、二階に上がって、バスルームに衣い裳しよう部屋、主人用の居間に寝しん室しつ、書しよ斎さい、書庫、ゲスト用の寝室はもちろん、彼ら専用のバスルーム、居間……どの部屋もかつての持ち主の趣しゆ向こうが惜おしげもなく凝こらされ、素人しろうと目にも莫ばく大だいな価値があることがわかる。そしてとにかく、広くて、豪華すぎる。


　いやー、やっぱ、これ、何かの冗じよう談だんだわ。


　こんな豪華な家に、天地ほど差がある貧びん乏ぼうな俺が住むなんて、マジ、想像もできねー……。


　願いが叶かなってラッキーなのかどうか、それすらもちょっと、わかんなくなってきた……。


　独りの寂さびしさには慣れているから広くなっても大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、その他の部分はあまりにも、これまでの生活と差がありすぎる。


　靖史は、この邸に住む実感どころか、現実感をもすっかり手放していた。


　そんな靖史の対面に座ったウィリアムの傍らで、やはり疲れたらしい飛驒が、一息つくように訊たずねる。


「そういえば、その人以来、誰だれも住んでいないのか？　彼は生しよう涯がい独りだったんだろう？」


　すると桝川は首を横に振ふってみせた。


「一応は、誰も。しばらくは遺ゆい言ごんで譲ゆずられた執しつ事じと家政婦が住んでいたんだが、かつての主人に敬意を表して、二階のプライベート部分は使っていないそうだ。ちなみに執事は亡くなり、家政婦も息子むすこ夫ふう婦ふと暮らすことになって、この邸やしきが売りに出されることになった。家政婦は二人に申し訳ないと言っていたが、譲られた時点で主人と同じく高こう齢れいだからね。仕方がないだろう」


　桝川はそこで一同をぐるりと見渡した。


「さて、ご感想は？　他の候補物件は、ここまで芸術的ではないけれど、広さはあるよ。かつては家族が住んでいたものばかりだから」


　自分がここに住む実感は全く湧わかないが、さらに家族仕様で広いとなれば、もうこれ以上は、見る気もしない。


　……ここと同じくらい金がうなってて、さらに家族までいて、もー文句なしに幸せだ、って雰ふん囲い気きだとしたら、俺、わけわかんなくなりすぎて暴れるかもしれないし……。


　ウィリアムと飛驒に見つめられ、靖史はぐったりと首を横に振って見せた。


「ここでかまわないそうだ。西岡、契けい約やくを進めてくれ」


　弁護士の西岡が代理人となるらしい。彼は飛驒の代わりに桝川から書類を受け取ると、素早く目を通した。


「不動産売買の方は、この書類で問題はない」


　西岡はウィリアムの方を向き、同じことを英語で伝えると、さらに確かく認にん事じ項こうを付け足した。


「ウィリアム・ヒューズ・レイフォード個人としての購こう入にゆうでかまわないんですね？」


　ウィリアムは無造作に頷く。


「ああ。だが他にも作りたい契約書がある。そのために君を呼んだんだ」


　そのウィリアムの一言で、靖史はようやく自分を取り戻した。


　うーん、やっぱり。


　よかった、これは現実だ。


　そう人生は、甘くないよな。


　とりあえず、英語はひきつづき、わからないふりをしていたほうがよさそうだ。


　再び妙みような好こう奇き心しんを刺し激げきされて、靖史はからだを起こした。


　飛驒の通訳をきちんと待ってから、話を進めていく。


「他の契約ってなんですか？」


　するとウィリアムは靖史を見つめながら、ゆっくりと微笑ほほえんだ。


「このまま君にこの邸を譲ると、高額の税金が発生してしまう。かといって口約束では君が不安だろう？　だから賃ちん貸たい契約という形をとろうと思うんだ。どうだ？」


　別におかしくない……話だよな。


　そう思いつつも、靖史は用心深く心の中で頭をひねった。


　しかしそのことを気取られないように、飛驒に向けていた視線を戻し、まっすぐにウィリアムを見つめ返す。


　向けられているその眼まな差ざしは、柔やわらかくて、温かい。それにたとえ通訳されている最中であれ、外されることがないのだ。いつも靖史だけを見つめている。


　そのすべてを包み込むような雰囲気に、靖史はふと、ウィリアムが自分を心から思いやってくれているのではないかと、錯さつ覚かくしそうになった。


　……いやいや、そんなこと、あるわけがない。


　靖史は心の中で強く頭かぶりをふる。


　そして彼の反応を試ためしてやろうと、わざときっぱりと主張した。


「それは契約の内容によります。念のために言うんですけど、これはあなたの、食事に付き合って欲しいという願いを叶えるための条件ですよね。ここで条件を変えたり、さらに条件を重ねるんだとしたら、フェアじゃない」


　ウィリアムは靖史の言葉の意味を知ると、笑いを堪こらえるような表情をした。


　次の言葉を選ぶように、長い脚あしをゆったりと組み替える。


「わかった。ではここで改めて、お互たがいの望みを全すべて提示し合おう」


　そこでウィリアムは、口元に微笑を浮うかべたまま、射止めるように靖史を見つめた。


「私の望みは、日本に滞たい在ざいしている間、私が望む限り、君に付き従ってもらうことだ」


「……付き従う？」


「簡単に言えば、私の頼たのみをきいて欲しいということだ。たとえば今夜の食事に付き合ってくれ、とかね」


　……それって、ちょっと強制力が強い友達ってことか？


　戸と惑まどいをおぼえた靖史がわずかに首をかしげると、ウィリアムは青い瞳ひとみを細める。


「それでは君の番だ。この望みに対して、君がフェアだと考える条件は？」


「えっ…と」


　とっさにどう答えたらいいのかを思いあぐねて、言葉に詰つまる。


　すると二の腕うでをそっと引かれた。


　見ると壱が、もうやめれば、という表情をしている。


　いや、これじゃもう、ひっこめないだろう。


　……いけるとこまでいっちまえ。


　まったく逆に刺激されて、靖史は先を続けた。


「そうですね……頼たのみをきくといっても、いつ、どこでも、何でも…みたいなことは無理です。俺にだって学校や生活があるから。


　だから……なんだろう、選せん択たく権けん？　拒きよ否ひ権けん？　とにかくそういうのは絶対条件です。もちろん契約するからには、あなたをなるべく優先しますけど。


　それから、家賃とか敷しき金きん・礼金はもちろん、生活にかかる光熱費や邸の管理、その費用なんかも全部、そちらで負担してください。シャンデリアとかの電気代が凄すごそうだし、俺には、美術品の手入れなんてできないですから。それと、邸のものを壊こわしても弁べん償しようしなくていいという条件も加えて欲しい。もちろん、最大限の注意を払はらって生活します。


　えーとあとは……そうだ、少なくとも俺が大学を卒業するまでは、全ての条件を継けい続ぞくしてください」


「……なるほど、なかなかいい条件だな」


　ウィリアムはずっと興味深そうに聞いていたが、靖史が口をつぐむと小さく笑った。


「だが、拒否権まで認めてしまうと、私にとってアンフェアになりそうだ。ならば、もうひとつ条件を付け加えてもかまわないだろう？」


「何？」


　ウィリアムは平然と微笑んだ。


「一日一回、必ず私とキスをすること」


「はあ!?」


　ちょっと待て。


　頼みをきくって、そういう意味か!?


　思わず通訳した飛驒を見ると、彼は黙だまって肩かたを竦すくめた。


　西岡は弁護士らしく無表情だし、桝川は驚おどろいたようだけれど、部外者の立場を貫つらぬいている。


　壱だけがどうするんだと心配そうに見つめていた。


　それに押されて、靖史はぎこちなく、ウィリアムへと視線を戻もどす。


　すると彼はまるで冗じよう談だんを言うかのように、軽く片目をつぶってみせた。


「私の母国では、一いつ緒しよに過ごす相手に対する、当然の習慣だからね」


　ああなるほど……って、まさか。


　男とキスするなんて、冗談じゃない！


「いや……やっぱり、さすがに、キスはちょっと」


　口ごもると、ウィリアムはわざとらしく驚いてみせた。


「キスくらいたいしたことじゃないだろう？　それともまさか、君はまだヴァージンで、未来の恋こい人びとのために大切にしているとでも？」


　……なんだよ、その言い方。


　だいたい、ここは日本だぞ。


　靖史は反射的にむっとしたが、ウィリアムは全く気にも留めないようで、ゆっくりと微笑んだ。


「この条件なしに、契約を成立させる気はない。それに私の滞在は、長くなっても二週間の予定だ。よく考えてくれ」


　……長くなっても二週間か……。


　たとえ毎日キスしたとしても、最大で十四回。


　それさえ我が慢まんすれば、二年間、住む場所も家賃も、さらに光熱費まで、心配しなくていい。


　……むしろ、すげえ、いい話……？


　靖史は、ひとつ息を吐はき出して、心を決めた。


「わかった。その条件でいいです」


「では、決まりだ」


　ウィリアムは目を細めるようにして笑えみを深めると、満足そうにため息をついた。








　邸やしきの契約を終えた後、夕食の希望を聞かれた靖史と壱は、すべて任せると答えた。ウィリアムたちに任せたほうが、美味おいしいものが食べられるだろうと踏ふんだのだ。


　その予想は当たったようで、二人が連れて行かれたのは、闇やみに溶とけ出すような黒くろ塗ぬりの塀へいが美しい、高級料りよう亭ていだった。


　路地奥に近いそのあたりでは、華はなやかな大通りからは随ずい分ぶん離はなれて昔ながらの日本住宅が目立ち始める。そんな中、長く延びる黒くろ塀べいに侘わびた木製の釣つり燈どう籠ろうこそ掲かかげられているものの、小さく目立たない引き戸に個人名のようなささやかな表札とあっては、一見してそうとはわからない。


　だから、どういう種類の店なのかさえ知らされていなかった靖史と壱は、促うながされるまま、何気なく引き戸をくぐり抜ぬけた。


　そして次の瞬しゆん間かん、その場に二人で立ち尽つくしてしまう。


　目の前には、母おも屋やに至るまで長く、竹林が延びていた。足元には小さな燈とう籠ろうがいくつも灯ともされ、その柔らかな光を夜よ露つゆに濡ぬれたような石いし畳だたみが鈍にぶく映し出している。


　その光景はとても静せい謐ひつで、靖史は一いつ瞬しゆん、過去に紛まぎれ込んでしまったかのような錯覚すら感じてしまった。


　するとウィリアムが小さく笑って、靖史の肩を抱だくように顔を覗のぞき込んでくる。


「どうだ、気に入ったか？　ここは私にとっていかにも日本を感じさせる場所で、この国に来た時には必ず訪おとずれているんだ。江え戸ど時代から続いているという老舗しにせで、日本人でも一見では入れないと聞いていたから、珍めずらしいかと思ったんだが」


「……ここ、もしかして、料亭ってやつ？」


　靖史が呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、ウィリアムは満足そうに微笑ほほえんだ。


「楽しんでもらえそうだな。では中に入ろうか。ここは部屋も素す晴ばらしいんだ」


　そう予告されたのにもかかわらず、部屋に入った靖史は再び驚いてしまった。


　四人でちょうどいい広さの座ざ敷しきには、床とこの間に掛かけ軸じく、枯かれた壺つぼには、白く大ぶりな花がこぼれんばかりに活いけられている。それだけでも靖史にとっては十分呑のまれてしまうというのに、庭に面した障子はすっきりと開け放たれ、磨みがき込まれた縁えん側がわの向こうには樹じゆ齢れい何百年だろう葉桜が佇たたずみ、その根元には、苔こけむした石に囲まれた池が静かに月を映していた。


　……これが、日本情じよう緒ちよってやつか……俺、ほんとに、日本に住んでるんだなあ……。


　生まれて初めて目にした見事な風ふ情ぜいに、靖史は素す直なおさを取り戻したように、感じ入ってしまった。


　ウィリアムの向かいに壱と並んで座ると、飛驒もここの馴な染じみらしく、案内係の女性と親しげに話し始める。


　すると口を開きかけていたウィリアムは、さりげなく話すのを取りやめ、何事もなかったかのように飲み物の品書きへと目を落とした。礼れい儀ぎ正しく、飛驒が話し終えるのを待つつもりらしい。


　靖史の視線に気がつくと、おどけるような目つきをして、微笑んでみせる。


　……なんだ。やっぱり、威い張ばるだけの嫌いやな金持ち、ってわけじゃないんだな……。


　ウィリアムのその様子はとても好ましく思えて、靖史は小さく微笑んだ。


　……もう、いいか。


　靖史はこっそりと深呼吸すると、ウィリアムに向かって明るく英語で話しかけた。


「ウィリアムが言った通り、素晴らしい部屋だな。俺、こんなに日本的で美しい月は、生まれて初めて見たような気がするよ」


　そのとたんに飛驒がぎょっとしたように振ふり向き、隣となりでは壱が、わずかに息を詰つめたのがわかった。


　ウィリアムもさすがに驚いたようで、片手をあげて、靖史の話を止める。


「ちょっと待て。靖史、君は英語が話せるのか？　なぜ今まで黙っていたんだ」


　靖史は、わざと邪じや気きの無さそうな顔で笑ってみせる。


「その方が、ウィリアムたちが何を考えているのか、包み隠かくさずわかると思ってさ」


　そして英語のまま、飛驒に向かってぺこりと頭を下げた。


「今まで通訳させちゃって、すみませんでした」


　やっぱ、怒おこられる……かな。


　しんとした空気に、靖史が覚かく悟ごを固めて顔をあげると、ウィリアムと飛驒は二人同時に、弾はじかれたように笑い出した。


　靖史がほっとしたのと同時に、ウィリアムが茶目っ気たっぷりに片目をつぶってみせる。


「参ったな……ますます、君が気に入ったよ」


　よかった……この人、話がわかる。


　怒られるかもしれないと覚悟していただけに、その反応は予想以上に嬉うれしかった。


　安心して靖史が笑うのと同時に、壱もようやく気を緩ゆるめたように微笑む。


　そんな親友を含ふくめた三人の笑顔に、どこかでずっと身構えていた部分を解ほぐされたような気がした。


　それからは初対面のぎこちなさなど溶けて消えたように、話が弾はずみ始める。


　やはりウィリアムは威張ったり気取ったりすることはなく、いかにも頭の回転が速い人らしい快活なユーモアで、自分が話すだけでなく、みんなの話も盛り上げた。


　そんな楽しさの中、靖史もようやく、ウィリアムたちを気に入ったのだった。








　その数時間後、靖史はウィリアムと並んで、夜の銀座を新橋に向かって歩いていた。


　さっそく契けい約やくにのっとり、ホテルの部屋まで送らされているのだ。


　とはいえ、無理やりつき合わされているという気分ではない。


　飲みなれない上等な酒の酔よいのせいか、昼の暑さも冷めて肌はだにそよぐような夜風のせいか、どこか開放的で、心地ここちいいのだ。


　傍かたわらのウィリアムも上じよう機き嫌げんそうで、まるでいつもと変わらぬ飲み会の後、帰りが同じ方角の友人と、夜を楽しみながらそぞろ歩いているというような気すらしてしまう。


　こんな距きよ離り感かん、とても今日初めて会ったとは思えないけど、気分いいから、ま、いいか。


　靖史が心の中で肩かたを竦すくめたとき、二人はウィリアムの泊とまるホテルのエントランスに辿たどり着いた。


　白く光る大理石と木目の艶つややかな円柱による美しい入り口には、青く冴さえ冴ざえとした電光管でホテルの名前が綴つづられている。それは靖史でさえ知っている、海外で屈くつ指しの高級ホテルブランドのものだ。


　……今度は、最高級ホテルかよ。


　それなりに予想はしていたはずだったのに、実際に目にしてしまうとまた別で、靖史は思わず、頭を抱かかえてしまった。


　ウィリアムと関かかわったとたんに、いきなり、すげえ場所ばっか。


　経済観念が麻ま痺ひしそうで、怖こわいっつーの。


　こんなとこ、一生かかったって、絶対、来られないだろうに。


　だいたい俺、すげえ場ば違ちがいな気がするんですけど……。


　靖史はここで別れてしまいたかったが、当然のようにウィリアムに促されて、渋しぶ々しぶ、ロビーへと通じるエレベーターに乗り込んだ。


　そのまま音もなく連れて行かれたロビーは、予想をはるかに超こえて、まるで外国の劇場のようだった。


　通常の三倍はありそうな高く広々とした天てん井じようの下、白い壁かべは橙だいだい色いろの灯あかりで穏おだやかにライトアップされ、漆しつ黒こくに近いフロントや黒くろ革かわのソファがスノッブに雰ふん囲い気きを引き締しめている。


　それとは逆、右側に広がるロビー・スペースは、たくさんの白いソファを基調に、ほんのりした橙、茶でまとめられていた。数あるライトの灯りはすべて小さく落とされ、ガラス壁の向こうに広がる鮮あざやかな夜景をより惹ひき立てている。


　そして夜も遅おそい時間だというのに、フロントはもちろん、ベルボーイまでがさりげなく佇んでいた。彼らはウィリアムを見ると、控ひかえめで目立たないが、丁てい寧ねいな挨あい拶さつを送ってくる。


　ウィリアムは慣れた様子でさりげなくそれに応こたえながら、堂々とフロアを突つっ切っていった。


　すげー……俺、通るだけでも緊きん張ちようする。


　さすが、すごいとこに泊まってるよなあ。


　どぎまぎしながらその後を追いかけると、彼はエレベーター・ホールの前を素す通どおりしてしまう。


　あれ？


　靖史が驚おどろいて足を緩めると、それに気づいたウィリアムが振ふり向いて唇くちびるの端はしをあげた。


「直通の方が早い」


　……直通？


　ホールの最奥には、隠されたような小ぶりのエレベーターがあった。そのパネルには、フロントと、限られたフロアを示すボタンしかない。


　ウィリアムの指先が、客室としては最上階のボタンを押した。


　……ってことは、まさか。


　靖史の予想は違たがわず、着いた先はスイート・ルームのようだった。


　エレベーター・ホールや廊ろう下かの雰囲気もロビーに増して高級感が漂ただよっていたし、ウィリアムが部屋のドアを開けると、すぐに部屋中が見み渡わたせるのではなく、玄げん関かんホールになっていたのだ。


　それもちょっとした一いつ軒けん家やの玄関ほどの広さがある。


　ホール全体は落ち着いた照明で照らされ、傍らには帽ぼう子し掛かけやスツール、正面の壁には抽ちゆう象しよう画、呼び出し用らしい電話機まで置いてあった。


　ウィリアムはドアのない左側から、さっさと奥へと入ってしまう。


　すっげー……入り口でこんなだなんて、さすがスイート・ルーム。


　……中はいったい、どうなってるんだ？


　想像もつかないことに好こう奇き心しんをくすぐられつつも、靖史はこれ以上の長居は不要だろうと、その場で少し大きめの声を出した。


「それじゃ、ウィリアム。俺はこれで」


　するとウィリアムが端たん整せいな顔を覗のぞかせて、にっこりと微笑ほほえむ。


「実はまだ、呑のみ足りないんだ。悪いがもう少し付き合ってくれ。帰りはタクシーで送らせるから」


　そして靖史が当然従うとでもいうように、返事も待たずに再び奥へと消えてしまう。


「……それじゃ……もう少しだけ」


　やはりわずかな好奇心と酔いが、契約による義務感を励はげましてしまう。


　靖史は、ウィリアムに続いて、部屋の中へと足を踏ふみ入れた。








　左奥は、独立したリビング・スペースになっていた。


　靖史のアパートよりは確実に広く、全体が品の良い白と濃こい茶ちやでまとめられている。


　部屋の最奥はすべて大きなガラス窓になっていて、眺ちよう望ぼうを楽しめるように、一人掛けの白いソファがガラスのテーブルを挟はさむように二つ、置かれていた。


　部屋の中央には白く柔やわらかな絨じゆう毯たんが敷しかれ、やはり白い革製の長ソファとガラスのテーブル、そしてそれらを囲むようにいくつかの椅い子すがある。


　ウィリアムはそこで酒の準備を始めていた。


「好きなようにくつろいでくれ」


「すげえ部屋……」


　ソファの対面の壁に嵌はめ込まれた大画面のハイビジョンなどを眺ながめながら、靖史は手持ち無ぶ沙さ汰たに窓まど際ぎわへと近づく。


　すると信じられないほどの高さから、夜景や海はもちろん、黒々とした広い庭園が見下ろせることに気づいた。


　暗くてわかりにくいけれど、池がいくつもある、海に臨のぞんだ日本風の庭園らしい。


「へえ、こんなところに庭園があるんだ……ホテルの庭？」


「いや、違ちがう。先日、雄大に案内してもらったが、古くからある庭園なんだそうだ。日本的な雰囲気はそれほどないが、緑が豊かで美しいし、振り返れば近未来的なビルディングが望めて、なかなか面おも白しろい場所だった。……靖史」


　名前を呼ばれて振り返ると、ウィリアムはいつの間にか、白いソファに長い脚あしを組んで座っていた。


　艶やかな琥こ珀はく色いろの液体が入ったグラスをこちらに渡わたしたいと言うように翳かざされ、ゆっくりと微笑まれる。


「こっちにおいで」


　青い瞳ひとみが蕩とろけるように細められるさまに、靖史は、なぜか、無む性しように恥はずかしくなった。


　……なんだ、俺。


　そこまでは酔よっていないはずだと、靖史は軽く頭を振った。


　それからウィリアムの傍かたわらにある、白い天鵞絨ビロードがふっくらと張られた猫ねこ足あしのスツールに腰こしを下ろす。


　するとグラスと一いつ緒しよに、小さな金のプレートが差し出された。


　そこには薄うすい板状の、チョコレートのようなものが並んでいる。


「ありがとう。でも、これ……何？」


「飲み物はコニャック、こっちはチョコレートだ。舌に載のせてコニャックを啜すすってごらん。なかなかのものだ」


「へえ……」


　靖史はおそるおそる、チョコレートをつまみあげた。


　舌の上にそっと載せる。


　アルコールは嫌きらいではないが、飲んだとしても安いビールか焼しよう酎ちゆうだ。洋酒はほとんど飲んだことがない。


　ましてコニャックなんて、名前にうっすら、聞き覚えがある程度。


　それでも馨かぐわしい香かおりに誘さそわれてグラスを傾かたむけると、まろやかな液体が口の中に滑すべり込んできた。


　それは舌の上のチョコレートと溶とけ合い、恍こう惚こつとするような香りが広がる。


　アルコールの強さには喉のどが焼けるようだったけれど、それすらも美味だと感じさせられた。


「どうだ？」


「すごい、うまい！…あ」


　すぐに言葉を返そうとしたら、唇くちびるの端はしからコニャックが零こぼれてしまった。


　やはり、けっこう酔っているらしい。


　とっさに手のひらでそれを受けるように俯うつむくと、さらに酔いが回ったようだった。


　頭の芯しんがぐらりと揺ゆれる。


「……ごめん。俺、やっぱりちょっと、酔ってるみたいだ……」


　苦く笑しようしながら靖史が舌でそれを拭ぬぐおうとしたとたん、ウィリアムの指が唇に触ふれた。


　彼の指先が、靖史の舌に舐なめさせるようにしてゆっくりと、唇を拭っていく。


　え……？


　突とつ然ぜんのことに固まっていると、そのまま顎あごを掬すくわれた。


「なんて熱くて柔らかな舌なんだ……誘っているのか？」


　囁ささやくウィリアムの表情は、先ほどまでとはうって変わって甘く、狙ねらいを定めた獣けもののような、熱を帯びた眼まな差ざしをしている。


「……そんなわけ、ないだろ……！」


　言葉では抗あらがったけれど、からだはなぜか、彼の眼差しに射い竦すくめられている。


　すると視線の先で、ウィリアムの形のいい唇の端がゆっくりとあがった。


「それは残念だ。それでは、今から誘ってもらおう」


　そのまま誘うように顎を引かれ、靖史はバランスを崩くずして、スツールから腰を浮うかせた。かすかに椅子の軋きしむ音がする。


「や、ちょっ…」


　さすがに両手で抗おうとすると、ウィリアムの長い腕うでに搦からめとられて、簡単にいなされてしまった。


「……契けい約やくを覚えていないのか？」


　──一日一回、キスをすること。


「覚えてるけど、こんな状じよう況きよう、おかしいだろ！　拒きよ否ひする……！」


「条件の拒否は認められていない。状況が気に入らないと言うのなら、変えてやろう」


　よ…かった。


　靖史がほっとしてからだの力を緩ゆるめたとたん、強い力で抱だき寄せられる。


「えっ……ちょっ…と！」


　しかしウィリアムは靖史の抗こう議ぎなど気にも留めないようだった。


　彼の腕に搦めとられるようにして、ソファの上に押し倒たおされる。


　そのとたんに、水辺のような清すが々すがしさの中に刺し激げきが甘く滲にじんだような、彼の香りを強く感じた。


　その息苦しいような甘さに、靖史は大きく胸を喘あえがせる。


　これまでは気にもしていなかったのに、今はその香りが、熟し切った果実のように官能的に感じられたのだ。


　そそられている。


　俺……なんで？


　靖史はそんな自分に動どう揺ようした。


「ちょっ、違うだろっ……冗じよう談だんもいい加減にしろよ！」


　全すべてをごまかすために全身をばたつかせると、ますます酔いが回ってしまう。


　それでも必死に、靖史は、ウィリアムの厚い胸を押し返した。


　しかし彼はびくともしない。


　そしてまるでくちづけるように、整った顔が近づけられる。


「ほら……お前がキスをするまで、このままだぞ？」


　……なんだよ、くそっ……もうこうなったら、さっさとやって、帰ってやる……!!


　契約や、酔いや、わけのわからないものがごちゃごちゃになって、靖史はやけを起こした。


　わずかにからだを起こして、ウィリアムの首すじに手を回すと、引き寄せるようにして、彼の頰ほおに唇を押し付ける。


「……ほら！　これでいいだろ！」


　靖史が顔を真っ赤にして押し返そうとすると、ウィリアムは低く笑った。


「今のが、キスだと？　靖史……お前は、キスを知らないのか？」


「なっ……」


　いっそう恥ずかしくなってかあっとした瞬しゆん間かん、その唇に、食べられるように奪うばわれた。


「ん…んんっ……!?」


　何…!?


　や、めろって……!!


　靖史は必死で制止の声をあげようとしたが、開きかけた口を利用するように、熱く濡ぬれた舌が容よう赦しやなく滑り込んでくる。


「んんっ！　んんん……!!」


　そのまま口中をめちゃめちゃに犯おかされ、靖史はウィリアムの口内で声をあげた。


　ちょ…っ、待て…って、俺ら、男同士、だろ……!?


　靖史は必死でウィリアムのシャツの背を摑つかみ、彼のからだを引き剝はがそうとした。しかし、鈍にぶくけぶるような酔いのせいか、なかなか力が入らない。


　飲み込みきれない唾だ液えきが、唇の端から零れていくのがわかった。


　どちらのものともつかないそれが、ゆっくりと頰を伝いかけたとき、ぞろりと熱く、濡れた舌で上うわ顎あごを擦こすりあげられる。


「ふっ…んんっ…!!」


　そのとたんに、下半身を蕩とろかすような痺しびれが走った。


　うわ…これ、やば…っ…！


　慌あわてて逃のがれようとからだを仰のけ反らせたとたん、それを押し潰つぶすようにのしかかられた。


　そのまま熱い舌を絡められて、擦り合わせるように扱しごかれていく。


　同じ男だとわかっていても、まるで自身を愛されているような錯覚に、熱い痺れが溜たまり始めてしまう。


「んっ…んぅっ……!!」


　そのもどかしいような痺れは酔いと混ざって頭を霞かすませ、堪こらえきれないような滴したたりがもたらされていく。


「っ…あ、はっ…」


　それを少しでも逃したくて、靖史はくちづけの合間に、喘ぐような声を漏もらした。


　するとくちづけが止まり、勃たちあがりかけた股こ間かんを確かめるように、大きな手のひらでゆっくりとなぞられる。


「ぁっ、やめ…っ」


　その手のひらが蠢うごめくたびに、いやらしく腰こしを擦りつけてしまいそうになる。


　靖史が腰を捻ひねって逃れようとすると、低い声で笑われた。


「本当に止めていいのか？　ここはどんどん膨ふくらんでいるぞ？」


「っ…!!」


　羞しゆう恥ちに頰を染めた瞬間、ジーンズのファスナーが引き下ろされた。


「やぁっ…!!」


　靖史は動揺のあまり、日本語で、幼い子供のような声をあげてしまう。英語を使うような余よ裕ゆうなどない。


　しかしウィリアムの指先は容赦なく、下着の上から滲にじみ始めた滑ぬめりをなぞる。


「こんなに濡らして……悪い子だ」


「ぁっ…あっ、」


　指が滑すべるたびにひやりと外気に晒さらされてしまい、いかに自分がこぼしてしまっているかがわかる。


「や……それ、やだっ……」


　思わず喘ぐと、ゆっくりとなだめるようにくちづけられた。


「嫌いやだと……？　触さわって欲しいんだろう？」


「……!!」


　卑ひ猥わいな囁ささやきに言葉を失い、靖史が激しく首を横に振ふると、ウィリアムは小さく笑った。


　ジーンズの前が開かれ、下着の中に大きな手のひらがずるりと差し込まれる。


「んぁっ…」


　その手の感かん触しよくに靖史がわずかに背を仰け反らせると、それはゆったりと上下に動き始めた。


「あ…ぁっ…」


　自身を包み込んでいるそれは大きく、ごつごつとしていて、明らかに男のものだとわかる。


　なのに、噴ふき出るようなもどかしい熱は、ちっともおさまらない。


　それどころか、無意識のうちに、わずかに腰が揺ゆれ始めてしまう。


　……だ…めだって、頭では、わかってるの、にっ……！


　しかし頭の芯しんが焼き切れるような快感には逆らえず、靖史はとうとう、自らの意思で腰を擦りつけてしまった。


　とたんに、ぴたりと手が止められてしまう。


「あ……」


　走り始めた欲望を止められたもどかしさに腰を蠢かせながら、靖史はぎこちなくウィリアムを見上げる。


　するとウィリアムが、ゆっくりと唇の端を上げるのが見えた。


　耳の中に熱い息を吹ふき込むように、囁かれる。


「さあ、どうして欲しいんだ…？」


　ウィリアムの手の中で、自身の先からゆっくりと滴りが伝い下りていくのがわかる。


　くそっ……。


　もう、だめだ。


　我が慢まんできない。


　靖史は羞恥で声を掠かすれさせながら、先をねだった。


「……触って、欲しい……」


　するとウィリアムは靖史の顎あごを摑むようにして、顔を覗のぞき込んでくる。


「触って……それから？」


　マジかよ……！


　恥はずかしさに顔をしかめて逸そらそうとしたとたん、先せん端たんを指でこじ開けるように嬲なぶられた。


「んあっ!!」


　靖史は甘すぎる痛みに悲鳴のような声をあげる。


　完全に勃ちあがった先から、わずかに、透とう明めいな先走りが噴き出したのがわかる。


「やめっ…！……言葉、知らないっ……!!」


　ウィリアムは苦く笑しようすると、衝しよう撃げきで涙なみだを滲ませた靖史に、幼い子供にするように優やさしく、卑ひ猥わいな言葉を教え込んだ。


「……わかったか？」


　そして低く笑いながら、唆そそのかすように、靖史の先端から零こぼれ落ちるものをゆっくりと指先で掬すくい上げる。


　そんなわずかな感触にも内うち腿ももを震ふるわせてしまい、靖史は小さく唇くちびるを嚙かみしめた。


　くそっ……。


　躊躇ためらったけれど、やはり、欲望はこらえきれない。


「…………達いかせて…」


　靖史が喘あえぐように教えられた言葉を呟つぶやくと、滲にじんだ涙を吸いとるように柔やわらかく目元にくちづけられた。


「…………いい子だ」


　ゆるゆると手のひらが動かされ、ようやく刺し激げきがもたらされる。


「あっ、ぅんっ、ぁあっ……」


　焦じらされたせいか、羞恥を引き出されているせいか、理性がちぎれるような快感を覚えた。


「あ、はっ、…あぁぅっ……」


　靖史が我を忘れかけて腰を振ると、ずるりとジーンズと一いつ緒しよに下着をずり下ろされた。


「あっ…っ…んんっ…」


　硬かたい生き地じに肌はだを擦られる感触にさえ煽あおられ、靖史は自らもそれを望むように腰を揺らす。


　早く頂に昇のぼり詰つめたくて、自然と内腿が開いてしまう。


　すると小さな低い笑い声とともに、尻しりに奇き妙みような違い和わ感かんを覚えた。


　え……？


　びくりとして視線を動かすと、ウィリアムの指が、そのあたりを弄っているのが見える。


　あふれるように滴り落ちる靖史の先走りを、そこに集めるようにしているのだ。


　え……何…？


　その行こう為いの意味がすぐにはわからず、靖史がからだを起こしかけたとたん、ウィリアムの指先が滑りを借りて埋うずめられる。


「あぅっ…！」


　痛みというよりは、なんともいえない奇妙な違和感に、靖史はからだをこわばらせ、反射的に腰をひきつらせた。


「やっ、何…!?」


　ほんのわずかに入れられただけなのに、すべてを支配されたように感じる。


「痛むのか？」


「いた…くはないけど、へんな、かんじ…!!」


　ぬるぬると動くその怖こわさに余裕もなく、靖史は感じたままに答える。


　するとウィリアムが、息をつくように笑ったのが耳に入った。


　ゆっくりと容よう赦しやなく指先が動き始め、内側が自分の噴き出したもので濡ぬらされていくのがわかる。


「や…やめっ…」


　逃のがれようと腰を捻った瞬しゆん間かん、びりびりと痺しびれるような衝撃を受けた。


「ぁっ、ぅんっ……!!」


　その瞬間、萎なえかけていた自身が、どくんと再び、息を吹き返してしまう。


「ああ…ここだな？」


「あっ、やだっ、やめっ…！」


　なんで、こんな…!?


　やばい、これ……!!


　感じる場所を何度も擦こすられ、靖史は身を捩よじりながら、堪こらえきれずにソファを摑つかんだ。自分の汗あせに粘ねばつくような革かわの感触が生々しい。


「嫌だ、だと……？　ここはこんなに喜んでいるようだが……」


　小さく笑われ、再び勃たち始めたものを指先でゆっくりとなぞり上げられた。


　その動きに誘さそわれるように、ずきずきとして、自身がものすごい勢いで膨らんでいくのがわかる。


「っ…」


　恥ずかしさに歯を食いしばると、大きな手のひらに包まれ、後ろと動きを合わせるようにして擦られ始めた。


「んっ、あっ、やあっ…」


　男の手のひらに擦られ、太い指で犯おかされている。


　その事実は耐たえがたくて、必死で逃れようとするのだけれど、その動きさえ、疼うずくような快楽へと変わってしまう。


「やっ…やだっ……」


　全身を襲おそう激しい快感が、どちらからもたらされるのか、もう、わからない。


　すべてを奪うばうような熱は、徐じよ々じよに正常な思考をも焼いていく。


　もたらされる熱で溶とけ出すように、先端から幾いく筋すじも先走りが伝い落ちた。


　それらはウィリアムの指先を伝ってぬかるんだ音をたて、靖史の中は確実に解ほぐされていく。


「ああっ、はぁっ、あっ……」


　マジかよ…なんで……？


　すげえ、きもち、いい……っ。


　焦らされるような疼きに堪えきれず、靖史はとうとう自分でも小さく腰こしを振り始めた。


　とたんに、指を増やされる。


「あ、あぁっ…！」


　その衝撃で弾はじけそうになったけれど、寸前で、根元を強く握にぎり込まれてしまう。


「っ、や、も、でる…っ」


　白はく濁だくの代わりに悲鳴に近い日本語を迸ほとばしらせ、靖史はせき止めているウィリアムの手に縋すがりついた。


　達したくても果たせない切なさで、内腿をびくびくと震わせてしまう。


　するとくすくすという笑い声とともに、耳元にくちづけられて、囁ささやかれた。


「堪たまらないほど可愛かわいらしいな……。今のおねだりの意味は、『俺を犯して』、か……？」


　──!!


　耳を疑うほど卑ひ猥わいなせりふに、靖史はのたうつような疼きを堪えながら、ウィリアムを横目で睨にらんだ。


　すると、いつの間に開かれていたウィリアムの前が視界に入る。


　艶つややかで引き締しまった腹に、逞たくましい腰つき。そしてその中心には、隆りゆう々りゆうとしたウィリアムのものが見えた。


　……すげ…でか……。


　自分のものと比べるまでもなく、それは猛たけ々だけしく反り返って、驚おどろくほど大きい。


　息を呑のむのと同時に、その熱い猛りにぬるりと後ろを擦られた。


　う…そ…。そんなの、無理だって……！


　思わず硬こう直ちよくしたとたんに、ぐっと太い先せん端たんを含ふくまされ、靖史は全身を割り開かれるようなその質量に慄おののいた。


「む…り！　そんなでかいの、無理だって……!!」


　全身の力を振ふり絞しぼり、必死で両りよう脚あしをばたつかせると、ウィリアムはあやすようにくちづけてきた。


「大だい丈じよう夫ぶだから……もっと、力を抜ぬけ……」


「や、むり！　むりだって！　できないっ……!!」


　靖史が泣き声に近い喘ぎを漏もらすと、ウィリアムは小さくため息をついた。


　そしてなだめるように軽いくちづけを落とすと、靖史のもので濡れた大きな手のひらで、包み込むように、互たがいのものを重ね合わせる。


「ぁっ……」


　ウィリアムの熱くて硬いものに裏側を擦られ、靖史は思わず熱いため息を漏らしてしまった。


　すると熱い猛りがぬるりと滑すべり、ウィリアムも興奮しきっていることを伝えてくる。


　そしてゆっくりとだが、まるで本物のセックスのように、ウィリアムが腰を蠢うごめかせ始める。


「っ…は…ぁっ……」


　互いの熱い吐と息いきの中で、二人の先端から零れる透とう明めいな液がとろとろと混ぜ合わされ、もったりと流れて、落ちていく。


　……すげえ、エロいっ……。


　靖史は視界に入ってしまったそのいやらしい光景に、いたたまれなくなって顔を逸そらした。


「ぁ、ふっ…っ」


　すると内うち腿ももがびくびくと痺れ、靖史はわずかに自分も腰を揺ゆらしてしまう。


　そのとたんに、ウィリアムの腰が激しく動き始めた。


「あ、ああっ……!!」


　太くて熱いウィリアムのものに犯されるように擦られ、靖史の理性はぶっつりと焼き切れる。


「あっ、あっ、あ、あぁっ……!!」


　靖史は、ウィリアムの動きに合わせて、擦こすりつけるように腰を突つき出し、振り立てた。


　するとあっという間に、覚えのあるもどかしさに襲われる。


「あ、も、いく、いくっ……!!」


　自分でも耳を疑うような甘い鳴き声をあげて、靖史は、びしゃびしゃとすべてを吐はき出した。


「っ……」


　その痴ち態たいに煽あおられたように、ウィリアムも荒あらい息をついて、腰を震ふるわせる。


　靖史の腹から胸が、大量の白濁に熱く濡らされていった。


「あ……っ」


　そのいやらしさに靖史が思わず声を漏らすと、奪うように甘くくちづけられる。


「なんて可愛いらしいんだ……堪らないな……」


　重ねられたからだの間で、互いに噴ふき出したものがぬるぬると滑すべった。


　……マジかよ……俺……男とやって、達いっちゃったよ……。


　……しかも、かなり、気持ちよかった……。


　あまりに卑猥な感かん触しよくに信じがたい事実を突きつけられ、気が遠くなりそうになる。


　激しく吐き出した疲ひ労ろう感かんと、柔やわらかく繰くり返されるくちづけの気持ちよさにも引き摺ずられて、靖史はそのまま意識を手放してしまった。











　目を覚ますと、あたりは眩まぶしいほどに明るい朝の光で満ちていた。


　……あれ…ここ……？


　靖史は見知らぬ天てん井じように一いつ瞬しゆんぎょっとしたけれど、すぐにどこにいるのかを思い出す。


　ウィリアムが滞たい在ざいするホテルの、ベッドの上だ。


　靖史は安心して、ゆっくりと息を吐き出した。


　……そっか……俺、昨夜あの人を送ってきて、結局、泊とまったんだ……。


　……って!!


　そこでようやく昨晩の痴態が頭をよぎり、靖史はがばっと身を起こした。


　すると裸はだかの太い腕うでが、ずるりとからだから滑り落ちる。


　ぎくりとして傍かたわらを見ると、ウィリアムが、靖史の腰を抱だくようにして眠ねむっていた。


　下半身こそシーツが纏まとわれていたけれど、明らかに全ぜん裸らなのがわかる。


　朝の白い光に照らされた彼のからだは、隆々と鍛きたえ抜かれていて、美しい。


　すげえ……まるで、彫ちよう刻こくみたいだ。


　靖史は一いつ瞬しゆん状じよう況きようを忘れ、目を奪われてしまう。


　すると響ひびいた小さな低い笑い声に、ようやく我に返る。


「おはよう」


　いつの間にか目を覚ましていたらしく、ウィリアムが微笑ほほえみながら、こちらを見つめていた。


「お…はよう」


　その蕩とろけるような眼まな差ざしにまごつき、靖史はぎこちなく視線を外した。


　すると頰ほおをゆっくりと撫なでられる。


「もう、やりたいのか？」


「ま…さか！」


　頰を赤くしながらその手を振り払はらうと、ウィリアムはにやりとした。


「そうかな？　さっき、私のからだをじっと見つめていただろう。それに」


　するりと股こ間かんに手を這はわされる。


「ここも膨ふくらんでいるようだが……」


「これは、生理現象！」


　羞しゆう恥ちで血を上らせながら靖史が乱暴に手を押しのけると、ウィリアムはくすくすと笑った。


　ますます顔が赤くなっていくのが分かる。


「ちょっと、俺、トイレ…！」


　そう言い捨ててベッドを降りようとすると、いきなり腕を摑つかまれ、引き倒たおされた。


「ぅわっ…」


　抵てい抗こうする間もなく、のしかかられる。


「恥はずかしがっているのか？　昨夜はあんなに可愛かったくせに……いまさらだろう？」


　筋肉の張った厚い胸むな板いたと腕に囲まれ、肌はだにこなれた彼の香かおりをかすかに感じる。


　その匂においと彼の体温に昨夜の記き憶おくを刺し激げきされて、靖史は必死に押しのけようとした。


　しかし力の差は歴然としているようで、ウィリアムのからだはびくともしない。


　そのまま、ゆっくりと腰こしを擦こすり合わせられた。


「私のは、生理現象ではないようなんだが…」


　ウィリアムのそれが大きく膨らみ、火ほ照てったような熱を持っているのがわかる。


　靖史はなんとかそこから意識を逸らせて、歯を喰くいしばると、彼を睨にらみつけた。


「こんなの、セクシュアル・ハラスメントだ。これ以上無理強じいするなら、契けい約やくなんて破は棄きして、訴うつたえてやる…！」


　するとウィリアムは苦く笑しようしてからだを起こし、降参と言うように両手を挙げてみせた。


「……わかった。いい子になって、大人しくシャワーを浴びるとしよう」


「……よし」


　靖史が頷うなずくと、ウィリアムは悪戯いたずらっぽく笑った。


「いい子になった証しよう拠こに、シャワーの権利を先に譲ゆずろう。だが、立てるか？　抱いて行って、洗ってやろうか？」


「ノー・サンキュー!!」


　恥ずかしさで再び顔を真っ赤にしながら、靖史は慌あわててウィリアムの傍そばから離はなれた。








　靖史がシャワーを浴びている間に、ウィリアムはルーム・サービスで朝食を用意してくれていた。


　綺き麗れいに片付けられたリビングのテーブルには、載のり切れないほど、美味おいしそうな料理が並べられている。


「お前の好みがわからないから、メニューにある料理をすべて頼たのんでおいた。気に入ったものを食べてくれ」


　ウィリアムはごく当然のようにそう言うと、さっさとシャワーを浴びに行ってしまった。


　……マジかよ……。


　なんつう、贅ぜい沢たくな。


　靖史はソファの上に投げ出されているメニューを見ないように気をつけながら、用意されていた真っ白な皿に料理を取り分けた。


　ルーム・サービスの値段なんて、見てしまったら、消化に悪い。


　どこで食べようかと部屋の中を見回し、せっかくだからと、窓際に置かれたカフェ・テーブルに座った。


　昨夜の夜景も美しかったけれど、晴れ上がった空の下、海に浮うかぶように広がる緑豊かな日本庭園も素す晴ばらしい。


　すげえ、いい天気……。


　……ほんとに、これ、現実なのかな……。


　ふんわりと仕上げられたスクランブル・エッグを口に運びながら、靖史はぼんやりと眼下に広がる景色を眺ながめた。


　するとウィリアムが、バスローブ姿で戻もどってくる。


　自分の分のコーヒーを注いで、皿に料理を取り分けると、靖史に向かい合うように座った。


「いい眺めだろう？　今日は素晴らしい天気だな」


「ああ」


　靖史が頷くと、ウィリアムはコーヒー・カップ越ごしにこちらを見た。


「いつ、あの邸やしきに引っ越こすつもりなんだ？」


「え……あー…今日は土曜日だから……遅おそくても明日中には、かな。なるべく早く出ていくように言われてるし、平日は大学の授業があるから」


「なるほど。それなら、私が手伝ってやろう」


「ええ？」


　冗じよう談だんかと思ったけれど、ウィリアムは大おお真面目まじめな表情のまま、ちぎったパンで目玉焼きの黄身をすくっている。


「いや…いいよ。たいして大きな荷物もないし、電車で数回往復すれば、一人で十分運べる量だから」


　靖史が断ろうとすると、ウィリアムはそれを阻はばむように、にっこりと笑った。


「では、なおさらだ。私が車を出してやる。それなら一回で済むだろう？」


「いや、でも」


「実は、久しぶりに車を運転したいんだ。それにもう一度、あの芸術的な邸を見たい。これはセクシュアル・ハラスメントな願いではないし、契約はまだ続行されているはずだな？」


「……それじゃ、まあ……」


　靖史が渋しぶ々しぶながらも頷いてみせると、ウィリアムは嬉うれしそうに大きな微笑みを浮かべた。








　一足先にアパートに戻って引っ越しの準備をしていた靖史は、軽かろやかな車のクラクションに顔を上げた。


　きっと、ウィリアムだ。


　よかった、カーナビに俺の住所、うまく入れてもらえたんだな。


　靖史は呼び入れようと道路に面した窓から顔を突つき出したが、次の瞬しゆん間かん、思わずぽかんと口を開けてしまった。


　狭せまくごみごみした下町の路地では想像もできないような、艶つややかで大きな高級車が停とまっていたからだ。


　渋いダークブルーのメルセデス・ベンツ、しかも、オープン・タイプ。


　運転席には当然のようにウィリアムが座り、こちらを見上げてにこやかに手を振ふっている。


　……マジ？


　呆ぼう然ぜんとしたまま靖史が反射的に手を振り返すと、ウィリアムはすぐに部屋へとあがってきた。


「オープン・カーなんかで来たのかよ？」


　……この人、あんなに高くて格好いい車に、俺のしょぼい荷物を積むつもりなのか？


　靖史はたじろいで、部屋の隅すみに積んだダンボール箱を見やった。


　数こそ少ないけれど、帰りがけにスーパーでもらってきたそれらは、カップ麵めんのロゴやコミカルな野菜のイラストが大きく描えがかれ、うす汚よごれている。


　どう考えてもメルセデス・ベンツに似合うとは思えない。


　恥ずかしくないんだろうか。


　しかしウィリアムは全く気に留める様子を見せずに、屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せる。


「天気もいいし、荷物も積みやすいだろう？　荷物の量も少ないと言っていたし、自分の車と同じだから、慣れているしな」


　……もしかして、金持ち過ぎて、俺らとはそういう感覚も違ちがうんだろうか。


　靖史は驚おどろきつつも、ふとそんなことを考えた。


　もしこれが、メルセデス・ベンツじゃなくて軽自動車なら、たとえデザインがよかったとしてもここまでのためらいはない。それが軽トラックなら、なおさらだ。


　しかしそう思いついたとたん、圧あつ倒とう的てきな財力の差を改めて感じて、靖史はため息をついた。


　社会人と学生という立場の違ちがいもあるけれど、たとえ自分が社会人として成功したとしても、彼ほどになれるとは思えない。


　そう考えると、なんだかひどく惨めな気がした。


　ウィリアムはそんな靖史に気づくことなく、畳たたみ敷じきの部屋を珍めずらしそうに見回している。


「なかなかいい部屋だな」


「ああ。……狭いし、みすぼらしいけど、だからこそ楽しめることがたくさんあってたまらないよ。雨あま漏もりとか、面おも白しろい隣りん人じんとかね」


　靖史は半ばやけになってそう言ったのだが、ウィリアムは嬉しそうに天てん井じようを見上げた。


「この部屋も雨漏りするのか？　雨漏りだなんて、懐なつかしいな」


「……懐かしい？」


　聞き間ま違ちがいかと驚いて尋たずね返すと、ウィリアムはにやりとした。


「私もかつて、よく似た部屋に住んでいたんだ。もちろん、畳はなかったけどね」


「マジ？」


　靖史が目を丸くすると、ウィリアムは小さく笑う。


「高校を卒業する頃ころまで、母と二人で貧びん乏ぼう暮らしだったんだ。事情があって母がまともに働けなかったから、とにかく金がなくてね。食べるものにも困るような、なかなか悲ひ惨さんな生活だったよ」


　……ただの大金持ちじゃなかったんだ。


　苦労をした人なんだ。


　それも、自分とよく似た苦労を。


　わずかだけれども光明が見えたような気持ちになって、靖史はウィリアムを見つめた。


「それでも、成功したんだ」


　ウィリアムは微笑ほほえんで頷うなずく。


「何をもって成功と言うかは難しいが、今の生活に満足しているから、そうだと思いたいね」


　もちろん、アメリカと日本では状じよう況きようが全然違うだろうけど。


　でも。


　俺でも、頑がん張ばれば、この人のようになれるのかもしれない。


「よーし！」


　急にやる気が出てきて、靖史は最後の荷物を勢いよくダンボールに詰つめた。


「これで、あとは運ぶだけだ！」


　振り返ると、ウィリアムはいつの間にか部屋の隅にかがみ込んでいた。


　そこには靖史が大切にしているＦＭチューナーとＣＤプレイヤー、スピーカーがある。


　それらはどれもチボリオーディオというブランドのものだ。機能が最小限に絞しぼられたシンプルなデザイン、白いハンドメイドの木製キャビネットに鈍にぶく光る銀のパネルが美しい。


　靖史にとっては分不相応なほど高価だったが、つい最近、ようやく手に入れることができたのだ。


　視線に気づいたらしく、ウィリアムがこちらを振り返って微笑む。


「チボリが好きなのか」


　へえ、知ってるんだ。


　あ、でもアメリカのメーカーだったっけ。


　靖史はそんなことを考えつつも、嬉しくなって頷いた。


「ああ。中学生のときに偶ぐう然ぜん見かけて、この機能的な美しさに一ひと目め惚ぼれしたんだ。でも俺、昔から貧乏だったから、こんな高いの、すぐには買えなくてさ。仕方ないから、雑誌を切り抜ぬいて、それを眺めながらちょっとずつ貯金して、数ヶ月前、ようやく買ったんだ」


　そう子供のように胸を張ると、ウィリアムはやはり懐かしそうに瞳ひとみを細めた。


「そうか。私にもそういう時期があった。いつか大人になったら買ってやると誓ちかって、スクラップ・ブックまで作ったよ」


「へえ……俺たち、似たようなこと、やってるんだな」


　急速に親しみを覚えながら、靖史はウィリアムと顔を見合わせて笑い合った。








　後部座席にダンボール箱を積みあげたオープン・カーが、人目を引かないわけがない。


　道路はあまり混んでおらず、ある程度のスピードを保っていたけれど、歩いている人はもちろん、行き交かう車の運転手までが、露ろ骨こつな視線を送って来た。


「…あのさ、やっぱり、トップ上げない？」


　トップを上げてしまえば、普ふ通つうの車と同じく、屋根ができる。


　そうすれば、少しはダンボール箱も目立たないだろう。


　靖史が提案すると、ウィリアムは形のいい眉まゆをあげた。


「なぜ？」


「なんでって……すげえ、見られてるじゃん。やっぱり、こんな格好いい車にダンボール箱なんて、ミスマッチなんだよ」


「それがどうしたというんだ？」


「え？」


　驚いて問い返すと、ウィリアムはにやりと微笑みかけてきた。


「輝かがやかしい日ひ射ざしや爽さわやかな風を感じるのは、気持ちがいいと思わないか？」


「そりゃ、思うけど」


「それに、君が気にしているのは、君にとって大切な人か？　違うだろう？　おそらく一生関かかわることのない人々のはずだ。そんな彼らを気にして、この爽そう快かいさを諦あきらめるのか？」


　ウィリアムはそう言うと、こちらを見ている歩道の人たちに向かって手を振った。


　靖史が驚いて見つめると、すぐ向かいを歩いていたおばあさんは、やはりぎょっとしたように固まる。


　けれども、後ろにいた数人の若い男女が、吹ふき出すようにして手を振り返してくれた。


「ほら、注目されるのだって悪くないだろう？」


　茶目っ気たっぷりにそう片目をつぶられ、靖史は思わず苦く笑しようしてしまった。


　信号で停まると、先ほどのおばあさんと視線がぶつかる。


　つい反射的に片手をあげてしまうと、おばあさんは照れたように笑い、今度は小さく手を振ってくれた。


　妙みように嬉うれしく、面白くなる。


　振り向くと、ウィリアムが、どうだ、と言うように微笑みを浮うかべていた。


　やっぱ、この人、面白い。


　こうやって、成功してきたのかもしれないな。


　靖史は、にわかにドライブを楽しみ始めた。








　邸やしきは、当然のことながら昨日と変わらず、別世界のように静かで、豪ごう奢しやだった。


　車寄せにメルセデスを停とめると、とりあえず、すべての荷物を主しゆ寝しん室しつへと運び込む。


　しかしダンボール箱はもちろん、靖史の持ち物のほとんどは、浮き立って見えるほど、部屋の雰ふん囲い気きにそぐわなかった。マントルピースの上に置かれたチボリオーディオだけが、かろうじて存在を許されている。


　……すげえ、違い和わ感かん。


　広すぎるし、豪ごう華かすぎるし、全然、落ち着けない。


　荷に解ほどきをしながら、靖史がぼんやりとあたりを見回していると、ウィリアムが苦笑した。


「どうした？　落ち着かないのか？」


「……正直に言えば、そう。今までの部屋とは、全然、雰囲気が違ちがうから」


　するとウィリアムは笑いながら頷く。


「その気持ち、わかるよ。そういう時は、単純なことをするといい。トイレにいくとか、食事をするとか。そうだ、昼食を作ってやろう。昼食、というには時間が遅おそいが、まだ済ませていないだろう？」


「ええっ、いいよ、そんなの」


「遠えん慮りよするな。引っ越こし祝いだ」


「いや、だってもう、色々してもらってるし。それにだいたい、材料がない。今から買い物に行くの、大変だろ？」


　靖史がなだめようとすると、ウィリアムは心外だというような表情をした。


「何を言っているんだ。そんなもの、すべて用意させてあるに決まっているだろう」


「ええっ!?」


　彼の後を追ってキッチンへ行くと、確かに冷蔵庫には、ぎっしりと食料品が詰まっていた。さらに調理器具はもちろん、調味料まで、すべてが揃そろえられている。


　……ってことは…もしかして……。


　靖史は再び二階に戻もどり、バスルームを覗のぞいてみた。


　予想通り、そこもすぐに使えるようになっている。ゲスト用の寝室やそのバスルームまでも。


　だって、住むって決めたの、昨日の午後だぜ!?


　金の力だけで、ここまでできるものなんだろうか。


　改めてウィリアムの力に驚おどろきながら、靖史はキッチンへと戻った。


　荷解きを続けるようにと言われたけれど、手伝おうと思ったのだ。


　けれども、ウィリアムの手て際ぎわの良さは、予想以上のものだった。なまじ手を出そうとすると、邪じや魔まになってしまいそうだ。


「すごいな……よく、自分で料理するの？」


　玉ねぎを刻む手つきを眺ながめて靖史が感心すると、ウィリアムは苦笑してみせた。


「昔は。今は、休日のイベントのようになってしまった。料理は好きなんだが、平日はビジネスがらみの食事が多くてね」


「へえ……あ、俺も手伝うよ。荷解きは後でかまわないし」


　するとウィリアムは柔やわらかく微笑ほほえんだ。


「それじゃ、レタスを洗ってちぎってくれ」


「了りよう解かい」


　冷蔵庫からレタスを取り出し、シンクで一枚一枚丁てい寧ねいに洗ってちぎり、水を張ったボウルにさらす。


　ぴかぴかに磨みがき上げられているキッチンは、広くて使い心地ごこちがよかった。


　目の前にある窓からは、緑豊かな敷しき地ちを思う存分、眺めることが出来る。


　夕刻に近いせいか、きつい日射しもずいぶんと落ち着いてきていた。


　ひき肉を炒いためる音とともに、いい匂においが漂ただよい始める。


　ウィリアムに教わりながら、今度はえびの頭を外し、背わたを抜き出していく。


　そのとき、ふと、妙にくすぐったいような、温かい気持ちになった。


　……うわ、なんだ、これ。


　これまで味わったことがないような突とつ然ぜんの感覚に、靖史は思わず手を止める。


「どうした？　怪け我がでもしたのか？」


　心配そうな表情を浮かべた青い瞳ひとみに覗き込まれて、靖史はようやくその正体に気づいた。


　ああ……。


　こんなこと、初めてなんだ。


　誰だれかと一いつ緒しよに、たわいのない話をしながら、食事の支し度たくをすること。


　そして誰かに、自分のための食事を作ってもらうことも。


　靖史は、物心ついたときから、食べるものは自分で用意していた。


　父親はよく面めん倒どうを見てくれたけれど、料理が苦手で、お湯を沸わかすくらいしかできなかったのだ。だから火を使えるようになるまでは、パンや父親が買ってくるコンビニエンスストアの弁当を食べていた。そして料理ができるようになってからは、自分でやって、父親に食べさせていた。


　誰かに作ってもらったのは、一度だけ。父親が亡なくなった後、突然の高熱で動けなくなった時だけだ。その時はアパートの隣りん人じんが気づいて看病してくれたのだけれど、こんな気持ちにはならなかった。


　もちろん心の底からありがたいと感謝して、病気がわずかに良くなったように、ほっとした。


　でも、それだけ。


　今感じている、胸の奥がじんとするような、食事はこれからだというのに満たされたような、この穏おだやかさとは、少し種類が違ちがうような気がする。


　こういうのって、すげえ、あったかい気持ちになるものなんだな……。


　柄がらにないことを思って照れ臭くさかったけれど、靖史は素す直なおにそれを嚙かみしめた。








　ウィリアムが作ってくれたのは、えびとグリーン・オリーブのマリネ風サラダに、手製のミートソース・スパゲティだった。


　キッチンの向かいにある食堂まで、二人で運ぶ。


　二人で使うには広過ぎるテーブルだったけれど、ぱりっとした白いテーブルクロスに料理の色が鮮あざやかに映はえて、よりいっそう美味おいしそうに見えた。


「うまそー……」


　銀のカトラリーを並べながら靖史が思わず呟つぶやくと、ウィリアムはにっこりと微笑んだ。


「ああ、我ながら良くできた」


　靖史が座るのを待って、ウィリアムはシャンペン・クーラーからボトルを取り上げ、慣れた手つきで栓せんを抜ぬく。


　ゆっくりと注がれたシャンペンはよく冷えていて、あっという間に優美なグラスの表面を曇くもらせた。


「では、靖史の引っ越こしを祝って……乾かん杯ぱい」


　ウィリアムの言葉にグラスを軽く触ふれ合わせると、空気を震ふるわせるような、繊せん細さいな音が広がる。


　その音色に驚きながら靖史がグラスを傾かたむけかけたとき、空の向こうに轟とどろくような音がした。


「雷かみなり……？」


　靖史は座ったまま、開け放していた窓から外を眺める。


　この邸やしきはもちろん冷れい暖だん房ぼう完備だが、以前の部屋にクーラーがなかったせいか、靖史はどうも冷房が苦手だ。だから時々、ここでも窓を開けさせてもらっていたのだ。


　食堂は庭に面してドーム型に張り出している上、天てん井じようまである大きな窓がいくつも並んでいるから、そのままでも外の様子がよくわかる。


　邸のあたりはまだ明るかったけれど、向こうの空は真っ暗だった。


「空が暗いし、夕立がくるかもしれない。車、やばいんじゃないかな。屋根、開けたままだろ？」


　靖史の言葉の合間にも、何度か雷らい鳴めいが響ひびく。少しずつ、近づいてきているようだ。


「そうだな。少し、失礼する」


　ウィリアムが足早に出て行くと、みるみるうちに、邸のまわりも暗くなってきた。


　庭の木々がざわめき始め、開け放った窓からは、涼すずしさの混じった風が、水の匂いを運んでくる。


　こりゃあ、絶対、降るな……。


　靖史が立ち上がって、食堂のシャンデリアのスイッチを入れようとしたとたん、ぴかっとあたりが鋭するどく光った。


　うわっ…!!


　反射的にびくりとすると、ゆっくりと遅おくれて雷鳴が轟く。


　なんだ、けっこう、遠くか……。


　気を取り直して電気を点つけたとき、ウィリアムが戻ってきた。


「雷鳴は遠いが、確実に降りそうだな」


「うん、雨の匂いがする。雷も一緒に来るんじゃないかな」


　何気ない靖史の言葉に、ウィリアムはにやりと笑った。


「それは期待か？　それとも、恐おそれ？」


「別に期待でも恐れでもないよ。ただの、予測」


「それは残念だ」


「なんで？」


　きょとんとすると、ウィリアムは笑えみを含ふくんだ瞳で靖史を見つめる。


「期待なら、興奮した君の可愛かわいらしい顔が見られるし、恐れなら、抱だきしめられる」


　昨晩のことを思い出すとただの冗じよう談だんとも思えなかったが、なぜか嫌けん悪お感かんは覚えない。


　そんな自分を不ふ審しんに思いつつも、靖史は、念のためにうんざりとした表情を作った。


「……ほんとに、ただの予測だから」


　するとウィリアムは、冗談だというように笑い出した。








　二人の夕食が終わりに近づいた頃ころ、ひと際きわ激しくあたりが光り、空が割れるような雷鳴が響き渡わたった。


　これまでのものよりも、ずれが小さい。


　そして何度も、さらに間かん隔かくを狭せばめるように繰くり返されていく。


「東京は、いつもこんなに激しいのか？」


　ウィリアムがそう尋たずねたので、靖史はナプキンで口を拭ぬぐいながら首を横に振ふってみせた。


「いや、珍めずらしいよ。夏に雷は多いけど、こんなに激しいのはめったにない。ウィリアムはＮＹに住んでるんだったよな？　そっちはどうなの？」


「にわか雨はあるが、ここまで激しくはないな」


　その時、何本もの閃せん光こうが走った。


　ほぼ同時に、空が落ちてきたかと思うような、巨きよ大だいな雷鳴が轟き渡る。


　びりびりと空気が震え、ばちん、と何かが爆はぜるような音がした。


　そしてシャンデリアの明かりが消える。


「う、わっ！　落ちた!?」


　靖史はびくりと肩かたを竦すくめ、ウィリアムもさすがに驚おどろいたような表情をした。


「いや、落ちてはいないようだが……」


「……停電…かな……」


　いつもなら、たとえ停電になっても一いつ瞬しゆんで、また元通りになる。


　けれども今回は、どうも様子が違っていた。


　冷房は完全に止まり、風が通らない場所から徐じよ々じよに、蒸むし始めたのが感じられる。


　ただし幸いなことに、部屋の中は、薄うすぼんやりとだが、明るい。


　空は暗いけれど、まだ、日が落ちてはいないのだ。


「すぐに復旧しないなんて、けっこうでかい停電みたいだ」


　靖史がため息をつくと、ウィリアムが気分を明るくさせるかのように提案をした。


「まあ、まだ完全に暗くら闇やみじゃないことが救いだな。食事も終わったことだし、居間でコーヒーでも飲みながら、ゆっくり復旧を待とう」


「ああ」


　使った食器を二人でキッチンのシンクに運び終わると、ウィリアムはコーヒー・ポットを火にかけて微笑ほほえんだ。


「悪いが、コーヒーを淹いれて、一階の居間に運んでくれないか？　私は少し用があるから」


「？　いいけど」


「頼たのむ」


　トイレかな、などと思いながら、靖史は薄うす暗ぐらい中で素直に準備を始めた。


　手動のミルで豆を挽ひき、コーヒー・フィルターに濾ろ紙しをセットし、お湯を注いで紙くささをとり除いてから、粉を移す。粉の膨ふくれる様子を見ながら、丁てい寧ねいに、お湯を注いでいく。


　死んだ父親はコーヒーが好きでこだわる人だったので、淹れ方を徹てつ底てい的てきに仕込まれたのだ。


　やがてコーヒーの香こうばしく柔やわらかな香かおりが漂ただよい始めると、靖史は無む性しように嬉うれしくなった。


　こうやって手をかけてコーヒーを淹れるのは、父親が死んで以来、久しぶりだ。


　やり方なんて忘れてしまったかと思っていたけれど、そんなことはないし、とにかく楽しい。


　俺、コーヒーが好きなのはわかってたけど、淹れるのも好きだったんだ……。


　今日は色々、発見があるなあ。


　そんなことを考えながら、靖史はコーヒーを居間へと運んだ。


　さすがに日は落ちかけていて、慣れない廊ろう下かは、進むのに戸と惑まどうほど暗くなりつつある。


　なんとか居間まで辿たどり着くと、両開きのドアは、おそらく靖史のために大きく開け放たれていた。


　そしてその奥が……ほのかに、明るい。


　……え？


　靖史は急いで足を踏ふみ入れ、そのとたんに息を呑のんだ。


　そこにはたくさんのキャンドルが並び、柔らかな灯あかりを煌きらめかせていたからだ。


　大小さまざまなキャンドルが、シンプルな耐たい熱ねつグラスやプレートに置かれ、大きなソファを取り囲むようにいくつも灯ともされている。


　ソファの正面にあるローテーブルはもちろん、マントルピースや床ゆかにまで、並べられていた。


　それらの熱を逃のがすため、庭に面した大きな窓はすべて開けられていて、時折抜ぬけていく冷めた外気に、キャンドルの炎ほのおが、ところどころ、さざめくように揺ゆれる。


　……すげえ……綺き麗れいだ。


　その美しさに靖史が呆ぼう然ぜんとしていると、マントルピースの前でキャンドルに火をつけていたウィリアムが、満足げに微笑んだ。


「なかなかいい雰ふん囲い気きだろう？」


「なかなかいい、どころじゃないよ。すげえ、いい」


　ローテーブルの隅すみにコーヒーを載のせたプレートを置いて、靖史はグラスに揺れるキャンドルの炎を眺ながめた。


　顔を近づけると、爽さわやかな甘さの、なんともいえない良い香りが、ほのかに立ち上っているのがわかる。


「……これでいいだろう。さあ、食後のコーヒーにしよう」


　その時、ざあっという音とともに雨が降り始めた。


　芝しばを叩たたくようなその勢いに、庭からは、水の香りや涼すずしさとともに草木の香りが運ばれてくる。部屋に籠こもった湿しめった暑さがキャンドルの熱と混じり、清すが々すがしく洗われていくようだった。


　いつしかあれほど鳴っていた雷らい鳴めいは消え、激しい雨音だけが静せい寂じやくを引き立てていく。


　ウィリアムに促うながされるまま、靖史がソファに座ると、彼は向かい合うようにローテーブルの上に腰こしを下ろした。


　靖史は一瞬ぎょっとしたが、ソファとテーブルの間は狭せまくはないし、対向のソファに座れるほどの明るさもないことに気づく。


　ウィリアムは平然とコーヒー・カップを口に運びながら、靖史を見やった。


「しかし停電もよく起こるのか？　邸やしきのあちこちにキャンドルがあって助かったが、インテリアかと思っていた」


「いや、それはほんとに、インテリアだと思うよ。こんなに長い停電なんて、最近はめったにないし。俺が最後にこういう停電を経験したのは……」


　……あの日以来だ。


　靖史は、はっとした。


「どうした？」


「いや……」


　靖史はわずかにためらった。


　それは誰だれにも話したことのない記き憶おくだったからだ。


　そして、話そうと考えたことも、ない。


　靖史にとっては心を温めるための大切な記憶。しかし聞く人によっては、靖史のことを、ただかわいそうだと憐あわれむだけかもしれない、記憶。


　憐れまれるのはごめんだった。


　靖史は、ウィリアムをそっと見つめる。


　キャンドルの灯りに照らされた彼は、小さな微笑みを浮うかべ、まるで靖史の沈ちん黙もくを愛いとおしむかのように、こちらを見つめていた。


　……この人なら、大だい丈じよう夫ぶかもしれない。


　なぜか、ふと、そう思った。


　靖史は密ひそかに覚かく悟ごを決めて、ゆっくりと口を開く。


「……俺が最後に停電を経験したのは、小学生の頃ころ。九歳ぐらいかな。俺の母親はその何年も前に亡なくなっていて、親おや父じは普ふ通つうの会社員だし、いつも夜遅おそくまで一人ぼっちだった。そんな留守番には、もういい加減慣れてたんだけど、停電には、さすがに参っちゃってさ。結局、復旧するまで一晩かかったくらいの大規模なものだったから、あたり一帯全部やられちゃってて、どこを見ても真っ暗だし、寒いし……冬だったから。あんなに心細いの、生まれて初めてだったよ」


　コーヒーを口に運びながら、靖史はさりげなくウィリアムの表情を窺うかがった。


　彼は、真しん摯しな眼まな差ざしをして、靖史をただ静かに見つめている。


　そこには靖史の居い心地ごこちを悪くさせるような感情は、なにも見当たらない。


　安心して、靖史は先を続けた。


「俺はそういうことではめったに泣かない子供だったんだけど、その時はさすがに、耐たえ切れなくなって、泣きそうになった。でも、そのとき、ようやく親父が帰ってきてくれたんだ。両手一いつ杯ぱいに、大きな荷物を抱かかえててさ。サンタクロースみたいだったよ」





　父親が抱えていたのは、一枚の絵だった。


　まさか停電になるとは思わずに、今日に限って寄り道してしまったのだと、彼は申し訳なさそうに謝った。お土産みやげだと渡わたされたのは、靖史のためのお菓か子しの箱と、たくさんのキャンドルが詰つまった、大きなビニール袋ぶくろ。


　最初に父親が灯したのはその袋ふくろの半分ほどだったけれど、それでも、狭いアパートを照らし出すには十分だった。


　その暖かく柔らかなともし火と、父親が帰ってきてくれたという安心感で、再び泣き出しそうになったことを、はっきりと覚えている。


　子供思いの父親は帰ってくるなり大丈夫だったかと心配してくれたのだけれど、子供とはいえ、妙みようなプライドが邪じや魔まして、不安をうまく吐はき出せなかったのだ。


　ひと段落つくと、父親は嬉しそうに、厳重に梱こん包ぽうされた絵を部屋の真ん中に広げた。


「もちろん本物じゃないけど、けっこう高かったんだぞ。やっと買えたよ」


　梱包を丁寧に開きながら、父親は嬉しそうに笑う。


　今にして思うと、それは宝物を見せびらかしたくて仕方のない年上の子供のようで、なんだかおかしい。


　でもその時は、泣き出さないようにするので精せい一いつ杯ぱいで、それに気づいてくれない父親をうらめしく思い、ぼんやりとしていた。


　けれどもそんな気持ちは、父親がその絵を部屋の壁かべに立てかけたとたん、一いつ瞬しゆんにして吹ふき飛んでしまった。


　そこに突とつ然ぜん、鮮あざやかに、一組の若い外国人の家族が現れたからだ。


　若い父親と母親、そして二人に抱だかれた幼い子供。


　彼らは抜けるような青空の下、ヨーロッパの庭園を背にして、大木の根元に仲良く腰こし掛かけていた。みなこちらを向いて、のびのびと幸福そうに笑いかけてくる。


　幅はばの広い帽ぼう子しをかぶった父親はふざけたように胸を張り、母親も夫の陽気さを楽しむように彼の肩かたにもたれ、幼い子供は二人の膝ひざの上で、楽しそうにあどけない笑え顔がおを見せている。


　暗くら闇やみの中、色づいたキャンドルの灯りで見た絵だけれど、そのせいか、彼らの微笑ほほえみはより温かく、たとえどんな困難があっても乗り越こえていくだろうという、力強い幸福にあふれていた。


「お前もこの絵が気に入ったのか？　素す晴ばらしい絵だろう」


　靖史の父親は胡坐あぐらをかいて、吸い込まれるように見つめている息子むすこを、嬉うれしそうに膝の上に乗せた。


　靖史の頭に顎あごをのせるようにして後ろから抱きしめ、一いつ緒しよに絵を眺める。


「ああ、本当に、いい絵だよな……。なあ、靖史。お父さんはこれを描かいた人の絵が大好きなんだ。なんでか、わかるか？」


　靖史が首を横に振ふると、父親はかすかに笑ったようだった。背中越ごしに、からだの振しん動どうが、あたたかな体温とともに伝わってくる。


「笑顔ばかりを描いているからだよ」


「えがお？」


「そうだ」


　父親は靖史の肩かた越しに顔を覗のぞき込むようにして、絵の中の家族を指差した。


「みんな、幸せそうに微笑んでいるだろう？」


「うん」


「わざわざ笑顔を選んで描く絵描きさんは、少ないんだそうだ。もっと難しい表情の方が、描きがいがあるんだろう。でも、これこそが、俺が望んだ幸せな人生なんだよ。あの絵の中にいるのは、俺と、お前と、お前のお母さんなんだ。わかるか？」


「うーん…？」


「まだ、ちょっと難しいか」


　よくわからずに靖史が首をかしげると、父親は小さく笑い、ぐしゃぐしゃと髪かみの毛をかき混ぜるように頭を撫なでてくれた。





「……それ以来、俺は、その絵を眺めながら育ったんだ。嬉しいときも、寂さびしいときも。母親とか、お守りみたいに思ってた。たぶん母親が恋こいしかったっていうのもあるんだろうけど、彼らの幸せそうな笑顔を見るだけで、勇気づけられるような気がしたんだ。なんていうか、うまく言えないけど……今の自分は辛つらかったとしても、ここに幸せがあるから大丈夫、って感じかなあ……。まあ、それはとにかく、これで話は終わり。最後はちょっと、停電の話から外れちゃったけど」


　靖史が照れてそうごまかすと、ウィリアムは微笑んで首を横に振った。


「いや、いい話だよ。素晴らしいお父上だ」


「……ありがとう」


　ウィリアムの言葉に、じんとして、靖史はうつむき加減で鼻のあたまを擦こすった。


　するとウィリアムは少し考えるような表情をして、口を開く。


「ぜひ、その絵が見てみたいな。今はもう手放してしまったのか？　引っ越こしの荷物にはなさそうだったが……」


　靖史はため息をついて頷うなずいてみせる。


「ああ、その通り。親父も俺が中学生のときに死んじゃったんだけど、その時の借金のかたに取られちゃったんだ。レプリカだけど、精せい巧こうだし、画家の評価も上がってるから金になるって。本当に大切にしてた絵だったから、渡したくなかったんだけど、金を借りられるような人もいなくて。俺、じーさん、ばーさんとか親しん戚せきとか、そういう頼たよれるような人もいないからさ」


　その時の悔くやしさまで思い出してしまい、靖史が顔をしかめると、ウィリアムも同調して深いため息をついてくれた。


「そうか……お父上のことも、絵を手放さざるを得なかったことも、残念だったな……。誰の、何という作品なんだ？」


　靖史は画家とその作品の名前を教え、わざわざ探さなくても見られる場所があると、豪徳寺画が廊ろうに飾かざられていることも付け加えた。


「日本じゃ、あんまり有名じゃない画家だから、初めて画廊で見かけたときには、とにかく驚おどろいたよ。すぐ売れちゃうんじゃないかと思って、毎日こっそり、眺ながめに行ったくらい。まあ画廊なんて入ったことなかったから、ショーウィンドウ越しに眺めてたんだけど。でもそしたら、あまりにも通いすぎたらしくて、そこのオーナーの豪徳寺さんと仲良くなっちゃってさ。彼もその画家の作品が好きで飾ってたから、話が合ったんだ。ちょうど今、その画家の展示会もやってるから、もしウィリアムがよければ案内するよ」


「そうか。それじゃ、一度、連れて行ってもらおう」


　ウィリアムは嬉しそうににこりと笑うと、軽く両手を開いた。


「？」


　靖史がきょとんとすると、ウィリアムは苦く笑しようする。


「ただのハグだよ。こういうときには、抱きしめるんだ。抱きしめさせてくれ」


「えっ……」


　今朝のこともあって靖史が躊躇ためらうと、ウィリアムは仕方がないなというように微笑んで、靖史の腕うでを軽く引いた。


　すっぽりとウィリアムの広い胸の中に抱きしめられる。


　そこにはセックスに結びつくような雰ふん囲い気きなど何もなく、ただ、彼の温かな気持ちだけが込められていた。


「幼い頃ころから、ずっと独りで頑がん張ばってきたんだろう？　私は君を、誇ほこりに思うよ」


　くしゃくしゃと髪の毛をかき混ぜるように頭を撫でられ、耳元にそう囁ささやかれる。


　その穏おだやかで優やさしいウィリアムの囁きには、靖史が厭いとうような響ひびきなど、何もない。


「……ありがとう……」


　靖史は、ただ素直な気持ちになって、髪を撫でる彼の穏やかな手つきに、そっと目を閉じた。


　シャツ越しに頰ほおに感じる柔やわらかな体温が、かつて背に感じた父親のそれを再び思い出させる。


　……すげえ、きもちいい……。


　知らなかった。人のからだやその温かさが、こんなにも心地ここちよく、からだのあちこちに溶とけて癒いやすようなものだったなんて。


「……靖史」


「ん……」


　静かに名前を呼ばれてしまったけれど、もう少しだけ、この心地よさを感じていたい。


　靖史は、小さな子供がむずかるような気持ちで、おずおずとウィリアムの背中に手を回した。


　するとウィリアムは、腕を解ほどくつもりではなかったのか、靖史の頭に頰をつけるようにして、ますます深く抱だきしめてくれる。


　そしてそっと、耳にくちづけるようにして囁かれた。


「……私を、お前のゲストにしてくれないか」


「え……？」


　腕の中から顔をあげると、ウィリアムが柔らかく微笑んでいるのが見えた。


「日本にいる間、お前と一緒に、この邸やしきに住みたいんだ」


「え…っと……」


　思いもしなかったことに靖史が戸と惑まどうと、彼は少し切なそうに瞳ひとみを細めて微笑んだ。


　ゆっくりと前まえ髪がみをかきあげられる。


「だめか？　お願いだから、うん、と言ってくれ」


　そのウィリアムの手のひらは、やはりとても、気持ちが良すぎる。


「……うん」


　靖史はよく考える前に、小さくそう呟つぶやいてしまった。


　……まあ、別に、いいよな……。


　けっこういい人みたいだし、一緒に住まなくたってきっと頻ひん繁ぱんに呼び出されるんだろうし、どうせ長くたって二週間なんだし。


　自分に言い訳するようにそう胸の中で呟くと、ウィリアムは、嬉うれしそうに笑った。


「ありがとう。では、誓ちかいのキスをさせてもらおう」


「……これで、今日の分は終わりだからな……」


　抜ぬかりなくそう答えながらも、靖史は、ウィリアムの腕の中で、くちづけが落とされるのをそっと待った。











「へえ……それじゃ、お前、今、ウィリアムと一いつ緒しよに住んでるのか？　いつから？　なんで？」


　目を丸くした壱に、靖史は、なぜかばつの悪い思いを覚えて、首の後ろをがしがしと搔かいた。


「いつからって……三、四日前くらいかな。あの夜、お前らと別れた後で、引っ越こし手伝ってくれることになってさ。それでまた邸に来たら……ホテルより気に入ったからって、頼たのまれて」


「へええ……」


　壱は実に意外だというように首を振ふって、目の前の秋刀魚さんまをほぐし始めた。今日の学食のサービス品は秋刀魚定食なのだ。


　大学の敷しき地ちの端はしにかろうじてあるこの学食は、いくつかある他ほかのカフェテリアとは異なり、内装からメニューまですべてがシンプルだ。


　けれど建物は広いし、あまり人気がないうえ、木々に囲まれているから静かで、なかなか居心地はよかった。加えて味がそこそこで値段は破格に安いとなれば、二人に他の選せん択たく肢しはない。


　靖史も同じく秋刀魚をつつきながら、先を続けない壱をじろっと見やった。


「……なんだよ？」


「いや……靖史が誰だれかと暮らすの、ちょっと想像つかなくて。苦手そうだと思ってたから」


「……苦手だよ」


　長い間一人で暮らしていたから、誰かがいるとどうも落ち着かないのだ。友人であれ恋こい人びとであれ、長い時間、誰かと一緒にいるのは苦手だ。


　けれど、ウィリアムと暮らし始めて、そう感じたことはない。


「あの邸が広いからじゃないかな……。向こうも仕事があるから、一日中、顔を合わせるわけでもないし」


　そう答えながら、靖史は自分の白々しさに顔が赤らむような気がした。


　確かに一日中ではないけれど、お互たがいが邸にいる間は、ほとんど一緒に過ごしているからだ。


　靖史は一週間の半分以上、遅おそくまでバイトを入れているから、帰るとすでにウィリアムが一階の居間でくつろいでいる。


　それで一応、ただいまと挨あい拶さつをすると、お帰りと微笑ほほえんでくれる。そして夕食は済ませたのかだとか、その日のことを尋たずねてくる。夕食がまだだと知れば、何か作って食べさせてくれるし、靖史のどんなにつまらない話でも興味深そうに聞いてくれる。


　それが、なんだか、妙みように嬉しいのだ。


　だから、つい、夕食や話が終わっても、同じ居間でくつろいでしまう。


　互いの話が済んだ後は、ウィリアムはウィリアムで難しそうな英字の経済誌やビジネス書を読んでいるし、自分も大学の課題や好きなことをして、それぞれ勝手にやっている。


　けれどもそれが、なぜか安らかで、心地いい。


　そうして時間を過ごした後は、たいてい契けい約やくだからとおやすみのキスをねだられ、そのまま強ごう引いんに抱かれて、一緒に眠ねむってしまう。ウィリアムのためのゲスト用の寝しん室しつは、これまで一度も使われたことがないくらいだ。


　それらが習慣になりつつあるのはわかっていたけれど、それでも、その時間を自分から手放すことはできなかった。


　……このまま、誰かが側にいることに慣れちゃったらと思うと、怖こわいけど。


　その誰かがいなくなってしまったら、また、寂さびしさに慣れなくてはいけなくなる。


　ようやく、独りの方が心地いいと思えるようになったのに。


　そんな恐おそれは、ウィリアムと過ごす穏やかな時間の中でも、いつもどこでも、ぼんやりと顔を覗のぞかせていた。しかし、靖史は、あえて見ないようにしてきた。そこまでしても、彼との時間を手放したくなかったのだ。


　靖史はそんな自分に改めて気づくと、心の中で舌打ちをした。


　すると、これまでは精神衛生上、目をつぶってきたことが次々とあふれ出していく。


　ウィリアムに抱かれてしまうことだって、そうだ。


　キスから始まる快楽に流されている、こともあるけれど。


　……やっぱり俺、ウィリアムとやるの、そこまで嫌いやじゃないんだろうな……。


　さすがに最後までしてしまうのは怖いから、いつも嫌だと逃にげている。


　けれど何度も繰くり返し落とされる、甘やかされるようなくちづけや、隅すみ々ずみまで愛いとおしむように触ふれるウィリアムの唇くちびるや指先が、どんどん気持ちよくなってきているような気がするのだ。


　……俺、元々は、ホモじゃないとは思うんだけど。


　今までつきあったのは女の子ばかりだし、ウィリアム以外、どんなに格好よくても、男に対してあんな気持ちになったことはない。


　壱だって親友として好きだけど、あんなことをするかと思うと、やはり、ただ気持ちが悪いだけだ。


　……いや、それはそれで、もっとまずいのか？


　ウィリアムにとっては、二週間の期限付きで邸と一緒に買ったような、都合のいい相手かもしれないのに。


　……って、だあーっ…!!


　靖史は自分の中で大声をあげた。


　ぐだぐだ考えたところで、どうせあと二週間で、全部、決着がつくことじゃねーか!!


　考え込むのは、もう、やめだ！


　靖史は大きくため息をつくと、ぱちんと左手の指を鳴らした。


　独りになってから身につけた、サバイバルのための習慣のひとつだ。誰もいない静まり返った狭せまい部屋では、その気になればいくらでも考え込めてしまう。


　それと同時に、壱にも、呆あきれたように名前を呼ばれた。


「……靖史、お前、何、自分の世界に浸ひたってるんだよ？　しかもいきなり、指、鳴らすし」


「いや……悪い。ちょっと、変なこと思い出して」


「ふうん……まさか、ウィリアムとのキスじゃないだろうな」


「ええっ……!?」


　ぎくりとして顔を強こわ張ばらせると、壱は堪こらえ切きれないというように吹ふき出した。


「ごめん、ごめん。冗じよう談だんだよ。いくら一日一回のキスが条件だって言ったって、外国流の単なる挨拶だってこと、俺はちゃんとわかってるよ。そんなに怒おこるなって」


　そ、うだよな……そうそう、キスなんてのは、ウィリアムの国じゃ、単なる挨拶。


　その後のことは……情けねーけど、快楽に流されてるだけ。


　それだけだって、それだけ。


　……よし、以上！


　内心冷や汗あせをかきつつも、靖史は、明るく笑う壱と一緒に、妙なことを考えていた自分をも笑い飛ばした。








　その日は塾じゆく講師のアルバイトで、授業後に生徒の質問に付き合っていたら、ずいぶん遅くなってしまった。


　ようやく慣れ始めた地下鉄の駅を出て、夜道を急ぎながら、靖史はふと微笑む。


　……なんか、あの邸やしきに越こしてきてから、家に帰るのが楽しみなんだよな。


　帰り道のせいだろうか。


　靖史はずらりと立ち並ぶ立派な邸を眺ながめた。


　どれも高い塀へい越しに趣しゆ向こうを凝こらした邸や庭が垣かい間ま見みられて退たい屈くつしない。近きん隣りんからわざわざ見に来る人もいるそうだ。


　でもまさか、誰も、俺みたいな奴やつが住んでるとは思ってないだろうけどな。


　そんなことを考えて苦く笑しようしているうちに、邸の前に辿たどり着いた。


　大きな門をそっと開けると、邸の前庭まで続く、長い小道がのびている。


　その両りよう脇わきには小さなライトが点々と置かれ、まるで靖史を迎むかえ入れるようにあたりを照らしていた。


　鬱うつ蒼そうとした木々の緑は穏おだやかなその光に混ざり、黒々とした夜に溶とけ出している。


　特にこの道が、好きなんだよな……。


　朝の爽さわやかな風ふ情ぜいも好きなのだけれど、夜の温かさの方が好きだ。


　少し進むと、森のような木々の間に、邸が姿を見せ始める。


　その眺めも気に入っていた。


　邸にはいつも明かりが灯ともされていて、それを目にする度たびに、ほっとすることができるのだ。


　そして玄げん関かんまで来れば、邸てい内ないの明るさが透すけた磨すりガラスの扉とびらが、幻げん想そう的てきな美しさで出で迎むかえてくれる。


　……贅ぜい沢たく、だよなあ……。


　美術品のようなその扉をそっと押して、靖史は邸に足を踏ふみ入れた。


「ただいま」


　ここからでは聞こえないのがわかっているのだけれど、どうも言わないと落ち着かないのだ。


　……あれ？


　いつものように大広間を通り抜ぬけようとして、靖史はふと足を止めた。


　何か、違い和わ感かんがある。


　座り心地ごこちのよさそうなソファやオットマンが置かれたスペースの中心で、靖史はぐるりとあたりを見回した。


　……えっ……？


　視線が壁かべに釘くぎ付づけになる。


　そこには、これまでかけられていたものとは違ちがうが、見覚えのある絵がかけられていた。


　カイゼル髭ひげがいかめしい、男の肖しよう像ぞう画がだ。


　仰ぎよう々ぎようしい軍服を身に纏まとってステッキに手を置きながらも、訪おとずれた客を歓かん迎げいするように、茶目っ気たっぷりに微笑んでいる。


　これ……豪徳寺さんのところで見た…気が、するんだけど……。


　靖史は思わず目を擦こすった。


　やはり、今、展示会が行われているはずのあの画家、フランツ・ファン・ハルトの作品だ。


　なんで……まさか……？


　靖史は慌あわてふためき、居間へと駆かけ込んだ。


「おかえり」


　ソファで寛くつろいでいたウィリアムが、いつものように微笑ほほえみかけてくる。


　その彼の背後にあるマントルピースの上にも、ハルトの作品が飾かざられていた。


「あの…絵……!!」


　どう尋たずねていいのかわからなくなって、それしか言葉を継つげないでいると、ウィリアムはにっこりと微笑んだ。


「ああ、いい絵だろう。気に入ったか？」


「……!!　って、まさか……本物!?」


　驚おどろきのあまり、靖史は妙みようなことを口走ってしまう。


　ウィリアムにもその動どう揺ようが伝わったらしく、彼は笑いを嚙かみ殺すようにして答えた。


「もちろん。どの部屋のものもすべて、本物だ」


　どの部屋のものもすべて……？


　……まさか。


　靖史は隣となりの食堂に飛び込んだ。


　やはりそこでもかつてかけられていた静物画は外され、代わりに、別の絵が飾られている。


　楽しげなざわめきが聞こえてきそうな、士官たちの宴うたげを描えがいたものだ。


　これにも、見覚えがある。


　……マジかよ……!?


　他に絵がかけられていた場所を必死に思い出しながら、靖史は二階へ駆け上がった。


　二階のホールには、厳格な中にも優やさしさを滲にじませた修道院の女たちの微笑みを描いたもの。


　居間には、伝統的な衣裳に身を包んで笑う理事たちに、楽しげにリュートを弾ひく男の笑顔。


　書しよ斎さいには、胸を張るようにして微笑む騎き士し。


　客用の居間と寝しん室しつにまで、幅はば広ひろ帽ぼうを脱ぬいで笑え顔がおで挨あい拶さつをする老人と、恥はずかしげに視線を逸そらして微笑む娘むすめが、それぞれ、飾られている。


　どれもが、ハルトの作品だ。


　……それで全部本物…ってこれ……いくらかかってるんだよ……？


　いくら日本ではあまり名を知られていないとはいえ、世界的な画家だ。買うとしたら、安くたって、一枚数百万円はくだらないだろう。


　たとえレンタルだとしても、数も多いし、相当の額になるはずだ。


　……マジかよ……。


　何度目かの呟つぶやきを繰くり返しながら、靖史は最後に自分の寝室へと向かった。


　ベッドの向かいにあるマントルピースの上にも、風景画が飾られていたのを思い出したからだ。


　そして寝室のドアを開けた瞬しゆん間かん、靖史はその場に凍こおりつく。


　……うそ…だ……。


　そこには、あの家族の、幸せそうな笑顔があった。


　幼い頃ころに眺めて暮らした、一組の若い外国人の家族。


　たとえどんな困難があっても乗り越えていくだろう彼らの、力強い幸福にあふれた姿。


「なんで……夢……？」


　思わず声に出してしまいながら、絵に近づいていくと、部屋の明かりがふっと消えた。


「えっ……」


　もしかして本当に夢だったのかと妙な慌て方をしていると、カチリという小さな音とともに、キャンドルの炎ほのおが浮うかび上がった。


　いつの間にか追いかけてきていたウィリアムが、部屋の明かりを消して、代わりにキャンドルを灯したのだ。


　ウィリアムは、マントルピースの上にそのキャンドルを置いた。


　さらにその上にあったいくつものキャンドルに、次々と火を灯していく。


　闇やみが柔やわらかく取り払はらわれ、幸福そうな家族が再び姿を現した。


　……この感じ……あの時と同じだ……。


　呆ぼう然ぜんとして、靖史は絵を見つめた。


　記き憶おくが、奔ほん流りゆうのように蘇よみがえってくる。


　それはかつて、画が廊ろうで絵を眺ながめたどの時よりも、鮮あざやかだった。


　初めてこの絵に出会ったときの、父親との会話。


　絵を眺めて寂さびしさを我が慢まんしたこと。


　嬉うれしくて絵にこっそりと報告したこと。


　そして絵を奪うばわれたときの悔くやしさと、決定的になった孤こ独どく。


「ご、め……っ」


　泣きたい気持ちでもないのに、突とつ然ぜん、涙なみだがあふれ出てきて、靖史は慌ててうつむいた。


　すると、ぎゅっと、ウィリアムに包まれるように、抱だきしめられる。


「なぜ謝るんだ……？　私の前では、何も、我慢する必要はない」


　耳元でそう囁ささやかれて、靖史の涙るい腺せんは一気に緩ゆるむ。


　……くそっ……！


　そんな自分に歯がみしながらも、靖史はウィリアムにしがみつき、泣き出してしまった。


　確かに恥ずかしかったけれど、涙に溶け出したように、気持ちがゆっくりと楽になっていくのがわかる。


　……ああ。


　俺はもう、ずっと、こうして泣きたかったんだ。


　護まもられるように腕うでに包まれ、彼の香かおりを感じながら、靖史は初めてそのことに気づいた。


　目を溶とかすような熱い涙が、零こぼれる端はなから、ウィリアムのシャツの胸むな元もとに吸い込まれていく。


　一人ぼっちになってから、誰だれの前でも、泣いたことはない。


　そんなことはみっともないし、憐あわれまれるだけだと考えていたからだ。そして自分が、よけいに辛つらくなるだけなのだ、とも。


　でも、心のどこかでは、それでも、黙だまって受け入れてくれる誰かの前で、きっとこうして、すべてを吐はき出してしまいたいと願っていたのだ。


　一人ぼっちだと思うと、寂しくて、辛くて、時折、やりきれなくなってしまうのだと、ただ、泣きたかったのだ。


　そして今、泣いているはずなのに、なぜだろう。


　ウィリアムの前で流す涙は、けして自分を惨みじめにさせることはない。


　それどころか、こんなにも甘く、安らかだと感じる。


　そのことを不思議に思いながらも、靖史は、幼い子供のようにすべてを投げ出し、泣き続けた。


　ウィリアムは靖史が落ち着くまでずっと、深く抱きしめ、髪かみを撫なで続けてくれる。


　その手は優しく、とても温かで、ひとしきり泣いてしまうと、その心地よさに思わず眠ねむってしまいそうになる。


「……ありがとう。もう、大だい丈じよう夫ぶだから」


　泣き止やんで我に返ると、やはり照れ臭くささくなって、靖史はうつむいたまま顔を擦こすり、からだを離はなした。


「あと、この絵も……ありがとう。どうやって伝えたらいいのかわからないくらい、嬉しいよ。全部、豪徳寺画廊にあったものだろ？　借りてきたのか？」


　するとウィリアムの大きな手に両りよう頰ほおを包まれ、顔を優やさしくあげさせられた。


　おずおずと視線を上げると、彼の蕩とろけるような優しい瞳ひとみにぶつかる。


「いや、お前に贈おくりたくて、すべて買ったんだ。……受け取ってくれるか？」


「…マジかよ……なんで…？」


　愕がく然ぜんとそう尋ねると、ウィリアムは愛いとおしくてたまらないというような眼まな差ざしをして、まだ濡ぬれている靖史の顔を手のひらでそっと拭ぬぐった。


「お前に喜んで欲しいと思ったからだ。もちろんご両親を亡なくした痛みを埋うめるものは何もないだろうが、それでも、少しでも、喜んでもらいたかったんだ」


「………まさか……同情……じゃないよな？」


　迷いつつもそう呟くと、つたない子供にそうするように、ゆっくりと前まえ髪がみをかきあげられた。


　穏おだやかな微笑ほほえみを滲ませた瞳で、柔らかく覗のぞきこまれる。


「そう思うのか？　私がそんなにくだらない男だとでも？」


「……思わない……ごめん……」


　再び涙が零れそうになってうつむくと、頭のてっぺんにくちづけられた。


　ついで涙を掬すくうように、目の縁ふちにもくちづけられる。


　甘やかされるようなその心地ここちよさに流されそうになったが、靖史はなんとか顔をあげた。


「……でも、やっぱり、受け取れないよ」


「なぜだ？」


「なんでって……さすがにこれは、高価すぎるだろ。邸やしきだけだってすごいのに……ここまでいったら、洒落しやれにならない」


　そう告げたとたん、ウィリアムの青い瞳に、気け圧おされてしまうような、強く激しい感情の色が浮かび上がった。


「洒落だと……？　出会ったときから、冗じよう談だんで済ませるつもりなど、ない。それに、お前が少しでも喜んで、幸せだと感じてくれるのなら、それでいいんだ。金なんて、たいした問題じゃない」


「でも……」


　靖史がためらい、視線を泳がせると、柔らかくなった眼差しと大きな手のひらで、再び顔を包まれた。


「もしそれでも心苦しいというのなら、私をゲストにしてくれたことへの礼だと考えてくれ。それなら構わないだろう？」


「……そんなの、別に礼なんていらないけど……でも、そこまで言ってくれるのなら、受け取るよ。本当に、ありがとう」


「よかった」


　ほっとして嬉しそうに微笑んだウィリアムの顔は、キャンドルの柔らかな灯あかりのせいか、幼い子供のように見えた。


　自分より明らかに年上で、ずっと社会的地位のある大人、しかも男だとわかっているのに、とても可愛かわいいらしく思える。


　そう感じたとたんにある感情が湧わきおこり、靖史はそれに打ちのめされた。


　……どうしよう……俺、この人のことが、好きだ。


　男だとか、遊ばれてるかもしれないとか、そんなこと、もう、どうでもいい。


　この気持ちはどうしようもない。


　好きだ。


　突然のことに途と方ほうにくれて、靖史はただ、目の前のウィリアムを見つめた。


　すると彼が何かを言いかけるように唇くちびるを開きかける。


　その唇の動きに、靖史は突つき上げられたように背筋が震ふるえた。


　……すげえ、キスしたい。


　突然の欲望に衝つき動かされ、靖史はほとんど無意識のうちに、ウィリアムに向かって手を伸のばしてしまう。


　両手で彼の顔を引き寄せるようにして、形のいい唇にそっと、自分の唇を合わせた。


　ウィリアムの唇を感じたとき、自分の唇がかすかに震えていることに気づく。


　求められずにする初めてのくちづけは、胸が切なく痺しびれそうなほど、甘かった。


　……すごく、どきどきする……。


　心臓の鼓こ動どうをなだめながらも角度を変えようとすると、頰ほおを包まれ、ゆっくりと引ひき離されてしまう。


　ウィリアムが、信じられないというような表情をして見つめていた。


「……靖史……」


「……別に、絵を買ってもらったからじゃ、ないからな……！」


　照れ隠かくしに睨にらみつけると、とたんに彼は、嬉しそうに笑えみ崩くずれた。


　靖史もつられて微笑みながら、ウィリアムを見つめる。


　そして、どちらからともなく、くちづけ合う。


　うわ……なんだこれ……気持ちいー……。


　二人は何度か、幸せな気持ちを分かち合うような、穏やかなくちづけを繰くり返した。








　キャンドルの揺ゆれる灯りの中、穏やかだったくちづけは、すぐに互たがいを奪うばい合うような激しいものへと変わっていく。


　もつれるようにベッドに倒たおれ込みながら、二人は、甘く嚙かみ付くように唇を使って、互いを貪むさぼり合った。


　靖史はウィリアムに組み敷しかれながら、自分も彼を味わいたいと、必死になって口の中に自分の舌を滑すべり込ませる。


　熱く濡れたウィリアムの舌に自分のものを絡からめ、そのまま捏こねるようにして、口中を余すところなく愛あい撫ぶする。


「…っ…ふ……んっ……」


　つい夢中になってしまい、艶つやめいた声を零すと、口の中でウィリアムが小さく笑った。


　誘さそうように舌を掬われ、その先を小さく、甘く、嚙まれる。


「ん！　んんっ……!!」


　そのとたんに、びりびりとした刺し激げきが全身に走り、靖史はからだを仰のけ反らせた。


　しかし、逃のがさないとでもいうように強く顎あごを摑つかまれ、いっそう激しく舌を絡めて、愛されてしまう。


「んっ…ぁっ…んぅっ…！」


　熱い舌でねぶるように擦られ、時折数回、舌の弾だん力りよくを確かめるように嚙まれていくと、本当にそこから食べられてしまうようで、ぞくぞくとする。


　……ウィリアムに食べて欲しいし、俺も、食べたい……。


　もっともっと……ウィリアムが、欲しい……!!


「っ…はっ…あっ…はぁっ…!!」


　突き上げるようなその想おもいと、あまりに激しいくちづけに、靖史が酸欠のようになって胸を喘あえがせると、低い笑い声とともに、ゆっくりと唇が離された。


「やっ……」


　駄だ々だをこねるようにそう漏もらすと、Ｔシャツを捲まくり上げられ、ぺろりと胸を舐なめられる。


「んんっ……」


　いつもより強い、火ほ照てるような痺れを感じて、靖史は思わずからだを捩よじらせ、シーツに大きな皺しわを作ってしまう。


　すると低い笑い声とともに、囁ささやかれる。


「なんだ…？　今日はずいぶん感度がいいな……」


「やっ……へんなこと、言うなよっ……！」


　靖史が顔を赤くして睨むと、見せつけるように舌を伸ばされ、舐めしゃぶられた。


「…んぁっ…はっ……！」


　思わず胸を弾はずませると、もう片方も、指先でいたぶるように弄いじられる。


「んぁあっ……！」


　とたんに痺れるような鈍にぶい疼うずきに襲おそわれ、靖史はびくびくとからだを跳はねあげた。


　……なん…だ、これっ……どうしよ……いつもより、すげ……きもちいっ……！


　舌で捏ねるように舐められ、歯を立てられ、指の腹で押し潰つぶされると、じんじんとした熱に蕩とろけるように、先せん端たんから生ぬるい液体が溶とけ出していくのがわかる。


「あ、は……ぁあっ……」


　靖史はその熱を逃しきれず、からだを仰け反らせながら、甘い喘ぎ声を零こぼしてしまう。


　するとその痴ち態たいを愛撫するかのように、大きな手のひらで撫なでられながら、胸から下へ、柔やわらかくくちづけが落とされていく。


「っ…は…あ……あ、はぁっ、んんっ……!!」


　胸からみぞおち、わき腹、おなか……靖史はそのたびに荒あらいため息をつき、へそに舌を這はわされると、その滑ぬめりのある感かん触しよくに次の場所を連想させられ、いっそう腰こしを蠢うごめかせた。


　すると張り詰つめたそれを確かめるように、ジーンズの上からゆっくりと鼻先でまさぐられる。


「これだけで、ずいぶん膨ふくらませたな……もう、いやらしい匂においがする……」


「んぁあっ、や、あっ……!!」


　それだけで噴ふき出しそうになってしまい、靖史は腰を反らせて、逃にげようとした。


　そのとたんにウィリアムの大きな手で腰を摑まれ、熱い吐と息いきとともにジーンズのベルトを外されてしまう。荒あら々あらしく前を開けられ、ファスナーを引き下ろされると、喉のど奥おくで笑う彼の声が聞こえた。


「ああ……もうこんなに漏らしているのか……なんて可愛らしいんだ……」


　笑みを含ふくんだ声とともに、ちゅっとくちづけられてしまう。


「っ…！　ぁはっ……!!」


　びしょびしょに濡ぬれた下着は、もう水気など吸い込まない。そんないやらしい自分をウィリアムに見られ、可愛らしいとくちづけられて、嬉うれしいけれども、恥はずかしすぎる。


　その複雑な気持ちに理性をかき乱されながら、靖史は再びじわりと滲にじませてしまった。


　はしたないその滴したたりは、布地を越こえて、ウィリアムの唇を濡らしてしまう。


「またあふれてきた……」


「あっ…や、あ、あぁっ……!!」


　それを舐なめ尽つくすようにいやらしく唇と舌を使われ、靖史は拒こばむ間もなくすべてを噴き出してしまった。


「あ……ご…ごめっ……あ、ぅんっ…」


　荒い息の中、靖史は慌あわてて上半身を起こしかけたが、次の瞬しゆん間かん、腰を跳ね上げる。


　勢いよく下着を引き下げられ、達したばかりのそこをぱくりと銜くわえられてしまったのだ。


「あ……なに…やっ……」


　靖史が驚おどろいて、ウィリアムの髪かみを握にぎり締しめようとすると、彼は上うわ目め遣づかいにこちらを向いて、うっそりと笑った。


「私に飲ませないとは、悪い子だ……」


　──……!!


　彼の、獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん獣じゆうのように猛たけ々だけしく、壮そう絶ぜつな色気を滲ませた眼まな差ざしに、靖史はぞくぞくと腰を痺れさせる。


「っ……！」


　そのとたんにウィリアムの口の中のものが、再び頭をもたげたのがわかり、靖史は頰を赤らめた。


　するとウィリアムにねっとりと熱く柔らかな舌で舐め上げられて、微笑ほほえまれる。


「……いい子だ」


　靖史の腰は再びびくんと震え、ウィリアムは靖史の視線を搦めとったまま、まるでそこからすべてを啜すすり、貪るように、靖史のものを育て始める。唇くちびるで扱しごかれ、ぬるりとした熱い感触に包み込まれて、愛撫される。


「あ…ああっ…はっ…んんっ……」


　ウィリアムが、俺のを銜えて、呑のみこんでる。


　そう思うだけで、はしたない靖史のものはすぐにはち切れんばかりに膨らんでしまう。


　けれど、ウィリアムの追いたてるような愛撫は止まらなかった。それどころか、ますますひどく、熱くなる。


　自身を伝い、滴り落ちていくものが、彼の唾だ液えきなのか、自分の先走りなのかもわからなくなっていく。


　靖史の尻しりは、彼の動きと引き合うように蠢き始めた。


「もっ…やっ…だ……い、く…いく、からっ……！」


　このままではウィリアムの口に出してしまうと、靖史は必死に彼を引き剝はがそうとした。


　すると、先端に甘く、歯を立てられる。


「んぁっ、ああっ……!!」


　敏びん感かんな箇か所しよにもたらされた強い刺激に、靖史はびくんと腰を跳ね上げ、ついでなだめるように這わされた柔らかな舌先に、思わず自身を擦こすりつけた。


　その瞬間、先端の割れ目を舌でこじ開けられる。


「はあぁっ!!　あああっ……!!!」


　白光のような熱が爆はぜ、靖史は大声をあげながら、突つき上げるように自分で両りよう腿ももを押し広げた。ウィリアムの髪を強く握り締めながら、再び白はく濁だくをあふれさせる。


「……あ……は…っ……」


　これまで感じたことのない、あまりに激しい射精感に呆ぼう然ぜんとしてしまうと、ウィリアムと視線が合った。


　まだ靖史を深く銜えたままのウィリアムは、満足げに瞳ひとみを細めると、靖史に見せつけるように、ゆっくりと喉を鳴らす。


　飲…まれたっ……!!


　ごくん、という喉の動きがダイレクトに自身に伝わり、靖史は一いつ瞬しゆん、頭をくらくらとさせる。


　そして慌てて引き剝がそうとすると、ウィリアムはにやりと笑って、靖史の尻を摑み、達したばかりのそこを清めるように、舌を使って、綺き麗れいに舐めしゃぶってしまった。


「っ……」


　あまりの恥ずかしさに靖史が言葉を失っていると、ウィリアムは小さく笑う。


「どうした？　とても美味うまかったぞ？」


「……!!」


　靖史がぐったりとしてベッドにからだを沈しずめると、ウィリアムは覆おおいかぶさるようにして、頰ほおに軽くくちづけてきた。


「それに、とても可愛かわいらしかった」


　そのまま顔中にくちづけを落とされ、靖史はうっとりと目を細める。


　すると、達したばかりのそこに、ゆったりと一度、ウィリアムのものが擦りつけられた。


　彼のそれも、すぐに弾はじけてしまいそうなほど硬かたく張り詰めていて、びくびくと、熱い。


　靖史が思わず頰を染めると、ウィリアムは苦く笑しようしてみせ、唇の上に軽く、くちづけてきた。


「つい我が慢まんできずに飲んでしまったが……今日は一いつ緒しよに達いきたいんだ。もう一度……いいだろう？」


「う、ん……」


　でも、それより。


　靖史はおずおずとウィリアムのものに手を伸のばした。


　手のひらを弾くようなそれは、どくどくと熱く、いつもと同じように、太くて、大きい。


　でかいし、怖こわい、けど……でも。


　そっと手を動かすと、それはぴくんと小さく震ふるえる。


「っ……」


　ゆるゆるとウィリアムの腰が蠢き始め、ウィリアムが嬉しそうに甘く、微笑んだのが見える。


　その瞬間、からだの奥が熱く痺しびれたような気がした。


　ご褒ほう美びだというような、蕩とろけるような深いくちづけに応こたえながら、靖史はそっと心を決める。


「……これ…ほしい…んだけど…」


「ん……？」


　くちづけの合間にそう囁ささやくと、ウィリアムは気持ち良さそうな表情のまま、目を細める。


　靖史はどう言ったらいいのか困りながら、ウィリアムを見つめて、口を開く。


「……俺の中に……挿いれて…欲しいんだけど……」


　ウィリアムが目を瞠みはったとたん、どくん、と手の中の彼が、またわずかに大きくなった。


「…っ……靖史……」


　さすがにすぐには信じられないというような表情をして、ウィリアムが靖史の目を覗のぞき込んでくる。


「……本気か？　怖いから、嫌いやなんじゃなかったのか……？」


「っ……」


　覚かく悟ごを決めたとはいえ、自分からはっきりと言葉にするのは恥ずかしい。


　靖史は頭の中が茹ゆだってしまいそうだと感じながら、それでも必死にウィリアムを見て、口を開く。


「正直に言えば、まだ、怖いけど……でも、俺も、もっと、ウィリアムとくっつきたい……あなたと、きちんと、愛し合いたい」


「靖史……!!」


　堪こらえきれないというようなウィリアムの声がしたかと思うと、苦しいほど強く抱だきしめられ、すべてを見失ってしまいそうなほど、めちゃくちゃにくちづけられた。


「……ああ……今すぐ、お前に突き入れたくて、たまらないよ……」


「…う、んっ……して……挿れろよ……！」


「すぐには、だめだ……このままじゃコントロールできなくて……きっと、お前を、壊こわしてしまう……」


　激しすぎるくちづけの合間に、靖史は何度もねだったけれど、ウィリアムは頑として聞き入れなかった。


　靖史がすべての呼吸を奪うばわれてしまい、くらくらし始めた頃ころ、ようやくウィリアムはくちづけを緩ゆるめる。


　荒あらい息をつきながら、靖史がくたりと乱れたシーツの中に横たわっていると、ウィリアムはベッドヘッドの脇わきから、小さなチューブを取り出した。


「……？」


　靖史がきょとんとすると、ウィリアムはわずかに笑って、頰に柔やわらかくくちづけを落としてくれる。


「慣らすための、ただのジェルだ。……だが、本当に、いいんだな？」


「ああ、したい」


　きっぱりと靖史が頷うなずくと、ウィリアムは艶つやのある微笑ほほえみを浮うかべた。


「わかった。なら、自分で脚あしを開け」


「え……こう……？」


　靖史が、おずおずと、いつもと同じく膝ひざを立てるように足を開いてみせると、ウィリアムはふっと微笑み、首を横に振ふった。


「こう、だ」


「っ……!!」


　自分の手で膝裏を持たされ、卑ひ猥わいな形に両腿を押し広げられる。


「は…ずかしい、って……」


　靖史が真っ赤にした顔を羞しゆう恥ちで逸そらすようにして抗こう議ぎすると、低く喉のど奥おくで笑われた。


「こんなのは序の口だ。もっと、恥はずかしくなる」


「あ、ひあああっ……!!」


　言い終えると同時に、たっぷりとジェルを絡からめた指を突き入れられ、靖史はその奇き妙みような違い和わ感かんにからだを仰け反らせた。


　これまでも抱き合うたびに何度か弄いじられたことはあったけれど、それはいつも入り口近くで感じさせられてしまう程度で、こんなに深く沈められたことはない。


　しかしウィリアムの指先は、すぐにいつもの感じる箇か所しよを擦こすったから、靖史は大きく息をついて全身をわずかに緩めた。


「あ、あ、はっ……」


　他の快感に紛まぎれさせてしまうかのように、再び勃たちあがってしまった前や胸を常に弄られ、舐なめられ、喘あえがされる。


　時折はくちづけられながら、何度も後ろを、ウィリアムの指で優やさしく犯おかされていく。


　何度も継つぎ足たされていくジェルは、すぐに火ほ照てったからだに溶とかされてしまうらしい。


　自身から零こぼれ始めた先走りや、舐められたときのウィリアムの唾だ液えきと混じり、大きく開かれた尻しりの狭はざ間まにもったりと滴したたり落ちていく。


　そのたびに煽あおられ、靖史はぴくぴくと腰こしを揺ゆらしてしまう。


「…ぅ…ん……ぁ、はぁっ……」


　恥ずかしい格好ですべてを晒さらし、見られながら後ろを解ほぐされているのだと思うと、与あたえられる快感に色々なものが相まって、頭が徐じよ々じよに霞かすみ始める。


「靖史……もうこれだけで気持ちがいいのか？　いやらしい顔をしている。可愛いぞ……」


「ぁっ…ぅんっ……!!」


　そう囁かれたとたんに、からだの奥のじくじくとした痺れが、ちいさな炎ほのおに変わった気がした。


　それはキャンドルの灯あかりのように小さいけれど、それに炙あぶられ、探さぐられている場所が蕩けていくのがわかる。


　するとウィリアムが熱いため息をついた。


「もう、よさそうだな……」


「ぁ、んっ……」


　いつの間にか増やされていた指がすべて抜ぬき取られ、力の抜けかけていた両りよう脚あしを強く抱かかえ直される。


　解されたそこに、ウィリアムの太く熱い先せん端たんが触ふれた。それだけで、猛たけ々だけしく脈打つものの大きさがわかり、腰がびくりと震える。


　でも……欲しい。


　ウィリアムと、一つになりたい。溶け合いたい。


　そう感じたとたん、背を這はい上るような興奮に襲おそわれ、靖史は大きく胸を喘がせた。


　早く、欲しい。


　溶かされたそこが、ゆっくりと呼吸をし始めたのがわかる。


「……靖史……」


　その変化に気づいたのだろう。


　ウィリアムは堪えきれないというように微笑み、ゆっくりと腰を推おし進めてきた。


「っ…───!!!」


　全身を引き裂さかれるかのような太い楔くさびに、呼吸までも奪われてしまう。


　すべてがばらばらになってしまったように怖こわくて、靖史はぎこちなく、ウィリアムのからだにしがみついた。


　すると、なだめるようにくちづけられる。


「大だい丈じよう夫ぶか…？　もう少し……」


「んっ…へ、き……は…やく……」


　もっと、彼を、呑のみ込みたい。


　じんじんとそこが熱を取り戻もどしたのがわかる。


　ぬるり、とウィリアムのものが押し広げたそこを擦り、再び最奥目指して進められていく。


「っ……ぁ……」


　やがてゆっくりと動きが止まり、靖史は涙なみだ目めのまま、ウィリアムを見上げた。


「全部……入った…？」


「ああ……ほら」


　指を絡めあうようにして手のひらを掬すくわれ、二人が繫つながっている場所へと導かれる。


「あ……」


　そこにはぎっちりと隙すき間まなくウィリアムがはめ込まれ、溶けたような滑ぬめりと火照るような熱があった。


　からだの奥にも、自分のものではない脈動が響ひびき始める。


　どうしよう。


　俺、今、ウィリアムとぴったり繫がってる……。


　そう思うだけで、腰が震ふるえ、全身が蕩とろけそうになる。


「ん……は、ぁ……」


　とろりと切ない声を漏もらすと、ウィリアムが熱いため息とともに小さく笑った。


「靖史……お前の中は、熱くて、きつくて、気持ちがいいぞ……溶けてしまいそうだ……」


　彼も同じ快感を味わっていると知るだけで、からだ中が潤うるんでしまいそうになる。


　それを表すには言葉だけでは足りないと、靖史は切なさに顔を歪ゆがめながら、ウィリアムに縋すがりついた。


「…俺も……俺も、蕩けて、なくなりそう……」


　するとウィリアムは、そこからも蕩かしたいというように、甘くくちづけてくれる。


「……それなら、二人で、混ざり合ってしまおうか……」


「…！　ああああんっ…!!」


　低く艶やかな囁ささやきとともに、ゆっくりと太いものを引き抜かれ、靖史はすべてが一いつ緒しよに抜き出されるような怖さに、女の子のような声をあげてしまった。


「……なんて甘い声を出すんだ……愛いとおしくてたまらないよ、靖史……」


「あ、ああっ、あんっ……!!」


　すぐに再び突つき入れられて、今度はその衝しよう撃げきに全身を仰のけ反らせる。


　やがてそれは、本当にそこから混ざり合ってしまいそうなほど、激しく熱くなっていく。


「あんっ、あんっ、あん、ああっ……!!」


　靖史はあっという間に理性を溶かされ、自分でも耳を塞ふさぎたいほどいやらしい嬌きよう声せいをあげ続けた。


　そしてその熱は意識までをも侵しん食しよくし、靖史は、自分が何度達したのかもわからないまま、すべてを霞ませてしまった。











　自分の気持ちに気づいてしまうと、とたんに気になることが増えていく。


　朝食の席に無造作に置かれる、何紙もの英字新聞。


　自分を待つ間に彼が観みているＣＮＮ。


　頻ひん繁ぱんにウィリアムの携けい帯たいにかかってくるようになった、国際電話。


　どれもがウィリアムの本国の生活の匂においを漂ただよわせ、やがてここからいなくなってしまうのだという証あかしのようで、見かけるたびに落ち着かなくなる。


　そんなことは、最初からわかっていたことじゃないか。


　日本に滞たい在ざいするのは、長くても、二週間。


　ウィリアムには、向こうでの本物の生活がある。


　信じたくはないけれど、もしかしたら、恋こい人びとだっているかもしれない。


　自分との生活は、あくまで、ふざけた冗じよう談だんの、おまけみたいなものなんだ。


　だから、こんなにあったかい生活に、慣れては、いけない。


　どうせ、また、自分は一人ぼっちになるのだから。


　人生には、そういいことは、起こらないんだ。望みすぎては、辛つらくなるだけ。


　これくらいで、ちょうどいいんだ。


　ざわざわする胸を収めるために、別れの辛さを少しでも軽くするために、ことあるごとに、靖史は必死で自分にそう言い聞かせるようになった。


　けれど、そのたびに、治まるどころか、さらに泣き出したくなる。


　いつ、帰ってしまうんだろう。


　生まれて初めて時が過ぎることを意識し、怖くなる。


　そしてその不安は、いつもどこかに潜ひそんでいて、まるで満たされているときを狙ねらっているかのように、さりげなく姿を現す。


　いつものように抱だき合った後、ウィリアムの腕うでの中で、その温かさを嚙かみしめるときでさえ。


「どうした？　眠ねむれないのか…？」


　いつの間にか、ウィリアムをじっと見つめていたらしい。


　しかもどうやら不安げな眼まな差ざしをしてしまっていたようで、ウィリアムは心配そうに表情を曇くもらせると、柔やわらかな囁きとともにくちづけてきた。


「あー……うん、ちょっと」


　初めはそうごまかして寝ねてしまおうと、靖史は彼の胸に額を擦こすりつけたが、やはり思い直して、顔を上げる。


　妙みようなことを口走りたくはないから、ウィリアムから言ってくれるまで、待っているつもりだった。


　けれど明日で、出会ってから二週間が経たってしまうのだ。


　もう、我が慢まんできない。


「……いつ、帰るのかな、と思ってさ」


　するとウィリアムは微笑ほほえみを浮うかべたまま、ゆっくりと瞳ひとみを眇すがめた。


「……帰って欲しいのか？」


『帰ってしまう』って、英語でどう言えばよかったんだろう。


　やはり日本語じゃないと微び妙みようなニュアンスまでは伝えられないと口惜くやしく思いながら、靖史は慌あわてて言葉を繫ぐ。


「そうじゃないよ。そうじゃないけど、初めて会ったときに、長くても二週間だって言ってただろ？　だからちょっと、気になっただけ」


　靖史が少し無理をしてそう言うと、低い声で笑われ、顔を覗のぞき込まれた。


「実は私も困っているんだ。……帰るのが惜しくて、仕方がない」


「惜しいって、何が？」


　きょとんとすると、柔らかく額にくちづけられる。


「お前が、だよ。一緒に過ごせば過ごすほど、可愛かわいくなってきているだろう？　まだまだ楽しみ足りなくてね」


「可愛くなってきてるって……」


　嬉うれしかったけれど、いやらしいことを想像してしまい、靖史は思わず頰ほおを赤らめてしまった。


　するとくすくすと笑われる。


「何を想像しているんだ？　私が言おうとしたのは、日々の生活のことだぞ？　例えば……『いただきます』のこととかね。靖史、お前、実はまだ、言うのに慣れていないだろう」


「……っ」


　言い当てられて、靖史はぐっと言葉に詰つまった。


　これまでは一人で食事をすることがほとんどだったから、「いただきます」など、言う習慣はなかったのだ。ウィリアムの国でもそうだと思っていたから、気にも留めていなかった。


　ところが一緒に暮らし始めてしばらくすると、二人が揃そろった夕食の席で、いきなりウィリアムが「いただきます」と日本語で言い出したのだ。


「え……!?」


　靖史が驚おどろくと、ウィリアムは、得意そうな笑えみを浮かべた。


「日本では、家族や恋人、親しい友人などと、プライベートな場所で親密な食事をするときには、こう挨あい拶さつするのだろう？　今日、雄大に習ったんだ」


「うん、まあ……」


　そう言葉を濁にごすと、ウィリアムは、じろりと靖史を見やった。


「なら、靖史はなぜ言わないんだ？　私たちの邸やしきだってプライベートな場所で、これは親密な食事だろう？」


　親密な食事。


　その言葉が、こんなに嬉しいものだと感じたことはない。


　くすぐったさに背を押されて、いただきます、というと、嬉しいような照れ臭くさいような、妙な気持ちがした。


　さらに食事の終わりには「ごちそうさま」とまで言わせられる。


　こんなことまで教わったのかと驚いていると、さらにウィリアムは「お粗そ末まつさまでした」という日本語まで使ったのだ。


「今日は私が料理したのだから、これで間ま違ちがいないな？　よし、これで日本的にも正しく、親密な食事となったわけだ」


　ウィリアムは満足げに微笑み、靖史は胸がいっぱいになった。


　彼が自分と親密であることにこだわってくれたことが嬉しかったし、それを日本流にも深めようとしてくれたことも、嬉しかった。


　それにふと、なんだか、ほんとうに家族になったようだと思えたのだ。


　それ以来、「いただきます」や「ごちそうさま」を言うたびに、その時の気持ちを思い出して、つい照れてしまう。


　食事に関する挨拶なんて、ほんのささいな、単なる決まりごとだろうけれど、それを毎日繰くり返すことで、二人の間の何かが濃こく、豊かになっていくような気がしていたのだ。


　しかし同時に、困っても、いた。


　これが、本当の習慣として、身についてしまったら。


　ウィリアムがいなくなってしまった時、食事のたびにそれを思い出すだろうと想像するだけで、たまらなかった。


　この二つの気持ちがせめぎあって、いつもすんなりとは口に出せなかったのだ。


「……最終的にはきちんと挨拶してるんだから、別にいいだろ」


　靖史がふてくされてみせると、ウィリアムは小さく笑った。


　靖史の顔を覗き込むように肘ひじを突ついて、上半身を起こす。


　そして他にも、靖史が普ふ段だん何気なくやっていた動作や習慣などを、可愛らしいと挙げ始めた。


　それらは本当にささいなことだったから、靖史は目を丸くして、ウィリアムの顔を見上げる。


「……よくそんな細かいこと、気づいたな。見られてるなんて、全然知らなかった」


「そんな無防備なところにも、そそられていたが……では、申し開きをしてもらおうか」


「申し開き？」


「私たちはここまで一いつ緒しよに暮らしているのに、なぜ私との食事に、親密な挨拶をしたがらないんだ？　何か不満があるのか？」


　ウィリアムの口調は冗じよう談だんめいていたけれど、その眼差しには妙に真しん剣けんだったから、靖史はわずかに戸と惑まどってしまった。


「えー…っと……」


　どう答えようかと迷っていると、まっすぐに見つめられて、ゆっくりと青い瞳を細められる。


「正直に話すんだ、靖史。怒おこらないから」


「……照れ臭いんだよ」


　それだけを伝えて、靖史がふいと横を向くと、柔らかく頰を包むようにして、視線を合わせられた。


「……それだけじゃないんだろう？」


　なんでわかってしまうんだろう。


　靖史は悔くやしいように思ったけれど、どこかで少し嬉しくもあった。


　自分の噓うそに、気づいてくれた。それにきっと、膨ふくれあがるばかりで持て余していた今の気持ちを、吐はき出してしまいたくもあったのだ。それもできれば、ウィリアムに。


　直接本人にぶつけることで、少しでも楽になりたかったのかもしれない。そして少しでも自分の気持ちを、知って欲しかったのかもしれない。


「靖史」


　優やさしく促うながされて、靖史は小さく唇くちびるを嚙かんだ。


「……慣れたくないんだよ」


「慣れたくない？　何に？」


「……あったかいこと」


　これまで誰だれにも晒さらしたことのない、ありのままの本心を口にするのは、やはり勇気が必要だ。ぽつりぽつりとしか、話せない。


　我ながらもどかしく焦じれそうになると、ウィリアムが小さく微笑んだ。


　大きな手のひらでそっと前まえ髪がみをかきあげられ、ゆったりと髪かみを撫なでられる。


「大だい丈じよう夫ぶだ。きちんと最後まで聞くから、落ち着いて話してごらん。……私といると、温かい気持ちになるのか？」


「……うん。でも、それに慣れちゃ、いけないと思うんだ」


「なぜ？」


　柔やわらかく問われて、ようやく、靖史の張り詰めていたものに小さな穴が開けられた。


「俺は……独りで生きていかなきゃいけないから。親もいないし、一緒に、支え合って生きていけるような人は、誰もいないんだ。もしかしたら、これからそういう人ができるのかもしれないけど、将来のことなんて、何も、保証なんかないだろ。だからそれでも大丈夫なように、独りで寂さびしくても大丈夫なように、俺は、ずっと自分を訓練してきたんだ。なのに」


　気持ちがあふれ出そうになって、靖史は声を詰まらせる。


「……なのに、あんたといると、それを忘れそうになる。毎日すごいあったかい気持ちにさせられるし、あんなに大切な絵まで簡単にくれちゃうし、人生って、いいことがたくさんあるんだって、間違えそうになる。でも、そういうのに、俺は、慣れちゃいけないんだ」


　言い終えたとたん、突とつ然ぜん涙なみだがあふれそうになって、靖史は慌あわてて顔を逸そらせた。


　するとこめかみあたりに、そっとくちづけを落とされる。


「…靖史……私は、今と同じように、ずっとお前の傍そばにいる。誓ちかうよ」


「誓うって……だって、アメリカに帰るんだろ？」


「一度は帰らなくてはいけないかもしれないが、また、戻もどってくればいい」


　……そんなの、そう簡単にできることじゃないだろ。


　靖史は心の中でため息をつく。


　ただの生せい活かつ圏けんの違ちがいだけではない。向こうで会社まで経営しているのだ。生せい活かつ基き盤ばんを移すことだけだって、相当難しいだろう。まだ社会をろくに知らない靖史にだって、それくらいは想像がつく。


　けれど、そう言ってくれたのは、嬉うれしい。


　彼の誓いは真に受けなかったけれど、靖史はその気持ちだけに対して、微かすかな笑みを浮うかべてみせた。











　夕方になって降りだした雨に濡ぬれながら、靖史は邸やしきに向かって全速力で走っていた。


　雨は嫌きらいだったけれど、今日に限って言えば、ありがたい。


　いくら走っても、自分にも、周りにも、言い訳ができるからだ。


　今日は金曜の夜。珍めずらしくバイトが入っていない日だ。


　ウィリアムも翌日は仕事の予定がないというので、久しぶりに邸でゆっくり食事をしようと約束してあった。


　それが嬉しくて、大学の授業を終えて、飛ぶように帰っている。


　はまってるよなあ。


　我ながら靖史は苦く笑しようした。


　いつもは景色を楽しむ帰り道も駆かけ抜ぬけ、玄げん関かんを開けると、階段からウィリアムが降りてきたところに出くわす。


「た、だいま…！　雨が凄すごくて、びしょ濡れでさ……」


　二人で過ごすことに浮かれ、荒あらい息をついている自分が突とつ然ぜん恥はずかしくなって、靖史はそのまま、二階にあるバスルームに駆け上がってしまおうとした。


　しかし次の瞬しゆん間かん、ふわりと大きなバスタオルに包まれる。


　そしてウィリアムの笑みを含ふくんだ声に、タオル越ごしに囁ささやかれた。


「きっとそうだろうと思って、今、上から持って来たところだ。……おかえり」


「……ありがとう」


　小さな子供のように顔や髪を拭ぬぐわれると、大切に扱あつかわれているようで、気持ちいい。


　しかしずっとそうされるのは、やはり照れ臭くさかった。


「……でも、もう自分でできるから」


　するとゆっくりとタオルを外され、柔らかな眼まな差ざしで、優しく顔を覗のぞき込まれた。


「本当はこのまま、お前のからだを余すところなく拭ふいてしまいたいのだが……残念なことに、料理中でね」


「…!!　そ…れは、こっちから遠えん慮りよするよ…！」


　靖史が顔を真っ赤に染めると、ウィリアムはその反応を待っていたというように吹ふき出した。


「……からかうんなら、夕飯作るの、手伝ってやらないぞ！」


　靖史がウィリアムからタオルを引ったくって、階段を駆け上がると、彼はますます笑い声を爆ばく発はつさせた。


「よく拭くんだぞ？　キッチンで待ってるからな」








　憎にくまれ口こそ叩たたいたけれど、結局は二人で仲良く夕食を作り、たっぷりと時間をかけて楽しんだ。それからいつものように一階の居間へと移動する。


　靖史が手をかけて淹いれたコーヒーを渡わたすと、ソファに座ったウィリアムは自分のすぐ隣となりをぽんぽんと叩いた。


　靖史はわずかにためらう。


　最後までのセックスを望んで以来、こういう場面が多くなったのだが、どうもまだ、照れ臭いのだ。


　するとウィリアムに腕うでを絡からめられて、抱だき寄せられる。


　促されるまま、彼のからだにもたれるように座ると、ウィリアムは膝ひざの上に衛星放送のシネマガイドを広げた。


「どれだ？　さっきお前が観みたいと言っていたのは……」


「えっと……」


　靖史がガイドを覗き込んだとき、コン、コン、と居間の入り口がノックされた。


　ぎょっとして顔をあげると、そこには背の高い外国人の男が一人、立っていた。


　その男は、栗くり色いろの髪を柔らかく撫でつけ、この季節にしては濃こいダークグレーのスーツをきっちりと着込んでいる。


　しかし淡あわい緑の瞳ひとみにシックな銀フレームの眼鏡めがね、真っ白な襟えり元もとに締しめられた艶つやのある深草色のネクタイが、涼すずしげで洗練された装いに見せていた。


　年ねん齢れいはウィリアムより若そうだが、手には銀色に光るアタッシュケースを提さげ、いかにも切れ者のビジネスマンといったふうだ。


「こんばんは。お会いできて光栄です。それにしても無用心じゃないですか？　鍵かぎをかけていないなんて」


　問いただそうとしたとたんににっこりと微笑ほほえまれてしまい、靖史は思わず言葉を失ってしまった。


　すると、隣から、低く唸うなるような声があがる。


「ショーン、お前……何をしに来たんだ」


　ウィリアムの知り合いかと振ふり返ると、彼は見たことがないほど、苦々しい表情をしていた。


　けれどもショーンと呼ばれた男は、それを気にする様子も見せずに、平然と答える。


「また随ずい分ぶんなご挨あい拶さつですね。もちろん、お迎むかえにあがったんですよ。電話やＥメールで連れん絡らくしても、埒らちが明かないんですから。こんなに予定を引き延ばされては困ります」


　するとウィリアムは軽く舌打ちをして立ち上がった。


「この邸は、私と靖史だけの、プライベートな場所だ。お前といえども、勝手に入り込んでくることは許さない」


　ショーンは片手で眼鏡を押し上げながら、深々とため息をついた。


「承知しました。ですが、紹しよう介かいぐらいはしていただけるんでしょうね？　靖史さん…ですか、彼にとっても、これでは失礼でしょう」


　ウィリアムは、いかにも渋しぶ々しぶという様子で靖史の方を振り向いた。


「靖史、彼は、ショーン・ヘイワードだ。私の秘書のような仕事をしている」


　靖史がショーンへと目を向けると、いつの間にか彼は、じっと靖史のことを見つめていた。


　繊せん細さいな眼鏡の奥から、淡い緑の瞳が、上から下へと容よう赦しやなく眺ながめていく。


　その目つきはまさしく値ね踏ぶみをする者のもので、靖史は居い心地ごこちが悪くなった。


「ショーン、彼は、沢村靖史。私の友人で、大学生だ」


　靖史が負けじと見つめ返すと、ショーンはにっこりと微笑み、手を差し出してきた。


「初めまして、ショーン・ヘイワードです。あなたには一度、どうしてもお会いしておきたかった。ウィリアムから話を聞いていましたからね。彼とは仕事だけではなく、家族ぐるみで付き合っているんです」


　そう言うとショーンはウィリアムに向かって微笑んで見せた。


　返すウィリアムの苦々しげな表情が気にかかったが、靖史は礼れい儀ぎ通りにショーンの手をしっかりと握にぎり返す。


「沢村靖史です。初めまして。こちらこそ、お会いできて光栄です」


　するとウィリアムが割って入るように、さりげなく靖史の肩かたを抱いた。


「もうこのへんでいいだろう。靖史、悪いが少し外させてもらうぞ。どうやら仕事の話をしなくてはいけないらしい。……ショーン、二階へ行ってくれ。ゲスト用の居間で話そう」


「わかりました。では靖史さん、また後ほど」


　二人が足早に立ち去ってしまうと、靖史は気が抜けたようにソファにへたり込んだ。


　……とうとう、帰っちゃうのか……。


　指先に触ふれたシネマガイドが、遥はるか昔の遺物のように思えた。











　もうほとんど日が落ちきるという頃ころ、靖史はため息をつきながら、大学の正門を出た。


　ようやく、ゼミが終わったのだ。


　午後の遅おそい時間帯から始まるうえに、テーマや教授の熱の入れようによって大おお幅はばに終しゆう了りよう時間が延びる、恐きよう怖ふの授業である。この曜日には私用はもちろん、アルバイトも入れられない。


　だから、帰ろうと思えば、このまますぐに邸やしきに帰れる。


　けれど、靖史はためらっていた。


　もしかしたら、邸に帰っても、もう、ウィリアムがいないかもしれない。


　ショーンがやってきて以来、ことあるごとにそんな気がして、怖こわくなってしまうのだ。


　あの晩、ショーンは結局、小一時間ほどで邸を辞した。


　ウィリアムもすぐに居間へ戻もどってきて、ショーンが迎えに来るほど本国に戻らなくてはいけない状じよう況きようでもなく、むしろ彼がきたことで日本での仕事が増えそうだと笑って説明してくれた。


　そして、その言葉を証明するように、あれから二週間以上が経たった今でも、ウィリアムはまだ日本にいる。仕事で遅くなる日も、少しずつ増えている気がする。


　でも。


　靖史の脳のう裏りに、自分を値踏みしていたショーンの目つきが浮うかんでは消える。


　別にショーンとの関係が悪いわけではない。でも、どうも、それだけでは済まないような気がしてたまらないのだ。


　ウィリアムを信用しないわけじゃない。具体的に何があるわけじゃない。けれど、ぼんやりした不安が消えない。


　それどころか、以前からのものと相まって、日々強く、大きくなっていく。


　我ながら馬ば鹿か馬鹿しい、と再びため息をついたとき、背後から軽いクラクションの音がした。


　驚おどろいて振り返ると、そこには、濃のう紺こんのプジョーが一台停とまっていた。運転席からはショーンが顔を覗のぞかせている。


「どうぞ。迎えに来ました」


　靖史はわずかに戸と惑まどったが、ぜひにと乞こわれて、助手席に乗り込む。


　すると驚くべきことに、ショーンの口から、綺き麗れいな日本語が零こぼれ出たのだ。


「おかえりなさい。お疲つかれさまでした」


「えっ……日本語？」


　靖史が驚いて彼を見つめると、ショーンはにっこりと微笑んだ。


「驚いていただけましたか？　いつもは必ずウィリアムがいたので披ひ露ろうする機会がありませんでしたが、実は、祖母が日本人なんです。それで大学では日本文学を副ふく専せん攻こうにしました。ですから、読み書きともに、たいていのことには不自由しません」


「そ…うなんですか……」


　靖史は感心して頷うなずいた。


　どこから見ても外国人という彼から、流れるように美しい日本語が出てくるさまは、うっかりすると、現実感を失いそうになる。


　ショーンはそれを見み透すかしたらしく、わずかに苦く笑しようした。


「靖史さん、実は、お話ししたいことがあるんです。どこかに寄らせてもらえませんか？」


「え……。別に、いいですけど……」


　靖史が頷くと、ショーンは迷うそぶりも見せずに、ハンドルを切った。








　連れて行かれたのは、閑かん静せいな住宅地にあるこぢんまりとしたホテルだった。


　靖史たちの邸と同様、賑にぎやかな都心でも少し入ればこんなに静かなのかと驚くような場所に、ヨーロッパの高級レジデンスといった雰ふん囲い気きをたたえている。


「たまたま人に紹介されたホテルですが、とても気に入っているんです。隠かくれ家的な雰囲気がいいし、ラウンジやレストランにゲスト以外の人が訪おとずれるのは稀まれだそうで、寛くつろげますしね。あなたたちの邸に行くには車のほうが便利ですし、ちょうど良い」


　そんなショーンの言葉とともに、靖史は彼の部屋へと案内された。


　ショーンの部屋は、かつてウィリアムが泊とまっていた時のものとは違ちがい、ごく一いつ般ぱん的てきな客室のようだった。


　それでも長期滞たい在ざいが意識されているためか、広々としている。


　ドアからベッドに至るまでの間にこぢんまりとしたリビング・スペースがあって、小さなソファセットが置かれていた。ライティング・デスクやチェストまである。


　さらにベッドの向こうのテラスはちょっとした庭のようにしつらえられ、デッキ・チェアまで置かれていた。


「どうぞ、座ってください。コーヒーでいいですか？」


「はい」


　促うながされるまま、靖史が二人掛がけのソファに座ると、ショーンがコーヒーを淹いれて渡わたしてくれた。インスタントに近いもののようだが、香かおりはいい。


　ショーンは自分も同じものを片手に、向かいに座った。


　彼が何も言わずにカップを口に運んだので、靖史も黙だまってそうする。コーヒーは温かく、なかなか美味おいしかった。


「わざわざおいでいただいたのは他でもありません。ウィリアムのことです」


　ショーンはやはり流りゆう暢ちような日本語で、単刀直入に切り出した。


「あの邸に関しては契けい約やく通りに致いたしますから、彼と、別れて欲しいのです」


「…ええっ？」


　別れる？


　なんで？


　っていうか、俺、ウィリアムとちゃんと付き合ってるってことになってんのか!?


　靖史は湧わき起こった様々な疑問にコーヒーを零こぼしかけた。


　しかしショーンはまるで世間話をしているように微笑ほほえむ。


「あなたは彼のことを知らないようですので仕方がありませんが、このままでは彼の将来にとってよろしくない」


「よろしくないって……何がですか」


　あっけにとられてそう尋たずねると、ショーンは少し考えるような表情をした。


「……彼の名前を知っていますか？」


「もちろん。ウィリアム・ヒューズ、でしょう？」


　靖史がやや気色ばんでそう言うと、ショーンはため息をついた。


「確かに彼はよほどのことがない限り、母上の姓せいまでしか名乗りません。でも私がお聞きしたかったのは、正式な名前です。ウィリアム・ヒューズ・レイフォード。これが彼の本当の名前です」


　そういえば、飛驒が邸を探していたときに、電話の相手にそう伝えていたかもしれない。


　靖史が思い出しかけたとき、ショーンはコーヒー・カップを静かにテーブルの上へ戻した。


「レイフォードという名前を聞いたことはありませんか？」


「……ない、です」


　するとショーンは再び小さくため息をつく。


「レイフォード家とは、アメリカが建国された時代に端たんを発し、莫ばく大だいな富と権力を有してアメリカ社会に多大な影えい響きようを与あたえ続けている、世界有数の財ざい閥ばつです」


　……莫大な富と権力を有した……世界有数の…財閥!?


　すごい金持ちだとは思ってたけど……。


　あまりのことに靖史はあんぐりと口を開けた。


　けれど同時に、かつてウィリアムが靖史のアパートで話してくれたことも思い出す。


「……でも、ウィリアムは、高校を卒業する頃ころまですげえ貧びん乏ぼうで、そのあと頑がん張ばって成功したって聞きましたけど……」


　ショーンはちらりと笑みをみせた。


「それは確かにその通りです。彼の母上は、彼を産むとすぐに、二人で姿を隠しました。父親となるロバート様にはすでに正式な妻がいたし、レイフォード財閥の長でもあったので、そのままではウィリアムが、財閥の複雑な跡あと継つぎ争いに巻き込まれてしまうと考えたのですね。ただ、ロバート様は彼女をとても愛していたので、長い時間をかけて捜し続けました。そしてウィリアムが高校を卒業する頃に、ようやく二人を見つけ出したわけです。だから、それまではとても苦労したと聞いています」


　ショーンは心の底から残念だというように深いため息をついた。


「とはいえ、発見されたときは、ウィリアムも母上も、いまさら財閥に関かかわるつもりはないと、援えん助じよを断られたのです。しかしそれではロバート様の気持ちが収まらない。そこで私の父親が二人を説き伏ふせ、生活に困らないような取り決めをしたのですが……。とにかくそういう事情もあって、ウィリアムは積極的に財閥と関係を持とうとはしませんし、母上の姓までしか名乗らないのです。ですから彼の成功は、財閥とは無関係です。彼だけのものですよ」


　ショーンはそのことが本当に嬉うれしいというように、誇ほこらしげに微笑んだ。


　……ウィリアムのことを本当に、尊敬してるんだな。


　靖史が密ひそかに驚いていると、ショーンはひとつ咳せき払ばらいをして先を続けた。


「ちなみに、私の家系は、代々、レイフォード家に仕えているんです。私は自分が仕える相手として、ウィリアムを選びました。大学の頃から友人づきあいをしていて、彼の頭脳はもちろん、人ひと柄がらやカリスマ性など、同年代の一族の方々の誰だれよりも、次期当主にふさわしいと思ったのでね」


　いったん言葉を切ると、ショーンは意味ありげに靖史を見やった。


「もちろん、期待しているのは私だけではありません。一族の多くの者が、彼の生まれや育ちにかかわらず、多大な期待を寄せているんです。…この意味がわかりますよね？」


「……それだけ、ウィリアムが凄すごい器うつわだってことでしょう。それはわかりましたけど、だから何なんですか？　俺は、ウィリアムが邸やしきに住みたいといったから、彼が帰るまで一いつ緒しよに暮らしてるだけだ。別に、彼を引き止めているわけでもなんでもない」


「……なるほど」


　ショーンは、形のいい眉まゆをあげるようにして、優ゆう雅がに長い脚あしを組み替かえた。


「ということは、あなたは彼の恋こい人びとでもなんでもないということですね？　まあ、ウィリアム自身もあなたを友人と紹しよう介かいしていましたが……」


「……そうです」


　自分で認めるのは辛つらかったけれど、恋人かと問われて肯こう定ていできるまでの自信はなかった。


　靖史は、唇くちびるを嚙かみしめるようにして頷うなずいてみせる。


　するとショーンは、考えあぐねるようにソファの背にもたれて、アームに肘ひじをついた。


「……よくわかりました。ただ、念のためにお話ししておきます。彼にはすでに、アメリカに婚こん約やく者しやがいます」


「え!?」


　弾はじかれたように顔をあげると、ショーンは微かに笑えみを浮うかべた。


「いわゆる政略結けつ婚こんですが、婚約者は婚約者です。財閥全体にも多大な効果を与えることは周知の事実ですし、彼が当主となるには、その結婚が欠かせません。ですから、あなたがそれを阻はばむようであれば、私は、絶対に許さない」


　穏おだやかだが半ば脅おどすような内容に、靖史は反射的にむっとした。


「だから、俺は邪じや魔まなんかしてない。でも、そんな、次期当主とかって、本当にウィリアムが望んでることなんですか？　俺には、とてもそうとは思えないけど」


　靖史の脳のう裏りには、かつて引っ越こしのときに靖史のアパートで、今の生活で満足していると笑った彼の表情が蘇よみがえっていた。あのときの彼の口調や、財閥に関わる名字を自分では名乗らないことから考えても、とてもそうとは思えない。


　ショーンは軽く目を瞠みはると、苦く笑しようして口を開きかけた。


　その時、軽かろやかなチャイムが響ひびく。


「……失礼」


　靖史はショーンの関係者だと思ったのだが、彼にも心当たりがないらしい。


「……どなたですか？」


　不ふ審しんそうな表情をして立ち上がると、日本語を使いながら、ドアの前まで歩いていく。


　するとドアの向こうからも、張りのある女性の日本語が返ってきた。


「ショーン！　私よ、ニア！」


　日本語なのに、ニアって……名前か？


　靖史が驚おどろいて身を乗り出すと、ショーンがドアを開けたところが見えた。


　ドアが開くやいなや、背の高い外国人の女性が、勢い良く部屋に入ってくる。ショーンよりは靖史に歳が近そうな、若々しい女性だ。


「ふふ、驚いたでしょ！」


「…ニア……私は、滞たい在ざい先さきまではお教えしなかったと思いますが？」


　彼女は天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を見せたが、ショーンは苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような表情をした。


「あら、先客がいたのね。ごめんなさい」


　ニアと呼ばれた女性は、そんなショーンの表情など気にも留めない様子で、さっさと部屋の奥まで入ってくると、靖史の対面に腰こしを下ろし、美しい脚を組んだ。


　……すげえ美人だけど……外国人、だよな……？


　ショーン同様、流りゆう暢ちよう過ぎる日本語でさらりと謝られて、靖史はまじまじと目の前の女性を見つめた。


　ゆるやかに波打つ褐かつ色しよくの長い髪かみに、艶つややかな睫毛まつげに縁ふち取どられた大きな漆しつ黒こくの瞳ひとみ。その色みこそ日本人とよく似ているが、彼女の彫ほりの深い目元や、すっきりと上品に通った高い鼻すじは、まごうことなき外国人のものだ。


　その目鼻だちは、高い知性と意志にあふれた、どことなく近寄りがたい雰ふん囲い気きを醸かもしてもいる。しかし彼女は、柔やわらかそうな髪をしどけなく結ゆい上げ、胸むな元もとまで深く切れた群ぐん青じよう色いろのカットソーに、優美な白のカプリパンツ、華きや奢しやでヒールの高いサンダルを組み合わせることで、グラマラスなからだと形のいい長い脚を嫌いや味みなく惹ひきたたせ、女らしい魅み力りよくを漂ただよわせていた。


「私がお教えしたのは、携けい帯たいの番号だけのはずですよ、ニア。部下にわざわざ調べさせたんですか？」


　ショーンが苦々しい表情のままでそう促うながすと、彼女はようやく肩かたを竦めてみせた。


「別にそのつもりはなかったんだけど。でも不思議じゃない？　情報って、知りたいと思っていると、自然と自分から飛び込んでくるのよね」


「……このホテルはあなたのグループの系列ではないからと安心していましたが……あなたの人脈を甘くみていたようだ」


　ショーンは諦あきらめたようにため息をつくと、彼女のためにコーヒーを淹いれて渡わたし、その隣となりに座った。そして靖史に向かって、彼女を紹介する。


「靖史、こちらは、ニア・カヴァルコスです。あなたと同い年ですが、学生ではありません。大学は飛び級であっさりと卒業してしまい、その後は、お父上の持つ多くの事業の中でも、業績不ふ振しんの企き業ぎようを次々と再生させて、アメリカで一いち躍やく、寵ちよう児じとなった女性です。お父上は、海運王として著名なイオアニス・カヴァルコス。カヴァルコス帝てい国こくとも讃たたえられる、強大なカヴァルコス・グループを一代にして創つくり上げた方です。もちろん彼女は、その後こう継けい者しやとしても、内外から大きな期待を寄せられています」


　……すげー……ウィリアムといい、ニアといい、世の中には、想像もつかないような人がいるもんなんだな……。


　同じ歳の女の子とはいえ、自分とは天と地ほども違ちがう境きよう遇ぐうに、靖史はただひたすら感心していた。


　するとショーンは咳せき払ばらいをして靖史の注意を引き戻もどし、念を押すようにじっと目を覗のぞき込んできた。


「そしてこの方が、先ほどお話しした、ウィリアムの婚約者です」


　……この人が!?


　靖史がぎょっとすると、ニアは平然として視線を合わせ、にこりと微笑ほほえんでみせた。


「はじめまして、沢村靖史さん。あなたが、今、ウィリアムと一緒に住んでいる日本人の大学生、よね？」


　自分のことを知っているのかと、靖史が目を丸くすると、ニアは、長い脚を優雅に組み替えて微笑んだ。


「失礼だとは思ったけれど、色々と調べさせてもらったわ。仮にも私の婚約者が、予定を大おお幅はばに過ぎても日本から戻らないんですもの、心配じゃない。どうせショーン、あなたに聞いたところで、ウィリアムの不利益になる情報を教えるわけがないし」


　ニアは小さく笑うと、細い腕うでを組み、綺き麗れいに手入れされた指先を、考えるように頰ほおにあてた。


　その視線はまっすぐに靖史へと向けられ、全身をゆっくりと、くまなく見つめられていく。


　彼女の眼まな差ざしは、いつかの晩のショーンなど比ひ較かくにならないほど、露ろ骨こつに値ね踏ぶみをしていた。しかもそれを、隠かくそうともしない。


　靖史はむっとして、彼女の瞳を睨にらむように見つめ返した。


　するとニアは、ふっとその漆黒の瞳を和やわらげた。


「ねえ、靖史。あなたは、ウィリアムに、何をしてあげられるというの？」


「……え？」


　思いがけない質問に、靖史が目を丸くすると、ニアは小さく肩を竦めた。


「じゃあ、質問を変えるわ。あなた、大学で経済を勉強しているんでしょう？　現在のレイフォード財ざい閥ばつに、一番必要な事業は何だかわかる？」


「……さあ」


　レイフォード財閥という存在すら、さっき知ったばかりなのだ。そんなこと、わかるはずがない。


　靖史が顔をしかめてそう答えると、ニアは呆あきれたような表情をみせた。


「あなた、経済を勉強しているくせに、レイフォード家のことも知らなかったの？　じゃあ、教えてあげる。答えは、海運よ。そのせいで、今、競争相手にわずかに後おくれをとっているの。でもそこを補えば、レイフォード財閥は、またいちだんと大きく飛ひ躍やくできるわ」


　ニアはそこで大輪の花が咲さき誇ほこるように艶やかに笑った。


「つまり、私には、彼の成功の手助けができるってこと。父親の事業と繫つなぐだけではなくて、私自身の能力によっても、彼の力になれると思うわ。それだけの実績は出してきたつもりよ。それに私は、ウィリアムの人ひと柄がら以上に、彼の才覚にも惚ほれてるの。私と結けつ婚こんすれば、彼の才能をもっと磨みがいてあげられるわ。ねえ、靖史、彼にはそういう女性が必要だとは、思わない？」


　ニアの言い草は悔くやしく、腹が立ったけれど、それを悟さとられるのは屈くつ辱じよく的てきだ。


　だから靖史はさりげなく、けれど内心は必死で反論した。


「……確かに、俺にはできないだろうけど……でも、ウィリアムが望んでいるのは、そういうことじゃないかもしれないだろ」


　しかし、ニアは余よ裕ゆうたっぷりに微笑む。


「そうかもね。でも、私が彼にしてあげられるのは、ビジネスのことだけじゃないわ。どういうことかわかる？　私は、女よ。彼に家族を作ってあげることができるわ。私と彼だけじゃない、子供たちのいる、温かくて幸せに満ちた家庭をね」


「……!!」


　一いつ瞬しゆんにして、靖史の脳裏に、あの外国の家族の絵が蘇った。


　幸福そうな父親と、母親と、子供。


　幼い頃ころ、眺ながめるだけで勇気づけられた、温かく幸せな空気。


　そしてその絵に向かって、これこそが望んだ幸せな人生なのだと、満足げに語った父親の姿。


　ウィリアムも、そんな父親を素す晴ばらしい人だと褒ほめてくれた。


　それは彼にとっても、それが、思い描えがく幸福だからじゃないだろうか。


　……でも、俺には、それすら、してあげることができないんだ……。


　彼には色々なことをしてもらっているけれど、自分が彼にしてあげられることは、何もない。


　靖史は言葉を失い、うつむきかけた。


　するとほぼ同時に、ショーンが小さくため息をついて、腕うで時ど計けいに目を落とした。


「……ああ、もうこんな時間だ。靖史、そろそろあなたを邸やしきにお送りしなくてはいけませんね。ニア、慌あわただしくて申し訳がありません。ですが、私もまだ、向こうに用があるんですよ」


　丁てい寧ねいだが有う無むを言わせぬ調子でそう言うと、ショーンはさっと立ち上がった。


　送ってもらうつもりなどなかったのだけれど、渡りに舟ふねだと、靖史も慌あわててショーンに続く。


　するとニアは予想に反して、上じよう機き嫌げんそうに小さく笑った。


「ええ、わかってるわ、ショーン。私たちのディナーの場所まで、ウィリアムを送り届けてくれるんでしょう？」


　……『私たちのディナー』？


　靖史が驚おどろいてショーンを見やると、彼は完全に表情を消したまま、ニアを見つめてゆっくりと片方の眉まゆをあげた。


　するとニアは、その視線を受け止めるような目つきをして、流れるような仕草で立ち上がる。


　そして靖史を見やると、鮮あざやかに微笑んでみせた。


「彼は、私を、選ぶわよ。どう説明されるかはしらないけれど、今夜のディナーに誘さそったのは、私なの。それに、もしかしたらもう、彼は邸に戻らないんじゃないかしら。……美味おいしいものをたっぷりと味わい合うには、一晩だけじゃ、たりないものね」


「……!!」


　ニアのきわどいせりふに、靖史は言葉を失ってしまう。


　彼女は小さく笑い、別れの言葉を口にすると、優ゆう雅がな足取りで部屋を出て行った。








　本気で一いつ緒しよに帰るつもりはなかったのだけれど、迎むかえに行くといって出たのに別々に戻ってはウィリアムが心配するからと言いくるめられて、靖史は結局、ショーンに連れられ、邸に戻った。


　邸の玄げん関かん扉とびらを開けると、目の前の大広間にウィリアムが立っている。


「ああ、お帰り」


　煌きらめくような照明の下で、彼は、チャコール・グレーの三つ揃ぞろいのスーツを着て、黒に近い艶つややかな紺こんに白のドットが入ったネクタイを確かめていた。


　胸ポケットには白いチーフをさりげなく覗かせ、フォーマルな雰ふん囲い気きの中にも遊び心を滲ませたその姿は、これまで見た彼のどのスーツ姿よりも魅み力りよく的てきに見える。


　……ニアとのディナーに、行くんだ。


　それも、今まで自分が見たことがないくらいに、気合いの入った格好をして。


　それがニアに対する気持ちの表れなのだと愕がく然ぜんとして、靖史がウィリアムを見つめていると、それに気づいた彼は、申し訳なさそうな表情を浮うかべた。


「悪いが、急にビジネス・ディナーをセッティングされてしまったんだ」


　ビジネス・ディナー？


　噓うそつけ！　ニアと、デートだろ!?


　そう叫さけびかけたけれど、つかれた噓が喉のど奥おくに詰つまったように感じて、うまく言葉にすることができない。


　しかしウィリアムは、そんなことにはまったく気づかない様子で、じろりとショーンを睨みつけた。


「十八時以降には仕事を入れないようにと、厳しく言っておいたんだが……」


　ショーンは小さく肩かたを竦めただけで、彼の服装をチェックし始める。


「お言葉ですが、相手側の都合上、どうしてもと言われてしまったんです。……服装は申し分ありませんね。完かん璧ぺきです」


　ウィリアムは軽く舌打ちをすると、困ったように顔をしかめて靖史の顔を覗のぞき込んでくる。


「ビジネスで大変お世話になっている方で、あまり無下にもできなくてね」


　その眼差しがあまりにも完璧だったせいか、靖史はなぜかがっくりと打ちひしがれてしまった。もう、糾きゆう弾だんする気力もない。


「……俺はかまわないよ」


　それでもなんとか気力を振ふり絞しぼり、にっこりと笑って見せると、ウィリアムは安心したように微笑ほほえんだ。ぐしゃぐしゃと髪かみをかき混ぜるようにして、頭を撫なでられる。


「相手は大酒飲みで、いつも付き合わされてしまうから、遅おそくなるかもしれない。鍵かぎは持っていくから、戸と締じまりをして、先に寝ねていてくれ。それから、そういうわけで今日は夕食を作れなかったが、きちんと食べろよ」


　……帰ってくる、つもりなんだ。


　わずかな光明に迷い、靖史が口を開こうとすると、ウィリアムの向こうでショーンが呆れたように肩を竦めた。


「ウィリアムが食事まで作ってるんですか……まあそれはともかくとして、早く。遅れてしまいます」


「……いってらっしゃい」


　ショーンに急せかされて車に乗り込んだウィリアムを、靖史は不安な気持ちで見送った。








　よく考えたら、この邸で、一人で食事をするのは、初めてだ。


　だだっ広い食堂で一人きりで食事をする気にはなれずに、居間へ料理を運んできた靖史は、ＴＶを点つけながらふと思い当たった。


　たとえ一緒に食べなくても、いつもウィリアムが傍かたわらにいてくれた。


　……これから先は、もう、ずっと、こうなるのかもしれないけど。


　靖史はからだを投げ出すようにソファに座ると、プレートに載のせた夕食のメニューをぼんやりと眺めた。


　ただ焼いただけのトーストに、コーヒー。


　確かに自分で準備したはずの食事なのに、まったく食指が動かない。


　なぜだろう、と考えて、少しも食欲がないことに気づく。


　別れ際ぎわにウィリアムが夕食を摂とるようにと言い残したから、ただそれに引き摺ずられて行動してしまったらしい。


　……何やってんだよ、俺……。


　靖史はため息をついて、コーヒーだけに口をつけた。


　何気なく点けたＴＶが、ひどく賑にぎ々にぎしく、広い居間をがらんどうに感じさせるほど空くう虚きよに響ひびいた。


　もう、今日は寝ちまうか。


　……もしかしたら、眠ねむっている間にウィリアムが帰ってきて、あれは何だったんだよって思う……かも、しれないしな。


　靖史は自分に勢いをつけて、食べ残しをキッチンに片付けた。


　戸締まりをして二階にあがろうとしたが、そのために通った、廊ろう下かも、広間も、階段も、すべてが今まで気づかなかったほど、妙みように広くて、静まり返っているように感じる。


　……この邸って、こんなに馬ば鹿かでかかったっけ……。


　どこも灯あかりは煌こう々こうとつけられていたけれど、まるで深夜の博物館にでも迷い込んでしまったような心もとなさを覚えた。


　靖史は慌てて寝しん室しつに向かい、ベッドの上に腰こしをかける。そして幼い頃ころによくそうしたように、マントルピースの上にかけられた例の家族の絵を眺ながめた。


　しかし心が穏おだやかになるどころか、それは引き金となってしまい、先ほどまでの記き憶おくが、生々しく蘇よみがえっては、苦しくなる。


「……っだよ、ちくしょー……」


　ならば忘れてしまおうと、靖史はいつものようにぱちんと指を鳴らした。けれど、何度指を鳴らしても、それらは去る気配すら見せない。


「…あー……もう遅い、のかよ……俺、やっぱり弱くなっちゃった……くそっ!!」


　やけくそのようにそう怒ど鳴なると、靖史はベッドに倒たおれ込んだ。


　すると肌はだ触ざわりのいいリネンの隙すき間まから、ウィリアムの香かおりがほのかに立ちのぼる。


　……なんだよ、俺！


　とたんに泣き出しそうになり、靖史はそんな自分に大きく悪態をついた。











　気がつくと、部屋中に朝の光が満ちていた。


　大きな窓いっぱいに明るい光が差し込んでいて、空は透すけるように青い。


　あー……。


　靖史はぼんやりとしつつも再び両目をつぶり、覚かく悟ごを固めた。


　心の中で数を数えてから、ゆっくりと起き上がって、あたりを見回す。


　やはり、ウィリアムはいない。


「やっぱ、そう、だよなあ……」


　あれだけの美人と、そうではない自分。


　ウィリアムのプラスになるだろう彼女と、ならない自分。


　子供を産める女性と、男の自分。


　本当に暮らすべき祖国と、日本。


　……そりゃ、あっちを選ぶよな……。


　そう諦あきらめようとしているはずなのに、脚あしが勝手に、あちこちを歩き回ってしまう。


　ゲスト用の寝室、客間、バスルーム、二階の居間、書しよ斎さいに書庫、衣い裳しよう部屋、ベランダ。一階に降りて、居間、食堂、キッチン、喫きつ煙えん室しつ……。


　もちろん、どこにも、ウィリアムはいない。


「だから、そういうことなんだって……」


　靖史は自分に言い聞かすように呟つぶやきながら、一階の居間に戻もどり、ソファに崩くずれるように座った。


　すると指先に、昨夜から放り出してあった携けい帯たい電でん話わが触ふれる。


　おそるおそる確かめたけれど、やはり、誰だれからの着信もなかった。


　……ずっと一いつ緒しよにいるって誓ちかったくせに、噓つきな奴やつ。


　心の中で呟いたとたん、靖史は我に返って苦く笑しようしてしまう。


　…って、俺も、ほんと馬鹿だな……。


　誓われたときは、信じようともしなかったくせに。


　…………また、独りになっちゃったな。


　そのとたんに事実はくっきりとして、その重みに、押し潰つぶされそうになる。


　……あんなにあったかい気持ちなんて、知らなきゃ良かった。


　靖史はふとよぎったその気持ちを必死でなだめた。


　…いや、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だ……また、慣れればいいだけじゃねーか……。


　大きく座り心地ごこちのいい豪ごう奢しやなソファの上で、靖史は幼い子供のように小さく、からだを丸めた。








　いつしかとろとろと眠ってしまったらしく、目が覚めると、すでに午後になっていた。


　……やべ……授業、終わってるよ……。


　時計を見やってぼんやりと顔をしかめたとき、テラスの向こうに広がる庭が視界に入った。


　庭先を照らす日射しが、ずいぶん柔やわらかくなっている。そのせいか、目の前に広がる庭の芝しば生ふも、鮮あざやかな緑がいつになく落ち着いて、穏やかに見えた。


　少し陰かげった部屋の中から、そんな景色を眺めていると、心が静められていく気がする。


　そのとき、ふと、胸のうちを何かがよぎった。


　……連れん絡らくすらないなんて、おかしくないか？


　邸やしきを出るとき、ウィリアムは遅おそくなる、とだけ言ったのだ。


　もし帰らないとなったとしても、靖史の知っている彼なら、無む駄だな心配をかけないようにと、携帯に連絡くらいしてくるんじゃないだろうか。


　もしかしたら、ニアから何か聞いてるのかもしれないけど……。


　それでも、たとえ彼女を選んだとしても、もう一度くらい話す権利はあるだろう。


　わずかな希望を無理やり繫つなげているような気もしたけれど、靖史は頭を振ふってその考えを追おい払はらった。やらずに後こう悔かいするより、やって後悔した方がいい。


　眠っている間も握にぎり締しめていたらしい、手の中の携帯へと視線を落とす。


　……よし。


　ひとつため息をつくと、靖史はウィリアムの携帯番号を呼び出した。


　色々な覚悟もしていたのだけれど、数回のコールの後、それは簡単に繫がった。靖史は逆に慌あわててしまう。


「も…しもし」


　背筋を伸のばすようにして靖史は英語を使ったけれど、向こうからは、流りゆう暢ちような日本語が返って来た。


『はい。こちらはウィリアムの携帯ですが、代理で私が出ています』


　ショーンだ。


　がっくりと頭を抱かかえながら、靖史はそれを悟さとられないようになんとか平然とした声を出した。


「あの、靖史です。ちょっとウィリアムと話がしたくて、かけたんですが」


『申し訳ありません。本日は終日、誰からの電話も取り次がないよう、言われているんです』


「え？　誰からのでも……？」


　……俺だけじゃなく？


　靖史が思わずそう尋たずねてしまうと、ショーンはわずかに押し黙だまった。


「もしもし？　ショーン？」


『……いえ、やはり、ご自分の目で確かめられた方がよろしいかと思います。できれば本日の夜、こちらまでご足労いただけませんか？』


「今夜は…金曜日でバイトもないし、かまいませんけど……何を確かめるんですか？」


『それは来ていただければわかります。直接、部屋までお越こしください。時間と場所は……』


　すぐに指定の場所と時間を言われてしまい、靖史は慌てて記憶した。


「わかりました。でも、あの」


『では、お待ちしております』


「いや、…あっ……くそっ」


　もう一度たずねようとしたとたんに慇いん懃ぎんに遮さえぎられて、通話も切られてしまう。


　靖史は大きく顔をしかめて、舌打ちをした。








　ウィリアムは出会った頃ころと同じホテルの、同じスイート・ルームに滞たい在ざいしているらしい。


　外国の劇場のようなロビーには、パーティでもあるらしく、招待客らしい人々があちこちで小さな輪を作って談笑していた。日本人と外国人が半々といったところだけれど、誰もが、いかにもそれらしい趣しゆ向こうを凝こらしたお洒落しやれをして、すべてがうまくいっているというような満たされた雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。


　彼らのその華はなやかな様子に、ますます自分が場ば違ちがいだと思い知らされる気がする。


　靖史は不安を膨ふくらませながら、ひたすら視線を落としたまま、足早にそこを突つっ切った。


　一人で直通エレベーターを使う勇気などはもちろんなく、他の乗客とともに、大きなエレベーターに乗り込む。


　見覚えのあるエレベーター・ホールを通り、部屋のチャイムを鳴らすと、ショーンがドアを開けてくれた。


「…こんばんは」


「こんばんは」


　少し躊躇ためらった後、靖史は英語を使ったけれど、ショーンはにっこりと日本語で微笑ほほえみ返してくる。


　靖史は、彼に促うながされるまま、左奥のリビングルームへと足を踏ふみ入れた。


　すると右奥のベッドルームから、話し声が聞こえる。


　靖史は何気なくそちらを見やって、そのまま、その場で凍こおりついた。


　半ば開いたドアの隙すき間まから見えたのは、均整のとれたウィリアムの後ろ姿だ。


　昨日とは違ちがう、黒に近い艶つややかな紺こんのスーツを身に纏まとい、こちらにほとんど背を向けるようにして立っている。


　そしてその肩かた越ごしには、やはり同じようにこちらに背を向けているニアの姿が見えた。


　彼女は滑なめらかな褐かつ色しよくの髪かみを美しく結ゆい上げ、見事な肢し体たいを際きわ立だたせるような薄うす紫むらさきのドレスを身に着けている。その光こう沢たくのある色みは、ウィリアムと対ついになるよう選ばれたのだろう。彼のスーツとよく溶とけ合っていた。


　……お似合いの恋こい人びと同士ってやつ……？


　靖史はその痛みに顔をしかめたが、ニアが完全に後ろを向いたとたん、それを忘れてしまうほど、愕がく然ぜんとした。


　彼女の背中にあるドレスのファスナーが、尾びてい骨こつが見えてしまいそうなほど大きく、開かれていたからだ。


　そしてその細い腰こしには、ウィリアムの大きな手が柔らかく添そえられ、もう片方の彼の手が、ゆっくりとファスナーを引き上げていく。


　その光景に息を呑のんだとたん、彼らの向こうの、乱雑なベッドに気がついた。


　皺しわくちゃのリネンの上に脱ぬぎ捨てられた、セクシーなドレスに、男物のジャケット。それらはまるで昨晩を知らしめるように柔らかな皺を作り、重なりあっている。


　揺ゆれながら戻った靖史の視線の先で、隅すみ々ずみまで手入れされたニアの綺き麗れいな背中が、ゆっくりと隠かくされていった。肩けん甲こう骨こつのあたりまでが覆おおわれる。一番艶やかで美しい部分を、ウィリアムだけにしか見せず、彼の手によって隠させたのだ。


　それらすべてのことに官能的な匂においが滲にじみ、彼らの関係を如によ実じつに表しているような気がした。


　……もう、ウィリアムは全部、ニアのもの、なのか……。


　そう愕然としたことで、靖史は、実は自分が、この部屋に来るまでは微かすかだけれども希望を持っていたことを知った。そしてそれが、見事に目の前ですりつぶされ、失われたことも。


　その無残さに我を失い、彼らに声をかけるどころか、身じろぎすら、ままならない。


　そのとき、ニアが満足げに微笑んで、からだごと向き直った。


「ありがとう、ウィリアム」


　長い睫毛まつげをゆっくりと瞬またたかせるようにして微笑むと、ウィリアムを引き寄せるように、彼の頰ほおに手を伸ばす。


　────!!


　それでも呪じゆ縛ばくの解けないからだに悲鳴を上げかけたとき、後ろからぐっと肩かたを押さえられた。


　ショーンの低い日本語が、冷ややかなほど静かに、耳元に響ひびく。


「……わかりましたか？　状じよう況きようは変わったんです。あなたはもう、晴れて自由だ。くだらない約束ごとなど、すべて過去のものでしかないんですよ」


　その囁ささやきはごく微かなものだったけれど、ウィリアムとニアのところまで届いてしまったらしい。


　ウィリアムはニアの動きを遮るようにこちらを振り返り、次の瞬しゆん間かん、靖史の存在に驚おどろいたように、目を眇すがめた。


「……靖史？」


　聞きなれた彼の声でかつてと同じように名前を呼ばれたとたん、靖史の強こわ張ばりは噓うそのように解けた。絶望が激情に変わり、全身を衝つく。


「な…んだよ、この、噓つき!!」


　感情のあまりの強さに、叫さけんだ瞬間に涙なみだが噴ふきこぼれそうになった。


　靖史は必死で歯を食いしばる。


　こんなところで泣くわけにはいかない。


　新しく関係を始めている、ニアとウィリアムの前で、なんて。


　それでは自分が、あまりにも惨みじめすぎる。


　靖史は後ろに立っていたショーンを突き飛ばすようにして、身を翻ひるがえした。


「靖史!?　待つんだ、靖史!!」


「待って、ウィリアム!!」


「待ってください、ウィリアム!!」


　ウィリアムの声と同時にニアやショーンの声もあがり、諍いさかうような早口の英語や怒ど声せいが次々と飛び交かった。


　しかし靖史は構わず、そのまま部屋を飛び出す。するとドアが閉められたのだろう、やがてその気配すら遠くなった。


　なんだよ、もう、追いかけてもくれないのかよ……!!


　さらに思い知らされた事実に打ちひしがれたけれど、靖史はけして足を緩ゆるめることなく、すべてから逃にげ出すように走り続けた。


　今止まったらもう二度と動けなくなってしまうと、必死で自分に言い聞かせながら。








　けれど、邸やしきの門をくぐり抜ぬけ、ライトに照らし出されたいつもの小道を目にしたとたん、限界が訪おとずれた。


　涙があふれて、止まらなくなる。


「…っ……」


　どうしても、我が慢まんができない。


　靖史はその場に崩くずれ落ちるようにしゃがみこみ、感情のままに涙を流した。


「…っ……ふっ…ぅっ……」


　こらえてもこらえても、押し殺したはずの嗚咽おえつがあふれ出てしまう。


　口元を覆い、ぼたぼたと涙を落としながら、靖史は声にならない叫びをあげ続ける。


　なんだよ…！


　傍そばにいるって誓ちかったくせに！


　俺のこと誇ほこりに思うって、愛いとおしくてたまらないって言ったくせに!!


　今までのことが全部噓だったとしても、最後くらい、本当のこと言えよ……！


　最後ならなおさら、きちんと向き合ってくれよ……。


　たまらなくなって、靖史は泣きながら呟つぶやいた。


「……なんだよ、ずるいよ……」


　あんなふうに知らしめることはないじゃないか。


　そこで靖史は、思わず歯はがみする。


　でも、こうなっても、まだ、自分はウィリアムのことが諦あきらめられないのだ。


　生まれて初めて、ニアという他人を腹の底から妬ねたみ、殺してやりたいと願ってしまうほど。


「……くそっ…こんなことなら、好きだって、ちゃんと言えばよかったな……」


　もちろんそんなことで今の状況が変わるとは思わない。けれど、どうせこうなってしまうのなら、自分の想おもいをすべてぶつけておけばよかった。


　いつかはいなくなってしまう人だからと、躊躇っていたなんて、馬ば鹿かみたいだ。


　気持ちの出し惜おしみをしていなければ、少なくとも胸の内がじゅくじゅくと膿うんでいくような、こんな辛つらさを味わうことはなかったのかもしれない。


　ちゃんと好きだって言って……抱きしめておけばよかった。


　引き裂かれたような痛みの中で、靖史はなす術もなくそんな気持ちを嚙みしめていた。


　どうしておけばウィリアムを繫ぎとめておけたのかなど、わからない。


　けれど今、彼のからだを抱きしめたくてたまらない。


　かつて得た、あのあたたかな体温を分かちあえば……それで全てが、戻るような気がする。


　でも、できない。


　もう二度と、そんなことはできないのだ。


　ウィリアムの柔らかく甘やかすような眼差しも、愛おしむような穏やかな微笑みも、全てを受け入れるように抱きしめてくれた腕や胸も。


　全ては、もう、失われてしまったのだ。


　それがからだに染み込んだとたん、胸奥に底無しの穴ができたように感じた。


　反射的に膝を強く抱え込むと、穴に吸い込まれるように涙が止まる。


　泣き喚きたいほど苦しいのに、その苦しさが膨らみすぎて、涙すら、出てこないのだ。


　なんだよ……ふざけんなよ……。


　そんな自分の反応に改めて失ったものの大きさを思い知り、靖史はしゃがみ込んだまま、膝の上に顔を伏せた。


「あ────…………」


　絶望を少しでも逃すかのように、勝手に声が吐き出されていく。


　それがようやく途切れたところで、靖史はのろのろと立ち上がった。


　ただの動作として涙の流れた頰を拭ぬぐい、埃ほこりも払はらわず邸に向かって歩き始める。








　ようやく慣れ始めたはずの邸も、今ではまるで他人の家に迷い込んでしまったように、よそよそしく感じられた。


　靖史は迷わず、二階の自分の寝しん室しつへと向かう。そしてベッドの縁ふちに腰をかけると、マントルピースの上にかかった外国の家族の肖しよう像ぞう画がを眺ながめた。


　彼らはいつもと同じように、こちらに向かって幸福そうに微笑んでいる。


　ぼんやりとそうしているうちに、いつしか幼い頃のように話しかけていた。


「……やっぱさ、人生ってのは、そううまくはいかねーよな……いいことなんか起こらないんだって、親おや父じが死んでからずっと自分に言い聞かせてたつもりだったんだけど……ちょっと、油断した」


　あったかいこと、知りすぎちゃってさ。


　そう口にしようとしたとたん、再び涙があふれそうになって、靖史は唇くちびるを嚙みしめた。


　堪こらえるために、絵の中で笑う父親に向かって、ぎこちなく微笑んでみせる。


　……いや、慣れちゃ駄だ目めだってのは、わかってたんだけど。


　どうせいなくなっちゃうんだって、自分にも言い聞かせてきたつもりだったんだけど。


　でも、やっぱりどこかで、期待してたんだ。


　だって……ウィリアムとの毎日が、あったかすぎたから。


　ウィリアムといると、これまでの辛かったことなんて全部忘れそうになるくらい、あったかい気持ちになれたから。


　だから、ちょっと勘かん違ちがいしたんだ。


　もしかしたら、今までの悪いことが全部ひっくり返って、ウィリアムと出会えたんじゃないか、とかさ。


　だからあのままずっと……ずっと一いつ緒しよにいられるんじゃないか、とかさ。


　……俺なんかの不運じゃ、全部足しても、ウィリアムとは釣つり合わなかったってことかもしれないけど。


　靖史は苦笑しようとして失敗し、ただ、顔を歪ゆがめた。


　だって、世界有数の財ざい閥ばつの跡あと継つぎ候補で、でも自分の力だけで成功してて、ニアみたいな女の子が婚こん約やく者しやで……って、もう凄すごすぎて、わけわかんねーよ。


　それに比べて、俺には、何もない。


　ただの貧びん乏ぼうな大学生で、普ふ通つうの女の子みたいに、家族をつくることすら、できない。


　本当だったら、俺なんか、ウィリアムと出会うことすら、ありえないんだ。


　そこまで考えて、靖史はうつむき、ため息をついた。


「……そっか……俺なんかがウィリアムと出会えて、ちょっとでも一緒に暮らせたってことで、今までの不運はチャラなのかもな……」


　辛すぎるけど、人生なんて、やっぱり、そんなものなのだろう。


「でもさ……だとしたら、あのあったかさは噓うそじゃなかったって思い込むくらい、いいよな？」


　靖史は縋すがるような気持ちで、絵の中の家族を見上げた。


　キャンドルの炎ほのおではなく、明るいランプの光のせいか、彼らの笑え顔がおは、靖史の願いを柔やわらかく拒きよ絶ぜつしているように見えた。


　自身の虚むなしさを見み透すかされたような気がして、靖史は再びそっとうつむく。


「そりゃ……そんな思い込み、虚しくなるだけだってわかってるよ。今思えば、きちんと好きだって言われたこともなかったわけだし……」


　あんなにからだの隅すみ々ずみまで愛されたけれど。


　高価な絵画を買ってもらったけれど。


　優やさしい言葉や褒ほめ言葉をふんだんに与あたえられて、確かに心を満たされたけれど。


　それでも今思い返してみれば、言葉で愛を告げられたことは、一度も、ない。


　立て続けに色々あって結局質ただせなかったけれど、ウィリアムには初めから、婚約者がいたのだ。だからそれは当然のことなのだろう。


　ウィリアムが、本気だったはずがない。


　どう思い込もうとしても、やはり自分は、邸と一緒に金で買われた、都合のいい相手だったのだ。


「……それなのに俺は、あったかいとか……勝手に、舞まい上がってただけってことだよな……馬鹿…っていうより、なんかもう、イタイな、俺……」


　心臓を鈍にぶく刻まれるような痛みに、靖史は思わず手のひらで胸を押さえた。


　そのまま所在無く顔をあげたとたん、あることに気づく。


　この邸にいる限り、この痛みを抱かかえたまま、暮らしていかなくてはいけないのだ。


　たとえ寝室を変えたとしても、キッチンや食堂、一階の居間はもちろん、階段や踊おどり場、大広間や門から邸に向かう小道にまで、ウィリアムと過ごした温かな記き憶おくはしっかりと染しみついている。


　たとえそれがすべて噓だったと知った今でさえ、思い出せば、記憶はやはり、温かい。ほんのわずかに苦いとしても。


　もちろん時間さえ経たてば、どんな記憶だって薄うすれるはずだ。


　しかしそれを待つことは、かつて孤こ独どくに慣れたときの何倍も、辛くなりそうな気がした。


　ただの不在に馴な染じむだけでは足りない。


　諦めていたはずのものを自ら求めて、錯さつ覚かくにしても一度は満たされてしまったのだ。


　それを、忘れる。


　その欠落は大きいというのに、それを温め、慰なぐさめる思い出は、贋にせ物ものの苦い記憶だけしかない。


　それを毎日突つきつけられながら暮らすなんて、今の自分には、耐たえられそうにない。


　靖史は大きくため息をついて、心を決めた。


　この邸やしきを、出ていこう。


　どうせ、俺には過ぎた幸運だったんだ。


　もうアパートには戻もどれないけど、ひとまず壱の部屋に泊とめてもらえばいい。


　それから先のことなど、もう知ったことか。


　靖史は半ばやけを起こしつつも、思い切るように、絵の中の家族を見つめた。


「決めた。俺、ここを出て行くよ。また、お別れだ。短い間だったけど……一緒に暮らせて、すげえ嬉うれしかった」


　この絵とも、……ウィリアムとも。


「……よし！」


　改めて自分に気合いを入れると、靖史はしまい込んだはずのダンボールを探すために立ち上がった。








「ダンボール、ダンボール…っと、あった、あった」


　黙だまっていると再び記憶が蘇よみがえってしまいそうな気がする。


　靖史は自分を集中させようと、考えたことをなるべく口に出すようにしていた。


　よく考えると我ながら怪あやしいけれど、あえて目をつぶって、独り言を呟つぶやきながら、ウォークイン・クロゼットの隅すみに畳たたんでおいたダンボールを引っ張り出す。


　邸に引っ越こしてきてすぐの頃は、こんな夢のような話はありえないと警けい戒かいしていた。


　だからいつ状じよう況きようが変わっても困らないよう、使ったダンボール箱をこっそりとっておいたのだ。


　そのうちの一つを組み立て、ベッドの足元にある長なが椅い子すの上に置いたとき、階下で激しい物音がした。


　びくりとして手を止めると同時に、乱暴に玄げん関かん扉とびらを開ける音と、荒あらい足音が響ひびく。


　そして普ふ段だんからは想像も出来ないほど、余よ裕ゆうを失ったようなウィリアムの大声が聞こえた。


「靖史！　いるんだろう？　靖史!?」


　……ウィリアム？


　なんで……。


　驚おどろきで立ち竦んでいると、ウィリアムは、すぐに主しゆ寝しん室しつへと姿を現した。


「靖史……！」


　靖史を認めたとたんにほっとしたような表情を見せたが、すぐにダンボールに目を留め、不ふ穏おんな目つきをする。


「……何をしているんだ？」


「何って……見ればわかるだろ。荷造りだよ」


　もう取り乱したくないと、靖史は必死に冷静さを保ち、ぶっきらぼうにそう答えた。


　するとウィリアムは自分を落ち着かせるように小さく息をつき、なだめるように両手を軽く広げてみせる。


「お願いだから、説明させてくれ」


　靖史はわずかに迷ったけれど、ゆっくりと首を横に振ふった。


　説明されたところで、状況が変わるわけじゃない。よけいに辛つらくなるだけだ。


「いや……いいよ。俺じゃウィリアムにふさわしくないってことは、自分でもよくわかるし……こうやって来てくれただけで、十分だ」


　本当はその言葉を裏付けるべく微笑ほほえみたかったけれど、さすがにそこまではできなかった。


　平静さだけは装いながら、すぐに手元に視線を落とす。


　抑おさえつけた感情が、そんなものはぶち壊こわしてやるとばかりに、息苦しくなるほど、胸の内側でめちゃくちゃに暴れていた。


　今すぐウィリアムの胸に飛び込みたい、などと思ってしまう。


　好きなんだ、だから捨てないでくれと、みっともないほどしがみついて、懇こん願がんしたくてたまらなくなる。


　でも、できない。


　このまま、何事もなかったかのように、穏おだやかに、別れる。


　綺き麗れいごとのようで我ながら嫌いやだけれど、もう彼にしてあげられることは、これだけしかないと思ったからだ。


　しかしそう唇を嚙みしめたとたん、静かに、だが力強く、手首を摑つかまれてしまう。


　うつむいたままびくりと全身を固まらせると、いつの間にか傍に来ていたウィリアムに、何かを押し殺したような低い声で囁ささやかれた。


「誤解なんだ。……だから行かないでくれ。お願いだ」


「え……？」


　靖史は戸と惑まどったまま顔を上げた。


　するとウィリアムが、あふれだしそうな想おもいを堪こらえるような、切ないような眼まな差ざしをして、まっすぐにこちらを見つめている。


　息を呑のんだとたんにそのまま引き寄せられて、拒こばむ間もなく抱だきしめられた。


「……ショーンとニアからすべて聞いた。嫌な思いをさせて、悪かった。私のせいだ」


　覚えのある彼の香りに鼓こ動どう、そして優しくて温かい、大きなからだ。


　……俺の知ってる、ウィリアムだ……。


　それだけで靖史の強こわ張ばりは解け、説得されそうになってしまう。


　靖史は自分の情けなさに泣き出しそうになった。


　しかしウィリアムはもちろん、そんなことでごまかすつもりはないらしい。


　髪かみにそっとくちづけを落とすと、大きな手のひらで前まえ髪がみをかきあげるようにして、靖史の顔をあげさせた。


「昨夜、ビジネス・ディナーだったのは本当だ。だが、そこにニアが同席していた。私たちには秘密で、彼女がディナーをセッティングしていたんだ。そして別れ際ぎわ、ある提案をされた」


　ウィリアムはそこで、忌いま々いましいとでも言うように眉まゆ根ねを寄せた。


「そのまま邸に戻らず、仕事にも行かず、携けい帯たい電でん話わでのやり取りも一いつ切さいなしで、二日間彼女に付き合えば、婚こん約やく破は棄きに同意するというものだ」


　……は？


　予想もしなかったことに、靖史はぽかんと口を開けたまま、ウィリアムを見上げた。


「……ってことは、昨夜からウィリアムが連れん絡らくもなく、邸に帰ってこなかったのは、その提案をのんだから？」


　するとウィリアムは小さく顔をしかめた。


「そうだ。きちんと事情を説明できなくて、すまなかった。初めはもちろん私が自分で連絡するつもりだったんだが、条件違い反はんだ、それなら破棄なんかしないとニアに散々ごねられてしまってね。仕方なく、ショーンに任せてしまったんだ。ところが、あいつも連絡をしなかった」


　ウィリアムはますます苦々しげな表情をする。


「靖史とのことにショーンが否定的だということは知っていたが、まさかそこまでやるとは予想していなかった。私のミスだ。悪かった。それにニアが私の婚こん約やく者しやだとか、財ざい閥ばつについても、ショーンが勝手に話したそうだが……」


　半ば呆然としつつも靖史が頷うなずいてみせると、ウィリアムは大きくため息をついた。


「きちんと話していなくて、それもすまなかった。しかし言い訳するようだが、どちらもけして確定した事実ではないんだ。噓うそとまではいかないが……財閥の跡あと継つぎは他にも大勢候補がいるし、だいたい、私は継ぎたいとも考えていない。母親が苦労している姿を見ていることもあって、あまり興味が持てないんだ。


　婚約に関しては、私の父親とニアの父親が勝手に口約束を交かわしただけのもので、私はそもそも、まったく本気にしていなかった。口約束ではなんの拘こう束そく力りよくもないし、もちろん正式なものにするつもりもなかったからな。だがニア本人が婚約に乗り気なのは知っていたから、これを機に正式に破棄してしまおうと考えて、提案を受けたんだが……」


　ウィリアムはそこで言葉を切ると、そっと靖史の瞳ひとみを覗のぞきこんできた。


「……だが、やはりもっと早く、私からすべてを話しておくべきだった。そうすれば、靖史が私にふさわしくないなどと、くだらないことを聞かせてしまうことも、言わせてしまうこともなかった。ずいぶん不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまって、本当に悪かった……赦ゆるしてほしい」


　赦すもなにも……。


　靖史は一瞬、どうしたらいいのかわからなくなった。


　ウィリアムがニアを選ばず、こうして必死に引き止めてくれるのは嬉しい。


　このまま彼の背中に腕を回して、温かな胸の中で、切ない痛みを溶かしてしまいたい。


　でも、だめだ。


　自分はもう、夢から醒めてしまったのだから。


　ウィリアムと自分では、世界が違いすぎる。


　自分は、彼に、ふさわしくない。


　靖史はそっと息を吸い込むと、全てを軽く受け流すように、小さく肩を竦めてみせた。


「いや……確かにびっくりしたし、色々とむかついたけど、事情はわかったから。それに、俺がウィリアムにふさわしくないのは、本当のことだし……別にいいよ、大だい丈じよう夫ぶ」


　するとウィリアムは、今まで以上に苦々しげに、大きく深く顔をしかめた。


「ふさわしくないなどと……どうして、そんなことを言うんだ？」


　自分のことを思いやって言ってくれているのはわかったけれど、反射的にかちんときてしまい、靖史は語気を荒あらげた。


「だ…って、そうじゃないか。俺は、今、何者でもない。まだ何も、手にしてない。どこにでもいる、ただの日本の大学生だ。卒業すればもちろん働くけど、でも、きっと、平へい凡ぼんだよ。ウィリアムやニアみたいには、なれないと思う。……特にニアみたいに、ウィリアムの手助けをするとかなんて、絶対にできないだろうし……」


　話している間に胸が詰つまってきてしまい、靖史はぎこちなく視線を外した。


　しかしウィリアムは、視線を合わせるように柔やわらかく追いかけてきて、胸の詰まりを溶とかすように、前髪を優しくかきあげてくれる。


「……それに？」


「………それに……俺は、ニアみたいに家族を作ってあげられないし……」


「家族？」


「……子供、とか……」


「なるほど……靖史は子供が欲しいのか？」


　柔らかな声でそう囁かれ、靖史は言葉が通じなかったのかと慌あわてて、首を横に振った。


「違ちがうよ。俺じゃなくて、ウィリアムが、ってこと。俺はまだそんなの考えたこともないけど、でも、ウィリアムは前に俺の親おや父じの話を褒ほめてくれたし、だからウィリアムが幸せになるためには必要なんじゃないかって思って……」


「……靖史」


　必死に説明を続けていると、ウィリアムに柔らかく名前を呼ばれた。


　両手で頰ほおを包まれ、まるで子供に言い聞かせるように、額をこつんとぶつけられる。


「私が必要とするのは、靖史、お前だけだ。お前が傍にいてくれなくては、どんなものにも、意味はない。どんなに素す晴ばらしい富であれ、家庭であれ、お前がそこにいてくれなければ、私の心はもう、満たされはしないんだ」


　ウィリアムはそこで言葉を切ると、青い瞳を蕩とろけさせるように微笑ほほえんだ。


「出会った最初は、突とつ拍ぴよう子しもなく面おも白しろいことを言う奴やつだと、ただ気に入った。しかし実はかつての自分と似ていると知って、親しみを持った。それからお前の色々な表情や考え方に触ふれることができて……夢中になったよ。お前を喜ばせたり、安心させたり、可愛かわいい顔をさせたり……そうするだけで、温かな気持ちになる。靖史、お前が傍にいてくれるだけで、満たされるんだ」


　ウィリアムは靖史の左手を掬すくい、気持ちを伝えるかのように、手の甲こうに軽くくちづけを落とした。


　そして、何かを誓ちかうような真しん摯しな瞳の色をして、まっすぐに見つめてくる。


「だがそう感じるときに、お前が何をしているかなど、まったく関係がない。男だろうが、女だろうが、日本の大学生だろうが、アメリカ大統領プレジデントだろうが……まあそれだと、さすがにデートは大変かもしれないが、しかし、その程度のものだ。お前がどこで、何をしていたとしても、靖史であることに変わりはない。そうだろう？」


　ウィリアムはそこで小さく微笑むと、突とつ然ぜん、ゆっくりと右足を後ろに引いた。


　まるで忠誠を誓う騎き士しのように、左ひだり膝ひざだけを立てて、静かに跪ひざまずく。


　そして、ジャケットの内ポケットから何かを取り出した。


　それは深しん紅くの小さなケースで、天鵞絨ビロードに金糸の装そう飾しよくが施ほどこされ、見るからに高級感がある。


　ウィリアムはその蓋ふたを、靖史に見せるようにして、静かに開いた。


　その中央には、美しいアンティーク調の指輪がひとつ、飾かざるように収められていた。


　彼の青い瞳には蜜みつのような甘さが滲にじみ、しかし真摯に、靖史を見上げる。


「靖史……愛しているんだ。君に、永遠の愛を誓う。……受け取ってくれないか？」


「……!!」


　靖史は、彼のプロポーズのような動作と言葉に、動どう揺ようのあまり、立ち竦んでしまった。


「……靖史……ＹＥＳor……ＮＯ？」


　わずかに掠かすれたウィリアムの甘い声に、ようやく全身の力が抜ぬけ、崩くずれるようにへたり込む。


「……もちろん、ＹＥＳ、だ……っ」


　嬉うれしくて堪たまらないのに、胸の奥が引き絞しぼられるように甘くて、切ない。


「……ウィリアム、俺も……俺も、愛してる……」


　その感情に衝つかれるままに言葉を綴つづると、ほんの少しだけ、楽になった。


　縋すがるような視線の先で、ウィリアムの瞳が、真摯な熱に蕩けるように微笑むのが見える。


　優しく抱だき上げるようにして、ベッドの縁ふちに座らされる。


　ウィリアムは、目線を合わせるように両りよう膝ひざで跪くと、靖史の左手を掬いあげた。


　そしてその薬指に、ゆっくりと指輪を嵌はめてくれる。


　……すごい、綺き麗れいだ……。


　その嬉しさを嚙かみしめるとともに、靖史はその指輪にも見み惚とれた。


　リングの部分こそシンプルで渋しぶいゴールドだったが、流りゆう麗れいなデザインが施された台座にはきらめくような大おお粒つぶのダイヤモンドがいくつも配されていた。それらは氷のように冴さえ冴ざえと澄すみ切って、まるで自身が発光しているかのように、虹にじ色いろの輝かがやきを放っている。


　靖史は、これまではそういったものにまったく興味をもたなかったけれど、そのあまりに美しいさまには、思わず息を呑のんでしまう。


　そして星の瞬またたきのようなその指輪は、ウィリアムの愛を知らしめるように眩まばゆく輝き、靖史の心を甘く締しめつける。


　思わず小さくため息をついてしまうと、ウィリアムの低く微かすかな笑い声とともに、優しくその手を包まれた。


「……気に入ったか？」


「ああ、すごく。綺麗だ。俺はこういうのよくわかんないけど、なんていうか……芸術品みたいだ」


　するとウィリアムは、嬉しそうに微笑み、靖史の瞳を覗きこんでくる。


「それはよかった。実はこれは、私の家に代々伝えられているエンゲージ・リングなんだ。祖母から譲ゆずり受けた父が、私の母に、真実の愛の証あかしとして贈おくったものでね。つい昨日、ようやく手元に届いた」


「……そんな凄すごいもの……本当にいいのかよ……？」


　思わず靖史が呟つぶやいてしまうと、ウィリアムは零こぼれ落ちそうなほど甘く笑った。


「当たり前だろう。お前以外の、誰だれにも渡わたしたくなどない」


「……っ」


　ストレートに囁ささやかれて、靖史がつい言葉を詰まらせると、蕩かすような笑えみとともに顎あごを摑つかまれた。熱いため息とともにくちづけられる。


「……これで、お前は、私のものだ……」


「ん……」


　その甘い言葉に痺しびれ、愛を誓い合うようなくちづけに応こたえながら、靖史はその合間に、必死で言葉を紡つむいでいく。


「…俺も……あなたに、指輪……贈りたい……」


　するとウィリアムが、発情したような艶つややかな眼まな差ざしをしたのが目に入った。


　獣けもののような舌使いで、ぺろりと上うわ唇くちびるを舐なめられる。


「それは、私が、お前のものだという証としてか……？　それとも、靖史、お前も私に、永遠の愛を誓ってくれるというのか…？」


「もちろん両方、だ、って……あ、でも……これから金を貯ためなきゃいけないから、渡せるのはいつになるか、わかんないけど……」


　衝しよう動どう的てきに宣言をしてしまったものの、まったく先が見えないことに恥はずかしくなる。


　靖史がうつむきかけると、ウィリアムの低い笑い声が聞こえた。


　ますます赤くなってしまうと、再び左手を掬いあげられ、甲に柔らかくくちづけられる。


「では、急いでマリッジ・リングを作らせなくてはいけないな……」


「……結けつ婚こん、指輪……？」


　靖史が目を丸くすると、小さく笑われ、柔らかくベッドに押し倒たおされた。


「永遠の愛を誓い合うのが、結婚というものだろう？　それとも、嫌いやなのか？　一生、私の傍そばにいてくれるつもりはないのか？」


　一生、傍にいる。


　その言葉の凄すさまじい甘さに、靖史は目が眩くらむような気がした。


「……いる」


「ん……？」


　艶やかな低い声で先をねだるように促うながされて、靖史は涙なみだぐみそうになるのを必死で堪こらえる。


「……一生、ウィリアムの傍にいる。誓うよ……」


「靖史……愛している……」


「俺も……俺も、愛してる……」


　二人は愛の言葉を囁きあいながら、そこから混ざり合うようなくちづけを始める。


「ん…ふっ…ぁっ…」


　愛していると囁かれながらのくちづけは、まるで媚び薬やくを垂らし込まれているかのようで、飲み込みきれない唾だ液えきと一いつ緒しよに、靖史をとろとろに溶とかしてしまう。


　もう腕うでにすら、力が入らない。覆おおいかぶさるように動くウィリアムの背に回されていたそれらは、とうとう滑すべって、柔やわらかなベッドの上に零れるように落ちた。


　すると低い笑い声とともに、ゆっくりとＴシャツを捲まくられる。


「ほら……両手を挙げろ」


「んっ……」


　戸と惑まどいながらも言われるままに両りよう腕うでを上げると、まるで幼い子供のように脱ぬがされてしまう。


　ご褒ほう美びだというように甘くくちづけられながら、ジーンズの前も開かれていく。


　あ…俺だけ……なんて……。


　ウィリアムの優しくそそるようなくちづけには流されてしまいそうだったけれど、靖史は、なんとか力を振ふり絞るようにして、ウィリアムの胸むな元もとに手を這はわせ、くちづけの合間に喘あえぐようにねだった。


「っ…俺も……俺も、する……っ」


　するとゆったりとくちづけが止まり、蕩とろけるような優しい眼差しで覗のぞき込まれる。


「何をしてくれるんだ……？」


「……ウィリアムの服、も……」


「…ああ……脱がせてくれるのか？」


　顔を赤らめつつも、こくりと頷うなずくと、ウィリアムは堪らないというように微笑ほほえんだ。


「わかった。では……脱がせてくれ」


　しかしそう言ったくせに、ウィリアムは、自分でジャケットから腕を抜くと、床ゆかに落としてしまった。


「あっ……」


　靖史が抗こう議ぎするように睨にらむと、苦く笑しようされて、いやらしく腰こしを抱き寄よせられる。


「ジャケットくらい、いいだろう…？……早く抱き合いたくて、堪らないんだ」


　熱い囁きとともに押しつけられた彼のそこは、すでに硬かたく盛り上がっていて、スーツの生き地じ越ごしにも、煽あおるような興奮が伝わってくる。


「っ…」


　靖史は大きく息をはきながら、ウィリアムのネクタイに指をかけて、引き下げた。


　滑なめらかな生地がシャツに擦すれる音に、ひどく興奮する。


　かすかにため息をつくと、早くしてくれと甘えるように耳元にくちづけられた。


　そしてゆっくりと熱い腰を擦こすりつけられ、尻しりを大きな手のひらで丸く、撫なでられてしまう。


「…んっ……」


　ぞくりとした背骨の痺れを嚙みしめるようにして、靖史はぎこちない手つきでシャツのボタンを外していった。


　初めて見たカフス・ボタンもなんとか外し、前を開くと、鍛きたえたように引き締まったからだが現れる。


　う…わ……。


　それは思わず息を呑んでしまうほど、そそられる眺ながめだった。


　靖史は、引き寄せられるようにして、胸元から脇わきへと手を滑らせる。


　ほどよく筋肉の張った肌はだを手のひらで感じたとたん、腰こし骨ぼねに響ひびくような疼うずきに見み舞まわれた。


　ウィリアムの大きな手で、同じように撫でられたのだ。


「や…っ」


　思わずからだを捻ひねるようにして彼を睨むと、ウィリアムは柔らかく微笑んだ。


「なぜ？　同じようにしたいんだろう？」


「そう、だけど……」


　そう言いかけて、靖史はふとあることに気づいた。


「……じゃ、ウィリアムもここ、感じるのかよ？」


　するとウィリアムは息をつくようにして小さく笑った。


　顔を寄せられ、熱いため息とともに囁かれる。


「……当たり前だろう。お前に触さわられているのだと思うと、堪たまらないよ……」


「つっ…」


　その言葉に煽られて、靖史は思わずウィリアムの胸に額をおしつけた。


　自身がますます、ずくずくと疼き始めたのがわかる。


　靖史はわずかに息を乱しながら、ウィリアムのシャツを引き剝はがすように脱がせた。


　とたんに、ジーンズの前が開かれ、下着の中に手を突つっ込まれる。


「あっ…やっ……」


　張り詰つめたそこを乾かわいた手のひらで揉もみしだかれ、靖史はウィリアムに縋すがるようにして、もたらされる快感に耐たえた。


　先せん端たんから、先走りが滲にじみ出たのがわかる。


「っ…は、ぁっ…」


　びくびくと跳はねてしまうそれを堪えていると、掠かすれた低い笑い声とともに、耳元にそっとくちづけられた。


「どうした？　同じようにしてくれるんだろう…？」


「んぁっ…んんっ…」


　靖史は荒あらい息をつきながら、ウィリアムのそこに手を伸のばした。


　震ふるえる指先をなんとかなだめながら、ベルトを外して、スーツのパンツの前を開ける。


　ファスナーを下ろすと、ボクサーショーツに包まれたそこが、はち切れんばかりに膨ふくらんでいるのが見えた。


　…すげ…でかい……。


　おそるおそる手を差し込もうとすると、自身の下着をゆっくりと引き下げられる。


「え……」


　思わずウィリアムを振り仰あおぐと、青い瞳ひとみを眇すがめるようにして微笑まれた。


　そして唆そそのかすかのように、ゆっくりと一度、自身を上下に擦られる。


「…っ…」


　靖史は奥歯を嚙かみしめるようにして、真似まねるように、ウィリアムの下着を引き下ろした。


　すると、硬く大きくなったものが、ぶるりと零こぼれる。


　……あ……。


　その猛たけ々だけしさに、靖史は眩暈めまいを感じながら、おずおずと手のひらを這わせた。


　とたんに、ぐっと、大きくなる。


　…マジ…かよ……。


　その感かん触しよくに、靖史はごくりと喉のどを鳴らした。


　大きく硬い熱を握にぎり、ゆっくりと上下に手を動かす。


　すると、耳元に熱いウィリアムのため息がかかった。


　……気持ち、いいんだ……。


　そう思い当たると、びくんと自身が震えた。


「…んっ…」


　もっと、したい。


　もっとウィリアムを、気持ちよくさせたい。


「靖史……突とつ然ぜん、でかくなったぞ……私に触っただけで、感じたのか…？」


　くすくすと笑われ、靖史は恥はずかしさのあまりに目の縁ふちに涙を滲ませた。


　ご褒美だというようにゆるゆると擦られ、靖史はびくびくと腰を震わせる。


　もどかしくて堪らないような熱に、理性を焼かれていく。


　手のひらを弾はじくような彼に、くちづけたくてたまらなくなった。


　ウィリアムをもっと、愛したい。


　彼のものにくちづけ、食べてしまうかのように、呑のみ込みたい。


　圧あつ倒とう的てきな衝しよう動どうにかられ、靖史はそれを摑つかんだまま、必死になってウィリアムを見上げた。


「ん……？　どうした……？」


「……俺……これ……食べたい…んだけど……」


　その瞬しゆん間かん、ウィリアムは何かを堪こらえるような表情をした。


　手の中の彼が、震えるようにしてさらに張り詰め、ぬるりと手のひらが濡ぬれる。


　……うそ……ウィリアムが、先走り…漏もらした……？


「あ…ぅんっ…」


　それだけで靖史は背筋がぞくぞくとし、自分もわずかに漏らしてしまう。


　すると小さく笑われ、掬すくうようにくちづけられた。


「靖史……お前、これ以上俺を煽って、どうしようというんだ……？　堪らないな……」


　熱い囁ささやきとともに、シーツとからだの隙すき間まで押し潰つぶすかのように、深くくちづけられた。


　ジーンズと下着を引き剝がされ、ウィリアムも身に着けていたものをすべて脱ぎ捨てる。


　お互たがい全ぜん裸らになると、仰あお向むけになった彼の上に乗のせるように、抱だきしめられた。


　剝むき出しで触ふれ合う彼は、それだけで溺おぼれてしまいそうになるほど、熱い。


　……ど…しよ……これだけで、達いきそうになるほど、きもち、いいっ……。


　靖史が思わず擦り合わせられた腰を蠢うごめかせてしまうと、手のひらで頰ほおを包まれた。


　ゆっくりと確かめるように、指の腹で唇くちびるを撫でられてしまう。


「……念のために聞くが、食べさせるのは、こっちの口でいいんだな……？」


「……!!」


　卑ひ猥わいな囁きに真っ赤になりながら、靖史がからだをずり下ろそうとすると、引き止められた。


　尻たぶをいやらしく摑つかまれる。


「姿勢が違ちがうな……これを、私の方に向けるんだろう……？」


　……それって……。


　靖史が顔を真っ赤にしたまま躊躇ためらうと、ウィリアムはにやりと笑った。


「私には食べさせてくれないつもりなのか？」


「つ…っ」


　予想もしていなかった行こう為いに、靖史は羞しゆう恥ちで頭をくらくらとさせた。


　けれどもくちづけとともに甘くねだられ、つい、流されてしまう。


　ウィリアムのからだを逆向きに跨またぐようにすると、支えるように腰こしを摑まれた。


　その感触に、改めて彼の前にすべてを晒さらしているのだと思い知らされ、恥ずかしくて堪らなくなる。


　それを必死で堪えながら、靖史は、目の前にあるウィリアムのものに指を絡からめた。


　ちゅっ…とくちづけると、ぐっと硬かたさが増す。


　嬉うれしくなってぺろりと舐なめると、自身も同じように舐められた。


　ほとんど同時に含ふくまれる。


「ぅんっ…」


　じいんと腰が痺しびれたが、ウィリアムも同じように感じているのかと思うと、さらにぞくぞくとした。


　一気に夢中になってしまって、唾だ液えきを飲み込むのが間に合わないほど、舐めしゃぶる。


　その時、ずるりと指を突き込まれた。


「んぁっ…！　ぅあっ…あっ…」


　いつの間に用意されていたのか、たっぷりと絡められたジェルが、いやらしく温ぬるんで、内うち腿ももに滴したたる。


　靖史は背が引き攣つったように、からだ全体を仰け反らせた。


　ジェルの滑ぬめりを借りて、襞ひだを一枚ずつ確かめるかのように、解ほぐされていく。


「…ぅあっ…あっ……」


　肌はだが総毛立つような違い和わ感かんを逸そらそうと、靖史はかすかに全身を震わせながら、しがみつくようにウィリアムのものに指を絡めた。


　すると自身にねっとりと舌を絡められる。


　なだめるように何度か舐められ、先端をぬるりと含まれてしまう。


「ん、ぁっ、ぁあっ…」


　そのまま割れ目を押し開くように舌を使われ、靖史は腰を跳ねさせた。


　とたんにウィリアムの指を引き絞しぼってしまったのが、自分でもわかる。


「あっ…」


　思わず声をあげてしまうと、くぐもった声で小さく笑われた。


「いい子だ……私に、気持ちがいいと教えてくれたんだろう…？」


「や…っ…そんなこと、言うな…っ」


　恥ずかしさに涙なみだ目めになって抗あらがったが、からだ中から力が抜ぬけてしまい、上半身をくたりとウィリアムの上に落とす。


　そのとたん、感じる場所を擦こすられた。


「あっ…やっ…ぁあっ……っ!!」


　靖史がびくびくと腰を引き攣らせると、ウィリアムは満足げに笑う。


「ここもいいんだろう…？」


「ぅあんっ…やっ…でっ…あ、あー…!!」


　感じる場所を指先でひっかくように弄いじられ、靖史はあっけなくすべてを噴ふき出してしまった。


　じんじんとする熱と、自身の荒あらい息の合間に、ごくり、と喉を鳴らす音が聞こえる。


　……飲まれた…ぁ、っ…。


「…ぁんっ…や…それ、だめ…っ…」


　羞恥を感じる間もなく、達しきったものを搾しぼり取るように吸われてしまう。


　靖史は痛みに近い快感に女の子のような悲鳴を上げて、めちゃくちゃに尻しりを振ふり立てた。


　するとそれを煩うるさがるかのように、指を増やされる。


「ああっ…」


　それらはすぐに籠こもるような熱に馴な染じみ、いやらしく動いて靖史のからだを支配してしまう。


「…っ…は…あ…っ」


　喘あえいだとたんに、ウィリアムの熱が卑猥に鼻先を掠かすめた。


「あっ…ああっ…ぁうっ…」


　開かれつつあるそこが、滲むように熱く、じんじんと痺れ始めてたまらなくなる。


　滴り落ちて溜たまるような熱に、頭の中が霞かすんでいくような気がする。


　するとウィリアムの低い笑い声がした。


「……ここは可愛かわいらしい喘ぎ声とは、ずいぶん違うな……ひくひくといやらしく口を開けて、誘さそうようにきゅうきゅうと締しめつけ始めたぞ…？」


「…やっ…ぁ、あっ…」


　その卑猥な囁きに、靖史の理性は、ぶつりとちぎれる。


　靖史は歯を食いしばるようにしながら、押し殺した喘ぎのような声を漏らす。


「……して…」


「ん…？」


　聞こえないと問い返されて、靖史は必死で上半身を起こした。


　自分の肩かたに頰を擦りつけるようにしながら、ウィリアムを振り返る。


「……も…我が慢まん、できない………俺を、犯おかして……」


「っ…！」


　次の瞬間、投げ出されるように、仰向けに転がされた。


　乱暴に両りよう脚あしを抱かかえ上げられて、ウィリアムの太い先せん端たんを突つき入れられる。


「あっ…ああっ……!!」


　慣らされたとはいえ、それよりも大きな充じゆう溢いつは引き裂さくようで、靖史は大きく背を仰のけ反らせた。


「この…馬ば鹿か…！　歯止めが利きかなくなるだろうが……!!」


「……──っ!!!」


　容よう赦しやなく一気に最奥まで貫つらぬかれて、靖史はもう声も出せずに、大きく胸を喘がせる。


　するとウィリアムは荒い息をついて、自身を馴染ませるように、靖史のものに指を絡めた。


　柔やわらかく愛あい撫ぶされると、靖史を悩なやませていた熱が、再び戻もどってくるのがわかる。


　それは徐じよ々じよに靖史の中を蕩とろかしていくようで、太く逞たくましいウィリアムの脈動が鮮あざやかに響ひびき始めた。時折、びくんびくんと不規則に脈打つ。


　……ウィリアムのが……ちゃんと俺の中、入ってる……。


　ぎこちなく彼の方へ視線を向けると、汗あせで額に張りついた前まえ髪がみを、労いたわるようにかきあげてくれた。


「…俺の…中……気持ち…いい……？」


　途と切ぎれ途切れに尋たずねると、ウィリアムはわずかに余よ裕ゆうを失ったような表情で微笑ほほえんだ。


「ああ……熱くて、蕩けるように柔らかく締まって……すごく、いいぞ……」


　熱っぽく掠れた声でそう囁ささやかれたとたん、靖史は引き込まれるような快感に、全身を貫かれる。


「あっ…は…ぁっ…!!」


　射精とは明らかに違ちがう、呑のみつくされるような、深いもの。


　どうすればいいのかわからずただ喘ぐと、ウィリアムは微び動どうだにしていないはずなのに、含まされているものがずるりと動いた。


　え…っ……？


　靖史が驚おどろくと、ウィリアムが呻うめくように苦く笑しようする。


「靖史……お前、わざとやっているのか…？」


「やっ…ちがっ……なに…？　ぁっ…」


　ひくん、と喘ぐと、ぐっとからだを倒たおされた。


　含まされる角度が変わって、苦しいような快感に呻うめいてしまう。


　耳元にとろりと蜜みつを垂らされるように、甘く囁かれる。


「お前の中が、自分で呑み込み始めているんだぞ…？」


「うそだ…あっ…ああっ…」


　抗ったとたんに太いものを引き抜かれ、靖史は大きくからだを仰け反らせた。


　すぐに再び突き入れられる。


「ああっ、あっ、あっ、あぅんっ…！」


　入り口近くの感じる箇か所しよを太い切っ先で擦られ、靖史は壊こわれたように喘いだ。


「いや、それ、やだぁっ…！」


　感じすぎて苦しいとからだ全体でいやいやをしてみせれば、さらに酷ひどく擦り上げられる。


「どこが嫌いやなんだ…？　触さわってもいないのに、はち切れそうだぞ…？」


　ここだけで達いけそうだな、と笑われ、ますます激しく突き上げられてしまう。


「いや、そんなの、やだっ…!!」


　逃のがれるように腰こしを波打たせた瞬しゆん間かん、ひときわ強く、ウィリアムの先端が中を抉えぐった。


「あ、はぁんっ…!!」


　そのとたんに、そこから爆はぜてあふれ出てしまうような、絶頂の予感を感じる。


　…えっ……なんだ、これ……あっ…いや…だっ…!!


　ウィリアムの律動に合わせて、大波のようなものが、靖史を侵しん食しよくし、呑み込んでいく。


「あぁっ、あああっ、あぁあんっ…!!」


　靖史はそれを少しでも逃にがそうとして、自ら内うち腿ももを大きく開き、腰を振り立てた。


　すると内側が引き絞られるように感じ、そのとたんに狭きよう隘あいを硬かたく熱いもので勢いよく擦られ、靖史は自分を失ってしまう。


「─ぁっ……ああ────っ」


　その瞬間、目の前に閃せん光こうが走ったように感じて、靖史は全身を硬こう直ちよくさせた。


　遅おくれたように自身が弾はじけ、その靖史の乱れ切った痴ち態たいに、ウィリアムがかすかに呻く。


　ウィリアムのものがひときわ膨ふくれ上がり、白はく濁だくが叩たたきつけるように最奥を濡ぬらしていくのがわかった。


「あっ…は……あ……」


　……なんだ、今の……射精してないのに、達ったみたいだった……。


　靖史はすべてを奪うばわれたように感じて、呆ぼう然ぜんとする。


　しかしすぐにウィリアムに覆おおいかぶさるようにくちづけられて、我に返った。


　愛いとおしくて堪たまらないというように顔中にくちづけられて、最後にとろりと囁かれる。


「靖史……愛している……」


　胸の奥が熱くなって、蕩けた気がした。


　……この人は、もう、本当に俺のものだ。


　そして、俺も、この人のものだ……。


　心の底から湧わきあがるような想おもいでそう感じたとたん、これまでとは違う、甘い切なさが靖史の胸を焼く。


　それも一いつ緒しよに伝えたくなって、靖史は彼のからだに腕うでを回し、くちづけを返しながら囁いた。


「俺も…俺も、ウィリアム、あなたを誰だれよりも愛してる……」


　そのとたん、力強い腕に抱だきしめられる。


　繫つながったままのそこが、ぐん、と再び押し広げられるのがわかった。


「…えっ……？」


　驚いて靖史が胸の中から顔をあげると、ウィリアムが艶えん然ぜんと微笑んでいる。


「そんなに可愛らしいことを言うからだ」


「え…ちょっ…あっ…ぁぅんっ……」


　ウィリアムの腰は再びいやらしい律動を始め、靖史は甘く、蕩けあうように愛されていく。











　抜ぬけるように高くなった青空に、庭一面の芝しば生ふを渡わたる風が爽さわやかだ。


　眩まばゆい日ひ射ざしもずいぶんと和やわらぎ、時には肌はだ寒ざむいほど澄すんだ空気は、鮮やかな秋の訪おとずれを知らせている。


　寒くなる前に庭を楽しもうと一階のテラスに出した丸テーブルでは、ショーンがやや不満気な表情を浮うかべて、長い脚あしを組んでいた。


「……以前から理解できなかったんですが、どうしていつも、ウィリアムが食事を作っているんですか？」


　突とつ然ぜんの問いに、淹いれたてのコーヒーを運んできた靖史は、困って首をかしげる。


「えー…と、それは、ウィリアムの方が、料理が上手うまいからじゃないかな。自然とそうなってるから、考えたことなかったけど。あ、でもコーヒーを淹れるのは、いつも俺だよ。俺の方が上手いから」


　靖史が笑いながらショーンの前にコーヒー・カップを置くと、ショーンは小さくため息をついた。


「確かに、靖史の淹れるコーヒーは美味おいしいですが……私が指し摘てきしたいのはそこではなく……」


　ショーンがそう言いかけると、邸やしきから出てきたウィリアムが、手にしていたプレートで彼の頭を軽く小こ突づいた。


「おい。私が靖史に食べさせたくてやっているんだ。文句あるか？」


「……ありませんよ。ありませんけどね……」


　自分が次期当主と見込んだ男が、靖史の世話を楽しそうに焼いていることに、やはりどうしても抵てい抗こうがあるらしい。


　ショーンはぶつくさと言いながら、コーヒーを啜すすり始めた。昼食はすでに済ませてきたと言うので、彼の前にプレートはない。


　……ウィリアムの作る飯、美味うまいのにな……。


　靖史はなんとなく気の毒とさえ思いながら、フォークを取り上げた。


　今日のブランチは、マッシュルームとチーズのオムレツに、えびと生ハムのサラダ、ジャーマンポテトだ。モッツァレラチーズを載のせたトマトまで並べられている。


　サラダには靖史の好きなルッコラがたっぷりと入り、百パーセントのグレープフルーツ・ジュースがドレッシングとして使われているから甘酸っぱく爽やかで、つい食べ過ぎてしまいそうだ。


「そういえば、ショーン、今回はいつから日本に来てるんだよ？　確か二週間くらい前に帰ったばっかりだと思ってたけど……」


　靖史がオムレツを口に運びながらたずねると、ショーンはうんざりとしたような表情を見せた。


「……おかげさまで、今日からですよ」


　ウィリアムが本格的にこの邸で暮らし始めてしまったため、ショーンが頻ひん繁ぱんに日米間を行き来しているのだ。


「再三申し上げていますがね、靖史。君がＮＹに来るつもりはないんですか？　そうすればすべてが解決だ」


「あー……だって、俺、大学があるし……」


「ＮＹにある大学へ留学、もしくは編入すればいいじゃないですか。私が責任を持ってすべてを手配しますよ。何なら、グリーン・カードだって」


「いや、いきなり永住とか言われても……」


　グリーン・カードの取得はそうとう難しいはずだが、ショーンの手にかかっては、一度イエスと言ってしまったが最後、本当にそこまで抜かりなく手配されてしまいそうだ。


　靖史が苦く笑しようしてごまかそうとすると、ウィリアムがパンをちぎりながら口を挟はさんだ。


「……ちょっと待て。靖史、お前は昨夜、私と一緒なら地じ獄ごくに堕おちてもいいと誓ちかったんじゃなかったのか？　ステイツに移住するくらい、かまわないだろう？」


「っ……」


　散々甘く喘あえがされ、啼なかされて誓わされた昨夜の記き憶おくが鮮あざやかに蘇よみがえり、靖史は顔を真っ赤に染めた。


　するとウィリアムは小さく笑う。


「仕方ない。贖しよく罪ざいのキスで赦ゆるしてやろう」


「……しょく……何？」


　無視してやろうかと思ったけれど、友好的な食事のためだと思い直して、靖史はなんとか平常心を保ち、聞き慣れない単語をたずねた。


　するとショーンが、ため息混じりに日本語で教えてくれる。


「贖罪。何かを代だい償しようにして罪をあがなうことですよ。この場合、ウィリアムにキスさえすれば赦される、ということです」


　……って、ショーンもいるのに、目の前でキスしろってことか？


　靖史がますます頰ほおを赤く染めると、ショーンは大きくため息をついた。


「……ったく、神に罰ばつせられますよ。それこそ贖罪が必要だ。それに、私を妙みようなプレイに巻き込まないでください」


「うるさい。靖史は私だけのものだ、そんなに勿もつ体たいないことをするわけがないだろう。だいたい、お前だって罪深さにおいては似たようなものだ。私と靖史の邪じや魔まをしようと、卑ひ怯きような真似まねをしただろう」


「ウィリアム、それはもういいって言っただろ」


　靖史は軽くウィリアムを諫いさめた。


　確かに色々と辛つらい思いはしたのだけれど、ショーンはあの後、きちんと靖史に向かって、謝罪してくれたのだ。それに、偶ぐう然ぜんやって来たニアの動きを利用はしたけれど、彼女と組んで仲を裂さこうとするほど、非情にもなれなかったらしい。


　さらに罰として、ウィリアムが色々と不可能に近い調整をさせたことも知っている。


　だから思わずかばってしまったのだが、ウィリアムは、まるで聞き分けのない子供のように面おも白しろく無さそうな表情をした。


　するとショーンは、ウィリアムに向かって眉まゆを顰ひそめる。


「……あれほど謝罪したのに、まだ根に持ってるんですか……まさか、あれが原因でこんなに頻繁に往復させられてるわけじゃないでしょうね。罰ならたっぷり受けたと思っていましたが。あなたからはもちろん、財ざい閥ばつのお偉えら方がたからのお叱しかりも、あなたへの忠誠心から、すべて甘んじて受けたんですからね。しかし不本意な悪役を引き受けてまでこれでは、本当にフェアじゃない」


「自じ業ごう自得だ」


　ショーンがため息をつくと、ウィリアムは楽しそうに笑った。


　それから、靖史を見て、意味ありげに微笑ほほえむ。


「ほら、早く。お預けにすると今夜が長いぞ……？」


「……!!」


　ついもの凄すごいことを想像してしまい、靖史は慌あわてて頭を振ふった。


　急いでコーヒーを飲み下すと、ウィリアムの唇くちびるに軽くくちづける。


　けれどもそのとたんに顎あごを摑つかまれ、ショーンなど存在しないかのように、深くぞろりと愛された。


「ん…ふっ……」


　ぞくりと痺しびれ、思わず声を漏もらしてしまうと、甘いご褒ほう美びのように囁ささやかれる。


「……いい子だ」


　ようやく離はなされ、靖史が恥はずかしさに横を向くと、ウィリアムは満足げに笑った。


「この貴重なひとときは、何物にも代えがたいな。……と言うわけだ、ショーン。ＮＹに戻もどる件はあきらめてもらおう」


　ショーンは呆あきれたように肩かたを竦すくめた。


「……わかりましたよ。わかりましたが、早いところ仕事をさせてください。日本に馴な染じみ過ぎてお忘れのようですが、まだＮＹでは、仕事中なんですよ？」


　しかしウィリアムは平然とオムレツを掬すくう。


「もう昼近い。向こうは真夜中だろう」


「……ですから、こちらも、何度もお願いしてありますよね？　土曜日とはいえ、できれば午前八時、遅おそくとも十時からは仕事をしてくださいと。ルール違い反はんじゃないですか。まったくもって、フェアじゃない」


「それは難しいと、私も何度も答えているはずだ。金曜の夜と土曜の午前中は、靖史がバイトを入れていない貴重な時間なんだ。つい念入りに愛し合ってしまっても、仕方がないだろう」


　聞いているだけで赤面しそうなことを堂々と言われて、靖史は思わず肩を竦めた。


　とはいえ、仕事の話だからと中座してしまえば、後々、ウィリアムの機き嫌げんが悪い。


　この邸にいる間は、出来る限り二人で過ごしたいらしいのだ。


　日本に本格的に移住し、靖史と暮らすと決めたときの、仕事場の件もそうだった。


　靖史とショーンは、邸の二階にある書しよ斎さいを使えばいいと提案したのだが、それでは他の人間が邸に立ち入ることになると、彼は頑がんとして譲ゆずらなかった。そして結局、別の場所にあるビルをわざわざ借りたのだ。


「それに、ルール違反だと言うなら、お前こそそうだろう。邸やしきに押しかけて来るなと、何度言ったらわかるんだ」


「何を言ってるんですか。合あい鍵かぎが欲しいくらいですよ。急ぎの仕事があるたびに、いつも儚はかない期待を抱かかえて、早めに来ては車の中で時間を潰つぶしている私の身にもなっていただきたい。だいたい、週末になると、携けい帯たい電でん話わも繫つながらないし」


「愛する人と過ごしているんだ、当然だろう」


　改善を約束するどころか胸を張ったウィリアムに、ショーンは頭を抱えた。


「……完全に色いろ呆ぼけしていますね、ウィリアム。あなたは恋れん愛あいごときに嵌はまる人ではないと思っていましたが……私の考え違ちがいだったようだ」


「しかし、現在の方がいい仕事をしているだろう？」


　ウィリアムは余よ裕ゆうたっぷりに笑い、ショーンは口惜くやしそうに舌打ちをする。


「その通り、と言わざるをえないのがまた、腹立たしいですよ。……靖史、あなたの責任です。なんとかしてください」


「いやー……ほんと、困ったもんだよねー……」


　いきなり矛ほこ先さきを向けられた靖史は、当たり障さわりのない返事をしながら、慌ててサラダを頰ほお張ばった。


　もちろん靖史にしても、ウィリアムが常軌を逸して自分にうつつを抜かしている自覚はある。


　ショーン同様、困ったものだと思うこともあるけれど、でも、それよりはやはり、嬉うれしさが勝ってしまうのだ。


　靖史は、シャツの上から胸むな元もとに下がったエンゲージ・リングをさりげなく指先で触さわる。


　女性向けのデザインだし、一いつ介かいの大学生が指にするには大おお粒つぶのダイヤモンドが目立ちすぎるから、鎖くさりに通してこうしているのだ。


　ウィリアムは、これでは自分のものだと知らしめる意味が薄うすれてしまうと不服そうだが、こうして目立たずに確かめられるので、靖史としては、実は密ひそかに気に入っている。


　その証しよう拠こに、今までは、毎日何かを身につける習慣がどうしても身につかなかったのだけれど、指輪は忘れたことがない。腕うで時ど計けいは持っていないし、財さい布ふはともかく、携帯電話を家に忘れるなど、日常茶さ飯はん事じだったというのにだ。


　胸元に指輪を感じるたびに、ウィリアムのことを思い出すし、温かい気持ちになって、励はげまされる。いつしかこの指輪が、幼い頃ころの絵のような存在になっているのかもしれなかった。


　だから別に、指に嵌めることにこだわらなくてもいいのでは、と思うのだけれど、やはりウィリアムには通じず、マリッジ・リングは必ず嵌めると約束させられてしまった。


　さらにウィリアムは、ならば世界にひとつしかないオリジナルを造りたいなどと言い出し、アメリカだかヨーロッパだかの本店にまで、同行しなくてはいけないらしい。


　今は大学やバイトがあるからと渋しぶっているのだが、あまり長引かせると、向こうから職人を呼び寄せるなどと言い出しかねない雰ふん囲い気きがあって、けっこう怖こわい。


　大切にしてくれるのはありがたいのだが、そういう意味でも、靖史は、あまりウィリアムの願望は刺し激げきしたくないなと思うのだ。


　それでなくてもウィリアムは、事あるごとに、お前をこの邸に閉じ込めて、ずっと二人だけで過ごしたい、などと甘く囁きかけてくる。


　もちろん、愛ゆえのただの睦むつ言ごと……のはずなのだけれど、もし彼が本気になってしまったとしたら、確実に実現してしまいそうなのが、また、怖い。


　……この邸も、始まりはそうだったわけだしな……。


　靖史は振り返って背後にそびえる邸を見つめた。


　こうしていると、やはり自分が住んでいるとは思えないほど、贅ぜいを尽つくした見事な邸だ。


　……俺も早く、この邸が似合うような大人になりたい。


　何度目かは忘れてしまったけれど、靖史は密かに強く、心に誓ちかう。


　そのときふと、かつて赤いクリップを目にしたときのような気持ちがよぎった。


　……でも、まあ……ウィリアムとなら、この邸に閉じ込められて、二人だけで溺おぼれるように愛し合うのも悪くない、かな……。


　そのとんでもない思い付きが、甘い疼うずきのように胸に広がってしまうあたり、靖史もそうとう、ウィリアムに嵌はまっている。


　けれど、そういう自分も、悪くない。むしろ好きだ。


　……人生って、けっこういいこと、あるかもな。


　靖史は密かに苦く笑しようし、そんなことにまで思いを馳はせながら、もはや言い合いを楽しんでいるようなウィリアムとショーンをいつまでも眺ながめていた。













終わり　　





豪ごう邸ていに恋こいは舞まい降おりる





真しん上じよう寺じしえ
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